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１．ランブルトン家の庭












　たったひとつでも隠し事をすると、すべてのことがちぐはぐになる。

　――お父様、お母様、どうぞわたくしたちのホテルをお守りください。神様はきっとわたくしを裁くでしょう。でも……もう少し、もう少しだけ……。

　ヴィクトリアは夜毎に祈り、そして朝には嘘の続きの世界へと踏み出すのだ。
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「頭が痛いわ……」

　こめかみを押さえてヴィクトリア・ランブルトンはつぶやいた。ヴィクトリアの声は、けっして大きくないのによく通る。この話し声は商人たちの間でしばしば話題に上る。

　商売上手なランブルトン家の隠し玉を見たことがあるか？　と……。めったに姿を見せないヴィクトリア嬢と、もしも言葉を交わしたら恋に落ちずにはいられないだろう。美し過ぎる上に知的で、なんともいえない魅力にあふれている……と。さすがアルファの両親のもとに生まれた真のアルファ。商才も美貌も持ち合わせている女王……と。

　二十世紀に入って早二十年以上、イペメリア国は巨大ハブ駅を擁する貿易経済大国として成長著しい。大陸における交通の要所ゆえに東西の文化が流れ込み、最新の発明品が生活を彩る。

　国内外に流れる令嬢社長のイメージ通りならば、さぞかしヴィクトリアは強い女性であろう。しかし、今年二十四歳になったヴィクトリアの体力は年々衰えている。

「本当に、いやになっちゃう……あ、ごめんなさい。苦労してリオンに受け取ってもらっているお薬なのに、文句なんて言って」

　頭痛にめまい、立ちくらみ、急激な冷え。これらの症状は、十八歳からのみ続けている薬の副作用に違いなかった。

　真っ白く細い指先をプラチナブロンドの髪の中まで滑らせて、頭皮を押すと血管がずきずきと脈打っている。

「もっといいお薬ができたらいいのに。僕が代わってあげたいです。でも、頭が痛いときだってとっても綺麗ですよ。ヴィクトリア様」

　ヴィクトリアの秘書を務めるリオン・コネルが心配そうに雇い主の顔を覗き込んだあとに、ぽわんと微笑んだ。リオンの金色の巻き毛が揺れる。男性オメガ特有の丸みを持った大きな青い瞳に、ヴィクトリアの蒼白な顔が映る。美しく愛らしく従順。リオンにはオメガ属性の良い部分がいくつも現れている。

　人には男性と女性という性の他に、アルファ、ベータ、オメガという第二の性があり、カースト最上位に君臨するわずかな人口のアルファ性と、ほとんどの人に現れるベータ性、最下位にいるオメガ性に分かれる。オメガの数は虚弱なことも併せて極端に少ない。

「もう、リオンったら。わたくしはバリバリお仕事がしたいの。ひきこもり社長とはいえ、乗っているときに仕事ができないのが参っちゃうのよ」

　ヴィクトリアが少し笑って見せると、リオンがまぶし気に目を細めた。

「ひきこもっているのは怠惰ではありません。自衛と薬が必要なのは仕方ないです。だって、ヴィクトリア様は見とれるほどの美貌のうえに……」

　周囲を見回してリオンは声をひそめるとヴィクトリアに耳打ちする。

「胸もお尻もまた大きくなられて、アルファだけじゃなくて僕はベータの目も警戒してます」

　リオンの言う通り、ここ一週間で丸い乳房が一回り大きくなった。くびれたウエストからの尻のラインもこんもりと盛り上がっている。太って見えるのが嫌で、ウエストを絞ったマキシ丈のドレスを選んだら余計に胸が強調されてしまっている。

「……気づかれちゃうかしら、体形変化がぜんぜんお薬で抑えられないの」

　ヴィクトリアの悲壮な告白に、リオンはうっすらと頬を染めた。

「すごく魅力的ですよ。えっと、僕はここのところお腹がぽっこりです……美味しいペストリーの食べ過ぎかなぁ」

　ポンポンとお腹を叩くリオンと目を合わせたヴィクトリアは、思わず噴き出した。

　厨房で作らせているペストリーは、五人のベーカリー担当シェフがそれぞれの故郷の味で腕をふるっている。何層にも折り重なって煮リンゴを入れたアップルペストリー、バターの味が強く素朴なデニッシュペストリー、食事に添えられる塩味の効いたセイボリーペストリー、どれも素晴らしくおいしいけれど太るのは間違いない。

「リオンは元気ね。いつも本当に可愛いわ。大好きよ」

「えへっ、光栄です。ヴィクトリア様はお好きなものをいくらでも召し上がってください。だってウエストや手足は折れそうに細いですよ」

　ジャケットの胸ポケットから、ピルケースを取り出したリオンは、螺鈿のはめ込まれた蓋を開けると痛み止めの錠剤を一錠、ヴィクトリアの手のひらにのせた。頭痛など経験したことのないリオンのピルケースは、雇い主であるヴィクトリアのために持ち歩いているものだ。テーブルに出された差し湯用のポットから紅茶茶碗に湯を注いだリオンは、そこに砂糖をティースプーンで二杯入れるとよく溶かしてヴィクトリアに差し出した。

「甘くしたお湯で痛み止めをのんだら、すぐに治まるでしょう。それとも、しばらく横になりますか？」

　ありがとうと受け取って、薬を喉に落としたあとにヴィクトリアは首を横に振った。

「いいえ、打ち合わせを続けましょう。リオンの意見が聞きたいわ」

「はい、かしこまりました」

　柔和な笑顔を浮かべてリオンが書類を捲る。頭痛のせいで目がかすむ。ヴィクトリアは懸命に文字を追ったが目的の項目が探せない。あぁ、やはり今日は無理なのかもしれない。ヴィクトリアはふぅっとため息をついた。

「ごめんなさいリオン、ここ一週間のわたくしって使い物にならないのよ。歯がゆいのを通り越して悲しいわ」

「ヴィクトリア様……」

　悲しみの波長とすぐに同調してしまうリオンの大きな目に涙がたまる。

「秘密を抱えている罰なのかもしれないわね」

　頬にまつ毛の影を落として、ヴィクトリアがつぶやいた。

「ヴィクトリア様の立場なら、秘密にするしかありません」

　もう一度左右を見回したリオンがヴィクトリアの手を握ると、小さな声でささやいた。

「いま、ヴィクトリア様がオメガだと知っているのは僕とジェイミーだけです。先代からくれぐれも秘密がバレないようにと僕たちは頼まれているし、ジェイミーもそのほうがいいと言っています。きっとヴィクトリア様の運命の『番つがい』が現れますから、それまで用心して仕事に励みましょう」

　秘密――そう、ひた隠しにしているけれど、ヴィクトリアもリオンと同じ、希少なオメガなのだ。本能を抑え込むせいで湧き起こる額がねじれるような痛み。それは抑制剤の副作用である。

　男だろうが女だろうがオメガに生まれつくのは悲劇だ。職業選択の自由も、パートナーを選ぶ権利もない。人と接する仕事は避けるべきで、そうなると職種は限られる。かといってアルファに出会えず独身を貫くなら、一生おのれの発情期を制しながら暮らしていかなくてはならない。

「あなたのジェイミーはとてもいい人よ。でも、わたくしはアルファと番になることに夢を感じないの。自分の力で生きていく道はきっとあると思うのよ」

　オメガ性には、善良さや愛らしさとは逆の厄介な一面もある。リーダー的存在の尊敬すべきアルファを誘惑し、その獰猛な本性を暴いてしまうというものだ。

　身体の中から湧き出る誘惑香とフェロモンによって、優秀なアルファを前後不覚の状態にさせ、ときに罪を犯させてしまうことすらある。危険な存在のオメガは、アルファに首を噛まれマーキングされることで誘惑香を消してもらうしかない。アルファにとってオメガは選び放題だが、オメガにそんな権利はない。複数のオメガを愛人にするアルファがいれば、飽きられて捨てられるオメガもいる。一度マーキングされたオメガには新しいアルファは現れない。

　美人社長ヴィクトリアと秘書のリオンの関係は、商人たちのかっこうの話題のネタだ。

　アルファのヴィクトリア嬢は、男性オメガの秘書を『番』にしないまま手元においている。あれだけ美形で可愛らしいオメガなのだから、早くマーキングしてやればいいのに可哀そうだ。おかげでリオンはいつまでも抑制剤が手放せない様子だし、ときどき誘惑香まで漂ってくる。

　老いも若きもオメガには目がない。だが、従順な性格と目を瞠るほどの美貌、それはアルファのためにあるもので、人口の大多数を占めるベータにとっては観賞用でしかない。ヴィクトリアがリオンを帯同して街に出るとき、人々の射すような視線がリオンに注がれ、ヴィクトリアは悪夢を見ているような恐怖に囚われる。マーキングされていないオメガは、全裸で街中を歩いているも同然だなどと揶揄される。

　ヴィクトリアはアルファだと認識されているから安全ではあるが、いつ大量の誘惑香を放出して粗野なアルファに襲われてしまうかわからない。襟足を噛まれないように首に巻いた鉄製のチョーカーは、常に高い襟で隠している。

　――淫乱なオメガ、性欲にがんじがらめになるオメガ性。

　不快な考えと頭痛でこめかみに戒めの鉄の輪がはめられたような痛みが走り、目がかすむ。

　――んっ？

　そのとき春風が柔らかくヴィクトリアの頬を撫でた。

　薫風に混じって深く味わいのある香りが鼻孔をくすぐる。ふっとこめかみの痛みが緩み、ぼんやりとしていた視力がもとに戻った。

「あ……あら、何の花かしら？　とってもいい匂いがするわね」

「そうですか？　言われてみたらいい匂いかな？　一週間前に雇った庭師がグリーンサムを持っていて、爆発的に庭の花が増えたって園丁長のヘイゼルが言ってました。その香りかも知れません」

　グリーンサムとは園芸名人とも呼ばれる特殊な才能だ。草木への愛情が強く、どんなに難しい花でも美しく咲かせることができる。

「そんな貴重な人が我が家の庭に来てくれたの？　それは……あっ」

　ずくん、と下腹がうずいて、発熱する前兆のような火照りを感じる。発情だ、三か月に一度の周期より少しタイミングが早い。そういえば、急な春の到来に動物園の獣が次々と妊娠し出していると新聞に記事が出ていた。

　――いやだわ、春だからって……。

　自分に起こる動物めいた変化が、ヴィクトリアには許せない。

「ヴィクトリア様？」

「あの……リオン……」

　リオンとはもう六年の付き合いで、発情の周期も把握されている。とはいえ、動物とともに発情が早まったという報告はためらわれた。リオンは天使のような容貌にたがわず、清らかで常に洗い立ての石鹸の香りがするような印象がある。それに反して発情期のヴィクトリアからは強いじゃ香と夜来香に似た花の香りがしているはずだ。

　あまりにも発情香が強くなると、ベータであっても匂いに当たって狂暴になるという。

「あのね……」

　どう言い出そうか迷っていると、薔薇の垣根が大きく揺れた。

「誰だ！」

　にこやかにヴィクトリアと語っていたリオンの声が、瞬間的にボディガードのそれになった。

「失礼します、取り急ぎお知らせを！」

　現れたのは背の高い男だった。

　走って来たのか黒髪が乱れ、袖を通しただけのジャケットの前立てが開いている。腰高で肩幅の張った体つきのその男は、ヴィクトリアとリオンの姿を見て一瞬動きと言葉を止めた。黒髪と引き結んだ口元……。前髪が長く顔にかかって、その容貌と感情が読みとりにくい。

「屋敷のものか？　見ない顔だね」

　迫力に欠けるナイトだけれど、リオンがヴィクトリアを背に隠す。驚いたせいなのか、頭がぼんやりして鼓動が速い。

　ヴィクトリアの心臓だけでなく胸下にも重い疼きが広がって、それは甘い誘惑香を身体の芯から立ち上らせる引き金になっていた。

「私は、一週間前から庭園作業を行っていますチェスター・ウィングと申します。失礼ながら、庭の方まで誘惑香が流れてきています。ヘイゼルさんから秘書の方がオメガで虫がお嫌いだと聞いていましたので、早く抑制剤をおのみになって家に入られた方がと……」

　チェスターがリオンの全身を確認したあとに、ヴィクトリアに視線を移した。高齢の園丁長のヘイゼルとリオンは祖父と孫のように仲がよく、ヘイゼルはリオンの虫嫌いをよく知っている。

「あ、いや……その、属性がどうのという意味ではけっしてありません」

　背の高い男は、急にうろたえて非礼を詫び始めた。

「蜂が……いえ、すみません。気を悪くしないでください。蜂が匂いに寄ってきます……とにかくお屋敷に入ってください。失礼します」

　膝を折って頭を下げたあと、立ち去ろうとするチェスターをリオンが顔色を変えて引き留めた。

「待って、君はベータだろう？　誘惑香を嗅いだのか？」

　くんくんと自分の腕の匂いを嗅ぐふりをして、リオンがそっとヴィクトリアを見る。ヴィクトリアの匂いにチェスターはやって来たのだ。誤魔化さなくてはいけない。息が詰まりそうになりながらうなずくと、リオンは自分が誘惑香を発散したふりを始めてくれた。

　引き返したチェスターが肩をすくめた。

「ベータですが、花の香りを嗅ぎ分けるために鼻はいい方だと思います。それに香りが強すぎます。蜜蜂の巣をこれから移動しますので、庭に出ていたら蜂の大群に襲われかねません」

　淡々と、実に淡々とチェスターが答える。リオンに発情が来たことを早く伝えたら良かった。息が上がる。ふたりの会話が恨めしいほどヴィクトリアは興奮していた。

「蜂！　僕の天敵だ、あのブンブンいう羽音を聞くと鳥肌が立つ」

　リオンが頭を抱えた。

「わかった。薬を追加して屋敷に入ろう。忠告ありがとう、えっとチェスター？　ようこそランブルトン家へ、僕のことはリオンと呼んでくれ」

「あ、ありがとうございます」

　社長秘書は、屋敷の使用人とは別格の地位だ。他家では使用人の地位をはっきりとさせるべく、上司を敬称付きで呼ばせる。ランブルトン家では、不必要な上下関係をヴィクトリアが撤廃した。ひとつの家の使用人は、平等でなくてはならない。そうヴィクトリアは考える。

　――あぁ、やっと部屋にこもれる。

　動くことも困難で、人形のように固まったままのヴィクトリアはとにかく横になりたい、暗がりでうずくまりたいと願っていた。そのとき、ヴィクトリアとチェスターの目が合った。

　――な……なに？

　チェスターという男は、取り憑かれたようにヴィクトリアを見つめている。

　下腹が痛んだ。視線に焼き殺されそうだ。

「こら、見過ぎだ」

　リオンが、ぶしつけな視線に軽く注意を与える。リオンのからかう声に、はっとしたチェスターは、うつむいた。

「すみません、こんなに美しい人を見たのが初めてで……」

　ヴィクトリアにとって男性の視線は、それがベータであろうがアルファであろうが常に不快だと感じる。華奢な身体に反する豊満な胸や尻、突出した美麗な容貌はオメガ特有のもので、庇護欲、支配欲、性欲とヴィクトリアにとって迷惑この上ない欲望を生み出してしまう。

「花にたとえると……岩場に稟と咲く白百合のようなお美しさです」

　耳元がかっと熱くなった。男のうっとりとした視線が恐ろしい。けれど、ちっとも不快ではないのだ。ヴィクトリアの戸惑いとは反対に、リオンは満足げな顔をほころばせた。

「君って詩人だな、僕もそう思う。ヴィクトリア様はこの国一の美女だ」

　まるで自分を褒められたかのように、リオンの口が軽くなる。この陽気さが使用人仲間での圧倒的な人気を誇っているのだが、残念ながらヴィクトリアを屋敷に戻すという気配りをすっかり忘れているようだ。

「肌は白絹のようにきめ細やかだし、緑色の瞳は潤んで星を宿しているし、プラチナブロンドの髪は結えば王冠、下ろすと花嫁のベール、お声は桃色のベルベットを彷彿とさせる。美しいだけじゃない。賢く、威厳に満ちて、まさにアルファの中のアルファだよ」

　――リオン！

　よくもこんなにヴィクトリアを褒めそやす言葉が出て来ると赤面しつつ、チェスターを見ると、ひとつひとつの賛辞にうなずいている。ヴィクトリアは、息を呑みこんでぐっと口元を結んだ。

「ランブルトン家に奉職できてラッキーだね、とてもいい環境だよ」

　リオンがチェスターに手を差し伸べ、ふたりは握手を交わした。

「それでは、仕事に戻ります。どうぞ蜂にお気をつけて」

　会釈をして彼が立ち去ると、ヴィクトリアは詰めていた息をやっと吐きだした。身体じゅうが燃えるように熱い。

「蜂を匂いで刺激しているなんて、オメガはまるで動物だわ」

「申し訳ありません、ヴィクトリア様。楽しくなって喋り過ぎました。それに僕には発情香が嗅ぎ取れなくて」

「いいのよ。早く中に入りましょう、わたくしは休むわ」

　――あぁ、また仕事が溜まってしまう。

　胃から戻って来たのか、口の中に最新の化学薬品の苦みが逆流してくる。情緒が不安定になり泣きたくなる。ささいなことから大きなことまで嫌になってしまう。その日から三日間、ヴィクトリアは重だるい身体を持て余しながら部屋にこもって過ごした。

















２．ヴィクトリアの秘密












　近隣諸国に先んじて商工業の発達したイペメリア国。商家の中には大成功を収め、広大な屋敷と資産のあるものも珍しくない。ヴィクトリアの父親も国内に巨大なホテルを営む実業家であった。隣国にも新たなホテルを建築しようとビジネスパートナーであった母とともに下見に行った旅先で船が沈んでしまい、揃って急逝した。いまでは一人娘のヴィクトリアに社長の重責がのしかかっている。

　ヴィクトリアはアルファの両親から生まれ、優秀さや利発さからアルファに違いないと信じられてきた。それが遅い第二次性徴でオメガだとわかったのだ。オメガは虚弱さや意思の弱さなど負の性質が強く出るものだが、ヴィクトリアは健康なうえに、正義感や強いリーダーシップというアルファらしい性質にあふれていたので、判明が遅かったのだ。

　十八歳でオメガであると明らかになっても、両親は引き続きアルファとしての教育をヴィクトリアに行った。自慢の娘であるヴィクトリアが、アルファであろうとオメガであろうと関係ないと父は言ってくれた。ヴィクトリアの美しさは私の宝だと母は微笑んだ。とはいえ世間の目は厳しい。両親はできうる限りの策を講じ、娘を守った。リオンは父が探してきた番つがいのいるオメガである。

　リオンのオメガ証明書を使って、正規ルートの抑制剤を手に入れるという方法はその中でも最も危険で、もっとも有効な策だった。

　二十四歳になった今、ヴィクトリアがオメガだと知る人は、たったふたり。ヴィクトリアの秘書であるリオンとそのパートナーのジェイミーだけだ。

　男性オメガのリオンには幼馴染みの男性アルファの番がいる。第二次性徴と同時にお互いの属性に気づき、自然と番を得たリオンにとって、オメガを隠す必要も抑制剤に苦しむ時期もなかったのだ。それをヴィクトリアの父が頼み込んで番のいないオメガとしてランブルトン家で働いてもらっている。

　もちろんリオンの番であるジェイミーはそれを快くは思っていない。街で大きなレストランを数店経営する彼にとって、自分の番に違法行為などさせたくないのは当然だ。

　十八歳のときに、父によってリオンとヴィクトリアは引き合わされた。そのとき、ふたりは強烈なシンパシーを感じたのだ。絶対数の少ないオメガにとって、仲間同士の絆は強い。

「僕はヴィクトリア様の役に立ちたい、社会で働いてみたい、秘書の仕事も覚えたいです」

　目を輝かせてリオンは言ってくれた。ジェイミーはリオンのしたいことならば、ひとつも妨害しない人だ。ヴィクトリアに番ができるまでという期限付きでリオンとジェイミーは番であることを隠し、リオンはランブルトン家に秘書兼話し相手として通っている。最近ではジェイミーのレストランで経理まで手伝っているというから、ふわふわした雰囲気に反して、仕事のできる男である。

　ヴィクトリアはホテル経営の現場にどうしても顔を出さなくてはならない時、必ずリオンをそばに置く。街にいるアルファがヴィクトリアの匂いに気がついても、それは有名なオメガのリオンのものだとしているのだ。リオンはヴィクトリアを守る盾となった。

　とはいえ抑制剤の副作用でいつ体調が変化するか知れないヴィクトリアは、ほとんどの時間をランブルトン邸で過ごしている。

「いいことを思いついたときに限って、体調が悪くなるのよ」

　朝は元気でも夕方には寝込むことが多く、ときには、陽に当たっただけで立ちくらみがする。こなさなくてはならない仕事は山のようにある。体調の安定している時間は貴重で、ヴィクトリアは常に先を急いている。

「一日中お元気でいられたら、この国じゅうの人にわが社の美しき社長を見せびらかしたいなぁって、僕はちょくちょく思っていますよ」

「リオンったら」

　慰めてくれようとする彼の優しさが嬉しい。稀有なだけに、オメガの美しさは悪目立ちしてしまう。華奢な骨格と透き通るような薄い皮膚、プラチナがかった金髪と輪郭のはっきりとした大きな瞳。清楚でありながら色香の漂う口元と形の良い鼻筋。ヴィクトリアの姿形は一目見たものを魅了する……いや、魅了し過ぎる。過ぎる美貌は人の心に恐怖と好奇を呼び起こしてしまう。

　――希少にして忌むべき存在。オメガ性。

　女性オメガは、相手がアルファであれば男とはもちろん女とも子を成すことができる。そして男性オメガも、男女かまわずアルファの子を孕むことができる。その誘惑香で優秀なるアルファを誘い理性を失わせる。街中にいるだけで騒ぎの原因となるトラブルのもとがオメガだ。
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　蜂の一件から四日後、薬で抑えられた発情期のだるさからヴィクトリアはやっと脱することができた。

「こんなに良いお天気で、手元のプランはすっかり出来上がっているのにホテルで実務ができないなんて歯ぎしりしちゃいそう」

「綺麗な歯をすり減らしちゃいけませんよ」

　いたずらっぽいリオンの笑顔も四日ぶりだ。

　春の庭には清々しい香りが漂っている。モッコウバラにラベンダー、さらにかぐわしいのは沈丁花の華やかな香りだ。屋敷からほとんど外に出ないヴィクトリアは、生体リズムを整えようと太陽光を浴びて、ガーデンテーブルで朝食をとる。リオンは朝食から付き合ってくれる。そのまま書類を広げて、仕事の打ち合わせをするのが毎日のルーティーンだ。

「抑制剤をのみ続けるのは身体に負担がかかり過ぎます。ヴィクトリア様にも番ができたらいいのに」

「そうね、あなたのジェイミーみたいに頼もしい人がいるといいわね」

　ヴィクトリアはリオンに話を合わせた。本音を言えば、ちっともそんなことを考えていない。アルファの番なんてまっぴらだ。

「そうですよ。頼もしいし、かっこいいんです」

　美しい顔を澄まして、リオンがのろける。彼の番であるジェイミーは、年齢が十歳離れていることもあり、リオンを頭から食べてしまいそうなほどの可愛がりようだ。ジェイミーの存在があるからリオンには発情を抑える薬は必要なく、副作用に怯えることもない。

「でも、わたくしは番なしで社長業を続けたいの。あなたとジェイミーが街中で手を繋いで歩けないのは申し訳ないけど」

「それは気にしないでください。僕のことを甘やかしているのを他人に知られるのが恥ずかしいみたいなんです。僕は彼のそういうところ、すごくかわいいと思うんですけど」

「かわいいのかしら？　リオンは大人ね」

「ヴィクトリア様は……アルファというか、男性全般があまりお好きじゃないみたいですね」

　耳を垂らした子犬のようにしゅんとして、リオンが青い目を潤ませた。

「そうね……仕事の方が好きよ。恋愛に興味はないわ」

「ダメですよ、ヴィクトリア様。恋愛っていいものです。きっとものすごく高貴なアルファが白馬に乗ってやってきます」

「そんなことになったら、わたくしがずっと嘘をついていたって言わなくちゃいけないでしょ。きっと幻滅されて終わってしまうわ」

「ううーん、そうなのかなぁ。確かにアルファには超絶に気位が高いところがありますからねぇ」

「優しいアルファに出会っているリオンは特殊ケースよ」

「そんなさびしいことを……」

　リオンはますますしゅんと肩をすぼめる。その姿は垂れ耳を頭に張り付け、しょんぼりとする子犬にしか見えなくて、可愛らしさに思わず笑ってしまう。

「なんですか？　ヴィクトリア様？　おかしいですか？」

　悲しませたのはヴィクトリアなのに、可愛い反応についなごんでしまった。

「ごめんなさい、リオンって子犬みたいだって思ったらおかしくて」

　素直に謝るヴィクトリアに、リオンは両手でお尻をおさえた。

「ジェイミーにも、いま尻尾を振っているだろう。俺には見えるぞって、からかわれるんです。恥ずかしいなぁ」

「……あのジェイミーが……」

　冗談ひとつ言いそうにない堅い印象の彼が、リオンの前ではそうなるのか？

　男性、特にアルファの愛情表現はヴィクトリアには謎だ。ヴィクトリアの両親は揃ってアルファだったせいか、ビジネスパートナーという繋がりの印象が強かった。母は強くて賢かったし、父は偉大な経営者で、家族だけでなく従業員すべてに愛情を注いでいた。

　――わたくしだって、お父様やお母様のように働けるし、従業員を愛せるわ。

　きりりとした表情でヴィクトリアは書類を繰った。昨夜、びっしりと付箋を貼ったページの中でも赤色の印がついた箇所を探す。

「えっとね、リオン。今期の決算が気になっているの。ローズ・ホテルのメインダイニング、食材のコストがかかり過ぎていない？　ホテルの利益がこのせいでだいぶ目減りしているわ」

　ヴィクトリアは、書類に記載された収支決算を細い人差し指で指し示した。

「こんな細かい収支表なのに、本当にヴィクトリア様はしっかりと見ていますね」

　今度は子犬の耳がぴょんと持ち上がったように見えた。リオンの目が尊敬の色に輝く、素直に人を褒め、場の空気をなごませる。番を持つオメガの柔らかな雰囲気は、たしかに羨ましいかもしれない。口の中が少し苦く、喉が詰まる。

「おかしいと思ったらわたくしが言わなきゃ、これがお仕事だもの。あなたはどう思うの？　リオン」

　深呼吸をすると少し楽になった。リオンの意見を求めながら、ヴィクトリアはゆったりと背中を椅子の背に預けた。神経がとがっていると呼吸が乱れる。落ち着こう。

「先々代の時代からローズ・ホテルのメインダイニングは、商工会の重鎮たちが会合をするのに使われています。お父上はそのことを誇りに思い『寄付の一部だと思え』と贅沢な食材を用いたメニューを破格の料金で提供しています。まぁ宣伝にもなるし、その考え方も一理あるとは思いますよ」

　リオンは懐かしそうだ。ヴィクトリアの盾としてこの屋敷に呼ばれ、いつかヴィクトリアの右腕となるように、秘書の修業をしたリオンは、ヴィクトリアの父の経営理念を叩きこまれているうえにアルファの発言に従順だ。

「そうね……お父様は、あのホテルを特別扱いしていたから」

　クラシックな外観と薔薇の庭園を持つローズ・ホテルは、宿泊客だけでなく街の人々の憧れの社交場にもなっている。

「リオン、今日はもういいわ。ジェイミーの経理を手伝ってきて、このあとは自分で改定案をまとめておくわね」

「離れに行かれるんですか？」

「ええ、屋敷にわたくしがいると使用人の仕事が増えてしまうでしょう」

　冗談めかしてヴィクトリアは言った。

「ドライブがてら気分転換にいいと思いますよ、さびしいときには僕を呼んでください」

「ありがとう、ジェイミーによろしくね」

　ぎっしりとスケジュールの書かれた手帳を片付けて、リオンが席を立った。

「さて、出勤だわ」

　ヴィクトリアの愛車は、街の紳士たちの間でも評判の高い幌付きのガソリン車だ。電気で走る車も出回っていたが、大きなエンジンを銀色のフードで包んだ、ちょっといかつい二人乗りの車をヴィクトリアは気に入っている。

　エンジン音はその見かけによらず静かで、ハンドルもさばきやすい。

　濃いブルーと淡い水色を配した車体を撫でてから、ランチボックスを助手席に乗せ、自らは運転席に乗り込む。

　天気の良い日は愛車を駆って「離れ」と呼ばれる執務館へ行くのがヴィクトリアの日課だ。

　裾の長い青いドレスの上に水色のレースのコートを重ねると車とお揃いの色合いになる。ドレスの足元は、アクセルやブレーキを踏みやすいように山羊革の白いドライビングシューズを履いている。

　ガレージを出るとすぐに、朝食をとるガーデンサロンのわき道があり、そのまままっすぐに進むとウッドランド・ガーデンにたどり着く。森の散策を楽しむことを目的としたウッドランド・ガーデンでは、くねくねと曲がる道沿いに、大きなオークの木々が葉を広げて春の日差しを天蓋のように遮っている。ランドカバーと呼ばれる森の下草は、日陰を好む球根花や宿根草、灌木、シダなど、庭師が厳選した植物が植えられている。

　ランブルトン家の庭といえば、背後に構える森と丘までを含む広大な土地で、国中のガーデナーが憧れ、一度でいいからその全貌を見てみたいと熱望する特別な場所だ。

　そして、ここだけがヴィクトリアにとっての安全な世界。

　自分がオメガだと知った十八歳のころから、できるだけ外出しないように暮らしてきた。人生のほとんどの時間をこの敷地の中で過ごしている。

　――あら？

　離れのカーポートに背の高い男性が立っていた。エンジン音に振り向いた姿に、どきんとひとつ心臓が拍を打つ。白いシャツに固い布地のグレーのトラウザー、そのすそを長いブーツの中に仕舞っている。典型的な庭師の服装だが、腰高の体つきのせいなのかすらりと見栄えがする。

　蜜蜂の移動を知らせに来た庭師、チェスター・ウィングだ。ヴィクトリアが車を寄せている間に彼は急いでジャケットを着ると前ボタンを留めた。あいかわらずうつむき加減で、おとなしい性格を感じさせる。

「おはよう。離れになにか？」

　ヴィクトリアの問いに彼がはっと顔を上げた。これがヴィクトリアの第一声になったことは、あとで気がついた。長い前髪で見えにくいが、彼がヴィクトリアの顔から服装までじっと見ているに違いないという気まずさが先に立つ。

「あ……おはようございます。屋根が……屋根の一部が反りあがって風向きによっては飛んでしまいそうなのです」

「え？　たいへん。どこかしら？」

　車の中から見えたチェスターと同じ角度で、ヴィクトリアも屋根を見上げてみた。まぶしくて目を細めると、手で日差しを遮ってくれる。隣に並ぶと彼の背の高さが際立つ。小柄なヴィクトリアの頭ふたつ分ぐらいは身長差があるだろうか、見下ろされると主従関係が逆になったように感じる。

「風見鶏の左手です。もう少し後ろに下がると見えると思います」

　一歩後ずさるヴィクトリアの背中に触れないように、チェスターが手を差し伸べているのがわかる。長いスカートのすそを踏んで転ぶかもしれないという配慮だ。頭の上に手をかざし、背後に手を添えられると彼の長い腕の中に閉じ込められているような気がして、喉がごくんと波打った。深緑の匂いが深くなる。喉元にそっと手をやるとレースの襟の下にチョーカーの感触があって、わずかに安心した。

「あ、あれ？　棒みたいな？」

　どうやら屋根材を留める部品が持ち上がっているらしい。薄くスライスされた煉瓦に太陽光が反射して目を開けているのも眩しい。目元の日差しを手で覆ってくれるチェスターを見上げると、やはり彼はじっとヴィクトリアを見ていた。

「そうです。薄い瓦を乗せた屋根は、このウロコのような配置が美しさの基本です。しっかりと図面を組んで理解し、修理のときにはパズルのように瓦を乗せていかないと、原状の形になりません」

　チェスターの目がヴィクトリアから屋根に移り、真剣に屋根修理について語り始めた。

「ウッドランド・ガーデンに据える小規模な館の造形として、この建物は大きな役目を担っています。屋根瓦の並べ方はけっして変えてはいけませんし、色も……」

　放っておくと彼の蘊蓄は終わりそうもない。

「そう、わかったわ。早めに修理の依頼をしてちょうだい」

　使用人とはいえ、男性とふたりきりで長く話したことがない。特にチェスターと一緒にいると落ち着かない。胸がざわざわと不穏な音を立てるのだ。ヴィクトリアは、くるりと向きを変えて車に戻ろうとした。もし、今日から工事が始まるのならしばらくは屋敷のテラスか自室で仕事をすることになる。

「今夜、天候が荒れます」

　唐突に強い口調で彼の声が聞こえて、車のドアに手をかけたヴィクトリアが振り向いた。

「それで？」

「強い南風に吹き上げられたら、屋根が半分剥がれるでしょう」

　ヴィクトリアはもう一度屋根に目をやった。離れの中には書庫と執務室、昼寝用のベッドルーム、お茶を沸かして休憩できる小さなキッチンとダイニングがある。子どものころは、ままごと遊びに使っていた場所が今ではどこよりもくつろげる場所になっている。

「困るわ、大切な仕事場なのよ」

「承知しています」

　チェスターが、まっすぐにヴィクトリアを見つめる。背中に小さな戦慄が走った。なんなのだろう、この庭師の持つ違和感……。

「以前に一から瓦を並べたことがあります。もし色合いの合う瓦がなければ屋根を全部修理してしまってもいいでしょう。ただ、今夜までに終わらせるには五人ほど職人を回していただけないでしょうか？　大工でなくてもけっこうです」

　ぐっと、近づき見つめながら語りかけられるとのけ反りそうになる。

　――なんて圧が強いのかしら！

「……はい」

「できるだけ早く」

「わかりました。家令に言っておくわ」

「お願いします」

　いつのまにか庭師から家令へとメッセンジャーの役割を与えられて、ヴィクトリアは首をひねった。

　――おかしくない？　これじゃあ、どっちが雇い主かわからないわ。

　車に乗り込もうとすると、チェスターがドアを開けて運転席に座るのを手伝ってくれた。間違ってもドアに挟んでしまったりしないよう、ひざまずいて長いすそを恭しく持ち上げてから静かにドアを閉めようとする姿は、おおよそ女王陛下に仕える下僕と言ってもおかしくない。半分締まりかけたドアを、ぴたりと止めたチェスターは、膝をついたまま動きを止めた。

「？」

　ハンドルに手をかけていたヴィクトリアは、かがみこんだチェスターを怪訝なまなざしで見降ろした。

「リオンさんがヴィクトリア様のお声は桃色のベルベットだとたとえていました。とても上手に表していらっしゃる。私もそう思います。そして青い服を着たあなたはスミレの花影から現れた妖精のようです、とてもいい香りがする」

「……」

　返事に困ったヴィクトリアは、わずかに口の端を持ち上げ、ささやか過ぎる微笑を返したが、上手く笑えなくてヒクリと痙攣のようになってしまった。

「だから私は不思議です。リオンさんはアルファ拒絶型のオメガには見えない。なぜ、あなたのように魅力にあふれたアルファが、リオンさんを番にしないのか？」

　ヴィクトリアの頬から血の気が引いた。

「プライベートなことよ、それは失礼な質問です」

　思わず上ずった声を出したヴィクトリアは、ツンと横を向いた。

「そうですね、申し訳ありません」

　相変わらずヴィクトリアの顔を見つめたまま、チェスターは静かにドアを閉めると、立ち上がって車から離れた。いたたまれなくなったヴィクトリアは、思い切りアクセルを踏んでもと来た道を猛スピードで帰る。

　――失礼だわ。そうよ、番つがうことは肉体的なこと……。あんなに冷静に、ずけずけと聞くなんて。

　チェスターの静かな声を思い出すと、鼓動が速くなる。

　――それにあの視線……あれは？　あの視線は失礼ではないかしら？　わたくしをじっと見つめたりして……スミレの妖精ってどういうこと？

　混乱したまま車を走らせて、まったくドライブを楽しむこともなくヴィクトリアは屋敷に戻った。なぜだかぐったりと疲れていた。

　屋敷でメイドに迎えられて、家令への伝言を頼むとテラスに移動してヴィクトリアは書類を広げた。わざと中途半端に終わらせた前日の残りの仕事は、いつもならすぐに続きに取り掛かれる。今日は挨拶状の締めの言葉とサインを入れたら最初の作業が終わる。いつも行う単純な仕事なのに、どうにも集中できなくてヴィクトリアは空を見上げた。

「……あ、黒い雲が」

　丘の背後に薄黒い雲の固まりが見えた。さっき彼はなんと言っていた？

「今夜、天候が荒れるって……。ガーデナーの勘かしら」

　湿った風がテラスに吹き込んでくる。大切な離れの屋根が急に気になってきた。

「車を出してリオンを呼んできてちょうだい、フットマンも乗せていって」

　経理の仕事にかかっているとしたら、ジェイミーの事務所にいるはずだ。小回りのきくフットマンがいればすぐに迎えてくれるだろう。

　ヴィクトリアの声にメイドが反応し、ほどなくリオン本人が入室した。

「あら？　帰っていなかったの？」

「ちびっ子のフットマンと厨房に遊びに行ったら彼にお呼びがかかって、僕を探しに行くお役目とか？　どうしました？　早速さびしくなっちゃいましたか？」

　最近入った最年少のミッキーはフットマン見習いのページ・ボーイで、リオンはことあるごとに構ってやっている。おおかたお菓子でもご馳走していたのか、リオンの頬っぺたにもクリームがついている。

「ほっぺにクリームがついてる。ますますお腹がぽっこりしちゃうわよ」

「えっ、わわっ、本当だ」

　慌てて壁の鏡を見るふわふわとした金髪の後頭部を見ていると、何をやっても憎めないと、笑いがこみ上げる。

「この前の蜜蜂の庭師、覚えている？」

「ええ、もちろん。チェスターですね。あの人すごいんです、イペメリア大学を出ていていろんな建物の設計をしてきたみたい。ヘイゼルさんがびっくりしていましたよ」

　イペメリア大学といえば、最高学府であり、その設計科なら引く手あまたの逸材だ。

「そうなの？　そんな人がどうして庭師に？」

「そりゃ、造園技術を学びたいからでしょう。ヘイゼルさんは一流の庭師だし、ランブルトン家の庭といったら都市庭園で大陸一の評価を誇っていますから。で、チェスターがなにか？」

　頬のクリームを綺麗に落としたリオンが、首をかしげた。

「嵐が来て離れの屋根が剥がれるから、応援を出して欲しいって直接言われたの」

「ヴィクトリア様に、直接！」

　リオンが目をぱちくりと瞬かせた。庭師が助っ人の手配を主に頼むなど、やはり非常識だ。

「それはいいのよ。合理的だと思うわ、ただ、進捗が気になるの。大事な離れだし……」

　実際、ヴィクトリアも伝言を頼まれたときには混乱したが、こうやってリオンに状況を説明すると、目くじらを立てることではない気がする。

「僕が見てきます。ついでにランチをご一緒していいですか？　今日は黒トリュフのパイ包み焼きがあるんですって」

「ジェイミーのお手伝いはいいの？」

「ランブルトン家で働いている僕は、かっこいいってジェイミーが言うんで……」

　照れながらも嬉しそうなリオンを見ていると、ヴィクトリアも自然と笑顔になる。

「うれしいわ、ジェイミーは優しいわね」

　ヴィクトリアが運転手を呼ぼうとすると、自分で呼びますとリオンが出て行った。何ごとも工程を省いて合理的にというヴィクトリアの行動原理をリオンは熟知している。

　一時間ほどでリオンは戻ってきた。

「どうだった？」

　サンルームにランチの支度をさせ、リオンを待ち構えてヴィクトリアは落ち着かない口調で尋ねた。離れも気になるけれど、チェスターの働きも気になる。

「うーん」

　リオンが首をひねりながらヴィクトリアの椅子を引き、着席をエスコートしてから向かいに腰掛けた。

「ちょっと難航していました。あの新しい庭師のチェスター。グリーンサムを持っているだけじゃなくて、ものすごく知識があるんです。ヘイゼルさんに代わって設計図を描いていたんですけど、複雑なうえに時間のかかる技法をいくつも取り入れていて、今夜の嵐に間に合わないんじゃないかって大工たちが不安がっていました。ヴィクトリア様、お飲み物は？」

「レモン水をお願い」

　説明しながらナプキンを取り上げ、リオンが給仕にレモン水をふたつ頼む。午後からも仕事をするときにはアルコールは禁物だ。

「以前にも瓦を並べたことがあるって言ってたけど」

「そうらしいですね。チェスターってこだわりが強いタイプなのかな？　頭がいいのはわかるけれど、完璧主義っていうか……若干偏執的っていうか……あれだけ仕事ができたらすごいなぁとは思いますけど」

　彼への評価が定まらなくてリオンが言葉を選んでいる。ヴィクトリアにしても同じだ。チェスターは変わっている。目の前の事象に視線がロックオンされて他が見えないような……でも、たしかに興味をそそる。

「優秀なんですけれど、大工たちがついていけてないっていうか、もう少し妥協してくれたらいいんですけどね」

　リオンの言う通り嵐の到来までは時間がない、かといって応急処置のせいで大切な離れの形が変わってしまうのも耐え難い。

「困ったわ。せっかくの能力も使いようを間違えると残念ね」

　オードブルが運ばれてきて、ヴィクトリアは重い銀のフォークを持ち上げた。
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　陽が落ちて、自室の窓に大粒の雨がひとつ、ふたつとぶつかったと思うとすぐに叩きつけるような雨が降り出した。

「降り出しちゃった……」

　気圧の関係なのか夕方から頭痛がひどくなり、夕食もとれないまま横になっていたヴィクトリアは、ベッドから窓の外を見ていた。雨とともに外気が冷えてくるのを感じる。びゅう、と大きく風が吹きつけたあとに、絶え間ない強風が庭園灯に照らされた庭木を揺する。

　部屋の壁に広葉樹の葉陰が映り込んで、風の音とともに邪悪な何かが入り込んでくるような嫌な気持ちが湧きおこる。

　――屋根が剥がれるかもしれません。

　生まじめな声でヴィクトリアを脅したチェスターを思い出すと、頭痛と不快感、そして不安で目が回る。と同時にあのときに嗅いだ新緑の香りに胸が揺さぶられる。

　――お父さま、お母さま、わたくしの大切な離れを守ってください。

　亡き両親の顔を思い浮かべるヴィクトリアの瞳に、じんわり涙の膜が張った。苦しみの中でたったひとりだと感じる。多くの人の中にいるよりも、ひとりでいる方がだんぜん好きなのに、こんな夜は孤独が辛い。

　――とてもいい香りがする。

　別れ際にチェスターが言った言葉を思い出した。庭師だから鼻がいいと彼は言っていた。

「明日の朝いちばんに離れを見に行こう」

　そう決めて、ヴィクトリアはベッドの中で何度目かの寝返りを打った。






　＊＊＊






「嵐のあと、よく晴れたわ」

　目覚めるとカーテンを開けたままだった窓から朝日が射していた。呼び鈴を鳴らすと、ほどなくメイドがやってきた。

「ご気分はいかがですか？」

　昨夕から部屋の立ち入りを禁じて閉じこもっていたヴィクトリアは、ベッドに上体を起こした。

「すっかり良くなったわ。お薬をのむからお湯と紅茶、それから甘いブリオッシュを持ってきてちょうだい。それだけ食べたら離れに行きます。リオンとの朝食ミーティングは中止よ」

　薬は規則正しくのまなくてはいけないけれど、手早く朝食を済ませて早く出かけたい。体調が悪くなる前に……。

「かしこまりました、ヴィクトリア様」

「ありがとう。それからドレスは先週作ったエメラルドグリーンのものにするわ、出しておいてね」

　装飾品についていくつか質問したメイドは、すぐに部屋を出ていった。このあと厨房にいって、次は衣装係のもとへと行くのであろう。もし、ヴィクトリアの体調がいつも万全なら、ひとりでさっさと済ませてしまいたい。

「早くしたくをして、外に行きたいわ」

　オメガ性にはめずらしく、ヴィクトリアはせっかちな性格なのだ。頭痛が再発しないように、そっと寝台を抜け、そろそろと身体を動かす。面倒で仕方がないけれど、焦ってしまっては今日一日を無駄にする。

　日光に少しずつ目と身体を慣らすように、ヴィクトリアはゆっくり窓を開けた。
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　明るい緑色のドレスは、ひじが隠れる程度のふんわりとした袖がついている。春夏のドレスといえば袖なしの上にもう一枚コートドレスをまとうのが通例だが、二枚重ねるスタイルが面倒だというヴィクトリアのリクエストをもとに身体に沿うワンピースができあがった。襟は東の国の民族衣装のように喉が隠れて、布でできた玉をボタンにする。生地一面にごく小さな白い花の刺繍が施されているので、アクセサリーも最小限で済む。

「このドレス、動きやすくていいわ」

　ドレス丈がやや短くて、足首が見えるのもいい。運転をする足さばきが楽だ。高い位置でひとつに結んだ銀色の髪は毛先を巻かなかったので、風になびいてサラサラと揺れる。

　ヴィクトリアは車に乗り込むと急く気持ちを抑えながら、離れへと向かっていた。

　――いた！

　車のウインドウ越しに彼の姿を見つけた。屋根の上だ。

　――ひとり……だけ？

　屋根の点検をしていたのか、不安定な場所に立って彼はヴィクトリアの車に目をやっていた。遠いところから視線が投げられているのがわかる。屋根はすっかり元通りになった、というよりもひときわ色合いが鮮やかになり、雨に洗われて瑞々しい光を放っていた。

　ヴィクトリアが車を停めると、チェスターがはしごを使って降りてきた。

「あ……あなた、びしょ濡れじゃない。昨夜、帰っていないの？」

　彼の全身はくまなく濡れて、黒髪から雫がしたたり、シャツも肌に貼りついている。

「どうしても屋根修理を終わらせたくて……すみません、こんな格好で」

　軒下に置いてあったジャケットをつかんで袖を通す姿にあきれて、ヴィクトリアは目を瞬かせた。

「ずいぶん難しい指示を出していたってリオンに聞いたわ。大工たちは先に帰ってしまったの？　帆布をかけてあなたも帰ればよかったんじゃなくて？」

　屋根が壊れたら困ると言ったのは確かにヴィクトリアだったが、嵐の中、徹夜で葺き替えろと命令したつもりはない。使用人に過重労働をさせないというのはランブルトン家のポリシーであり、ヴィクトリアも父の教えを遵守している。

「修理を急いだので、私の説明がうまく伝わらなかったみたいで……皆さん、帰ってしまいました。気をつけているのですが、ときどきこうなってしまいます。離れの周辺は高木と低木の差をうまく使ったシンプルな立体庭園になっているので、この離れの屋根は光をはじく素材がもっとも適しています。南側の瓦を渦巻き状に配置しているのは素晴らしい美観ですが、あとほんのこぶしふたつ位置を上げると下から見上げた時に見やすくなるのと、色味をブナの葉に合わせて……」

　――なにこの立て板に水！　悪いけど、ちょっと気味が悪い。

　熱心に語り始めると彼の講釈が終わらないのは昨日学んだ。

「ありがとう。確認します」

　説明を止めさせると、ヴィクトリアは屋根を見上げながら建物の周りを歩き始めた。

「足元が……あの……手を」

　チェスターがすっと差し出した手に、ヴィクトリアは首を横に振った。

「大丈夫よ、あなたが先に行って」

　冷たい言葉にチェスターは濡れた前髪をかき上げ「はい」と答えた。

　――え？

　常に前髪で隠れていた彼の容貌が現れて、ヴィクトリアは意外な気持ちがした。すっきりと上がった濃い眉と、切れ長で黒目のはっきりとした瞳、目元から鼻筋のラインが優美で、男らしくがっしりとした顎の稜線とのバランスがとてもいい。

　これで喋る内容がまともだったら、さぞかし女性にモテることだろう。

　離れを一周している間もチェスターは、しきりに建造物と庭木について語り、ヴィクトリアは相槌を打つのもやめて、ただ彼の話を聞いていた。

「この場所が素晴らしいのは、ヴィクトリア様の憩いの場であること、そして木々の緑と生命力よりも輝き美しいのはヴィクトリア様の存在です」

　いつの間にかチェスターの蘊蓄が、ヴィクトリアへの礼賛へと変わって、ヴィクトリアの背中の産毛が一斉に逆立った。

　――ぬけぬけと、そんなことを！

　もっさりとした前髪で顔を隠している間は、庭マニアを極めた変り者程度にとらえていたけれど、彼の美しい顔を見てしまってから、ヴィクトリアは警戒し始めていた。もしかしたらすべて彼の張った罠なのかもしれない。庭師や運転手と女主人とのスキャンダルは、ときおり面白おかしくタブロイド紙の記事になる。

　眉根を寄せると、怒った表情になりそうでヴィクトリアの頬がひきつった。ヴィクトリアは使用人に苛立ちを見せたことがない。どこかに自分はごく少数にあたるオメガだという引け目があるからかもしれない。そうは思いたくないが、実際に街中ではオメガだとわかると就職さえ難しい。ヴィクトリアはたまたま富豪の親元に生まれただけで、屋敷で働いているベータの使用人と違って、ずっと少数派で不安定な立場なのだ。

　への字に曲がった口角を無理に引き上げて、ヴィクトリアは微笑みを作ってみせた。

「屋根はよくできています。御苦労さま、今日はもう帰って休んでいいわ」

「いえ、私は」

　チェスターがなにか言おうとしたが、ヴィクトリアは離れのドアを開けた。

「わたくしは夜勤のあとに日勤などさせません。風邪をひかないように、それじゃ」

　ドアを閉め際にチェスターの顔を見ると「はい」と従順にうなずいている。かすかに呆けたような表情を浮かべる彼の前でパタンとドアを閉めた。

　――ちょっと冷たかったかしら？

　自分のとった態度がこれでよかったのかヴィクトリアは自問した。

　ヴィクトリアのために徹夜で危険な仕事をやり遂げた庭師、ヴィクトリアの姿を見るたびにぞっとするほど褒めたたえ、統率力がなくて人を使えない。でも、驚くほど優美な顔をしていて、おとなしい。

「わからない……変なベータだわ」

　執務机に座って窓から外を見ると、たしかに彼の言ったとおり、ブナの葉の色は新しい屋根瓦とそっくりだった。
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　ランブルトン家の背後に構える森の伐採をするべく、チェスターは荷台つきの自動車を走らせていた。

　自動車道路は、ウッドランド・ガーデンまでは湾曲しているが、途中からまっすぐに森へと向かう。幌のない運転席には強い日差しが容赦なく当たる。庭師の仕事は肉体労働だが、この仕事を選んで良かったとチェスターは心から幸せをかみしめていた。

　――ヴィクトリア様！　あの方の姿を見るとひざまずきたくなる。本当にあの方は私と同じ人間なのか？　そんなはずはない、常に透明な存在感はどうだ？　銀色の髪に縁どられた美貌は、神が長い夏休みに執拗にこだわった末の造形の傑作だ。ベルベットの声はなんともいえずに甘いのに、発する言葉はピリリとスパイスが効いている。大きな車を駆って、緑の道を走ってくる姿を見るときに、私の心臓は見えない手に絞り上げられる。

　そこまで考えてチェスターは胸を押さえた。慕わしさで呼吸が止まりそうになってしまった。ランブルトン家に奉職したのは、立体庭園を含むランブルトン家の庭に惹かれたからだ。庭師なら誰でも憧れる麗しの庭に、輝くばかりに美しい人がいるとは予想外だった。職についた一週間後に、幸運にもチェスターはその人を見ることができた。

　彼女の秘書でオメガ男性のリオンに蜂の移動を知らせる際に、ヴィクトリアは隠されるように彼の背後にいた。岩場の白百合。頭に浮かんだのは厳しい場所に咲く豪華な花の姿だった。

　気圧がぐっと下がったように感じた。身体からぐにゃりと力が抜けて、踏ん張っていないと彼女の足元に転がって、靴にキスでもしかねなかった。なんとか理性を保って彼女が白百合のようだということだけは伝えることができた。彼女は黙っていた。次に彼女に会ったのは、仕事場にしているという離れの前だった。

　初めて言葉を交わした。

　心臓がふわっと浮き上がって、放っておくと空のかなたに飛んで行ってしまいそうになった。桃色のベルベット、そんな表現では足りない。甘い声、毅然とした表情、無駄のない言葉選び、この人は美しいだけでない。賢く、利発で、リーダーとしての能力に長けている。それになんといっても上品だ。一歩踏み出すだけの足の動きに音楽が聴こえる。

　――こんな気持ちになるなんて……。

　初恋だった。

　チェスターの心に決定的な一撃を放ったのは、ヴィクトリアの「風邪をひかないように」と優しくかけてくれたあとの「それじゃ」という、突き放すような別れの言葉だった。

　女王様だと思った。この庭に君臨する気高き女王。

　奇跡の美女の離宮を守るという大役が自分にある幸運。心を躍らせながら大工たちに修理の手はずを説明したが、どうにも理解してもらえず、ならばとすべてひとりでやった。そのほうが断然よかった。嵐の中での屋根工事は危ない場面も何度かあったが、そんなことは問題ではなかった。色味を完璧に合わせて、美貌のヴィクトリア様にふさわしい屋根を造る。できることなら誰にも手伝わせたくないとさえ思った。

　鼻歌がこみあげてきて、チェスターはふふっと笑った。

　――あれは？

　チェスターの目に唐突に女神の姿が映った。

　プラチナブロンドの髪をアップにして、白い袖なしのワンピースに金色のサッシュベルト。肩に金の刺繍がされた白いショールをかけたヴィクトリアが、フラットガーデンの中央に立って日光を浴びている。見ると、道路の端にヴィクトリアの車が停まっている。

　日光浴にでも足を延ばしたのだろう。ヴィクトリアの好みなのか、襟は高いものを常に着ているが、肩や腕は気にせずに出している。露出した腕の肌のきめ細やかさ、馨かぐわしさに失礼だとわかっていても目が釘付けになってしまう。

　――あの姿は、何の花にたとえたらいい？　どんな花よりも美しいのに。

　うっとりと見ほれながら、ヴィクトリアの車の横を通り過ぎようとして、チェスターは森から動いて来る車と見まごう巨大な影に気がついた。

　――まさか、鹿？

　まだ遠い。それでも腰高で筋肉質な姿は確認できた。牡のヘラジカだ。大きな音でブレーキを踏み、クラクションを鳴らす。音に敏感な鹿はこれだけで引き返すはずだ。その音にヴィクトリアが振り向いてチェスターと目が合った。

　緑色の大きな瞳が、驚きに見開かれている。

　――ああ、どんなときもなんて美しいんだろう。

　感動と呼べる衝撃がチェスターの胸を揺らしたが、それどころではない事態に陥っていることも同時に察知した。牡鹿は一向に逃げる様子を見せない、それどころか大好物の獲物に一直線に向かう動きでどんどん近づいてくる。

「あの鹿め、ヴィクトリア様を目指している」

　巨大な角を揺らす牡鹿は、丘にこだまするクラクションなど聞く耳を持たない。チェスターの視線で遠くの牡鹿に気づいたヴィクトリアが「きゃあぁっ」と悲鳴を上げた。

「ヴィクトリア様、すぐに私が！」

「助けてっ」

　ヴィクトリアの蒼白な顔、か細い声。

　――すぐに助けます、驚かないで、怖がらないでください。

　女主人の怯えた様子が、チェスターの胸を詰まらせていた。

　腰の革ベルトには、森で鹿に遭遇した時のための大型ナイフが提げられている。春になるとタヌキやイタチ、大型の鹿が背後の山から森を抜けて敷地に入ってくることがまれにある。伐採の際には用心のために腰にナイフと縄を持つのが庭師の装備だ。

　地を蹴り、渾身の力を込めて駆ける。肉体は常に鍛練してあるし、子どものころから俊足が自慢だ。さらに今はヴィクトリアを助けんと肉体が暴発しそうなほど力がたぎっている。

　興奮し血走った眼の牡鹿に微塵の恐怖も感じない。チェスターは、牡鹿の真正面から向かっていくと、ナイフを取り出して角の根元に押し当てた。肉をえぐる手ごたえがする。

「ヒュゥウウウウ！」

　甲高い声を上げて、いったん倒れた牡鹿がすぐに態勢を立て直して、しつこくヴィクトリアへと向かおうとしていた。

「いやっ」

　チェスターの登場に、一瞬、安堵の表情を見せたヴィクトリアが短い悲鳴を上げた。恐怖に満ちたヴィクトリアの声。

　チェスターの腹の底から、とほうもない怒りが湧きおこった。女神と崇める美しいヴィクトリアを動物が卑しい本能のまま、襲おうとしている。チェスターの阻止などものともせずに無遠慮にヴィクトリアを見る獣の目にはらわたが煮えくり返る思いだった。

「畏れ多い、ヴィクトリア様に動物ふぜいが近寄るな！」

　チェスターが唸るような声で牡鹿に一喝すると、牡鹿の視線がやっとチェスターに向いた。真っ赤な牡鹿の目が、チェスターの視線と火花を散らしたときに、怒りの業火がチェスターを支配した。

　ドドドドッと重量のある足音を立てて、牡鹿がチェスターに飛びつき、腕に噛みついた。ひじから鮮血がしぶき、背後でヴィクトリアが足の力をなくして草原に倒れた。

　痛みは感じなかった。ヴィクトリアが恐れている。興奮した牡鹿がヴィクトリアを狙っている、それへの怒りだけがチェスターの身体の奥からマグマのように噴き出していた。

「うおぉおおおおっ」

　左右に張った牡鹿の角を両手でつかむと、ぐいっと捻って地面に体を叩きつける。跳ね返す力は大きいがチェスターは許さなかった。牡鹿の頭を地面に押さえつけたまま、地面に転がったナイフを片手で拾って急所を探して押し当てる。首、胸、腹、どこだ？　どこが一番効き目がある？

　心臓の上を狙ってナイフを突き立てると、二度、三度と牡鹿は痙攣し、そのまま絶命した。

　――やった！

　チェスターは腰から縄を手繰り出すと、鹿の手足をしっかりと結び合わせた。

「ヴィクトリア様、もう大丈夫です」

　肩で息をしながらヴィクトリアを振り返ると、麗人は小さく首を振りながら涙を流していた。

　――怖がらせてしまった、もっと手早く鹿の始末ができていれば……。

「手間取ってしまって、申し訳ありませんでした」

　ひじを伝って血が流れるまま、チェスターは非を詫びた。この庭の中でヴィクトリアを危険な目に遭わせるなど庭師として手落ちが過ぎる。害獣の駆除を怠ったことも悔やまれてならない。

「……血が……それに……野生の動物に狙われるなんて……わたくし……」

　麗しい緑色の瞳から、涙がぽたぽたと零れ落ちた。

　――なんて美しい。

　か細い声は、胸が締めつけられるほどに愛らしく、全力を振り絞ってでも守りたいとチェスターの身体がぞわりと震えた。庇護欲という感情だろうか？　ヴィクトリアの大切な離れを倒壊から守りたいという遠回しな気持ちよりも、ずっとストレートにこの女神のような女性を守りたいとチェスターは願っていた。

「あなたはこの庭に咲くどの花よりも美しいから、動物も血迷ってしまったのでしょう。今日は私の参上が遅れてしまいましたが、もうこんなことはありません。私がこの山のすべての害獣を駆除します。平和で美しい、この庭の秩序は必ず守ります」

　力強いチェスターの言葉に、ヴィクトリアはぽかんという表情で返した。

「あなたって……変わっているわ」

「それは、ヴィクトリア様の前に出れば誰でも少しは変になります」

　言葉に詰まったように黙ってチェスターを見ていたヴィクトリアは、突然ウエストのサッシュベルトを外した。

「腕を出して、見せなさい」

「……いえ、血が出ているので」

「血が出ているからよっ」

　ヴィクトリアの手がチェスターの腕をつかむと、シャツの袖をめくり上げる。

「あっ」

　牡鹿の上あごには歯がなく、下あごの歯と歯肉で噛んだものをすり潰す。チェスターの腕のひじ下には、赤いうっ血と裂傷があった。

「こんな傷をお見せして……」

　隠そうとするチェスターの傷口に、ヴィクトリアはサッシュベルトを巻き付けて止血した。ヴィクトリアを飾る繊細な衣装の一部が汚れることを、しきりに気にするチェスターをヴィクトリアは恨めし気に睨んだ。

「いいこと、あなたはわたくしの命の恩人なのよ。お礼を言うわ、ありがとう」

「ヴィクトリア様……」

「わたくしの車に乗って、お医者様を呼びましょう。野生動物に噛まれたら検査をしないと」

「……はい、ヴィクトリア様」

　おとなしくチェスターは助手席に乗り込んだ。もちろん、血がヴィクトリアの車を汚さないように、充分に注意した。屋敷の前で迎えに出たリオンが車内を覗き込んで、血まみれの腕のチェスターに驚く。

「チェスターどうしちゃったの？　その血！」

「大きな鹿に噛まれたの、お医者様を呼んでちょうだい」

　ウインドウを降ろしたドアから顔を出してヴィクトリアがチェスターに代わって答えた。気丈な声の語尾が震えている。

　――あぁ、ヴィクトリア様。私のためにもう泣かないでください。

「鹿？　そりゃ大変だ。ミッキー、おーいミッキー、執事さんを探して呼んできて」

　リオンが大声で誰かを呼んだ。

　リオンの声を聞きつけて出てきた少年は、ミッキーというらしい。丸い頬に半ズボン、年齢と服装からページ・ボーイのようだ。

「はい、リオンさん」

　ミッキーが耳まで真っ赤にして、リオンの指示に従う。ふわふわと柔らかい金髪の美青年に名前を呼ばれて、緊張と責任感で少年の足がもつれそうだ。

「いい子だ、転ぶなよ」

「はいっ、リオンさん」

　このリオンというオメガ男性は、人との距離がとても近い。初めて会ったときに、すぐに握手を求められたし、屋根の工事中も園丁長のヘイゼル老人とまるで祖父と孫のように語らい、集まってきた大工たちとも談笑していた。可愛らしくて素直、つまりオメガ性の良いところをいくつも持ち合わせた人物なのだと思う。ふたつみっつ年下のようだが、もっと子どもっぽく感じる。

　チェスターがぼんやりとリオンについて考えている間に、屋敷の中から執事と数人のフットマンが速足でやってきた。リオンが指示を出す。

「医者に診せるんだ、チェスターを屋敷の中に！　ヴィクトリア様にはお怪我はありませんか？」

　――そうだ、私のことよりヴィクトリア様のお世話をしてくれなくてはいけない。それが腹心の秘書の大切な役目だ。

　片手でドアを閉めて、ヴィクトリアのエスコートをしようとチェスターが車の後ろから回って行くと、すでにヴィクトリアは車を降りてリオンになにやら耳打ちをしている。

　ヴィクトリアの言葉にリオンの顔色が変わった。

　――何をおっしゃったのだろう？

　チェスターの胸の奥がずきんと痛んだ。生まれてこのかたこんな気持ちを感じたことがない。危険な目に遭って泣いたヴィクトリアは、リオンの横で安堵しきっているように見える。

「あの……」

　もっと話し掛けたいとチェスターが歩み寄ったところを、両脇からフットマンたちに抱えられた。

「大丈夫です……こんな傷、明日には治る」

「そんなはずありません。わたくしのために怪我をしたのよ、あなたの傷はランブルトン家が責任を持って治療します」

　――責任など、追及しない。

「ヴィクトリア様のためならなんでもします、あなた様はこの庭を生き生きとさせる太陽、太陽にわずかな傷でも負わせたら、その加護を享受する私たちの生命まで脅かされます」

　執事にフットマン、リオンも意味不明だという表情でチェスターを見る。肝心のヴィクトリアは、すっと顔を背けていったいどんな反応をしているのかチェスターには伺い知れなかった。

















４．告白と手の上のキス












　――なぜ？　なぜあの庭師はわたくしがオメガではないかと疑わないの？

　チェスターが初めて姿を現した日、彼はリオンのオメガフェロモンが蜂を引き付けてしまうと心配していた。今日のあの牡鹿は、明らかにヴィクトリアの発した誘惑香に本能をかき立てられて突進してきた。もし、あのまま牡鹿に襲われたら……ヴィクトリアは首元に噛みつかれて無残な死を遂げていたことだろう。

　――ああっ、いやだっ！

　考えないように努めても、牡鹿の真っ赤な目を思い出して失神してしまいそうになる。屋敷までなんとか車を運転し、リオンに誘惑香のせいだと報告すると少し気持ちを立て直せた。責任を持って治療すると声を掛けられたのは、あの状況では上出来だったとヴィクトリアは思う。

　――それなのに、あの人の返答の的外れだったこと！

　チェスターは、ヴィクトリアをオメガかと疑うどころか、使用人たちの前で、信仰者めいたポエムを吟じてみせた。

　整った顔立ちで、力が強く、勇気があって頭も切れる。チェスターは有望な庭師なのだろうが、どうにも思考回路のネジが外れているところがある。

　――あんなふうに、わたくしを真っ直ぐに見るなんて……。

　あれで従順な使用人のつもりだとしたら、不遜が過ぎる。

　夕刻になり、いつもの頭痛が始まった。軽い夕食を部屋に運ばせ、痛み止めをのみ、早々にベッドに入る。薬の効きを待っていると、今度は悶々とチェスターについて考えてしまう。

　――眠れないわ。

　痛むこめかみを押さえながらベッドから起き上がり、続きの間になっている書斎に入る。ランブルトン家のすべての記録がこの部屋にある。

　ランプをつけて端から書庫を探すと、従業員の履歴書をつづったファイルの最新版を引き出した。

「あった。チェスター・ウィング」

　チェスターの提出した書類をめくると、前の職場である田園地帯の貴族家から推薦状を貰っていた。推薦元がしっかりしているため、本人の情報はごくわずかだ。ヴィクトリアより二歳年上で、オールドタウンで暮らしているらしい。

　ランブルトン家に奉職を希望する理由は「立体庭園を学びたい」と、されていた。

「オールドタウンのリバーサイド、二十五番地」

　今度は街の地図を広げて指でたどってみると、屋敷からそう遠くない。

「引っ越してきて、ひとり暮らしなのかしら」

　妻帯者なのかは記載がない。でも、あれほど熱心にヴィクトリアへの敬愛を語る男に妻がいるなどとは考えにくい。

「……別に、あの人は仕事熱心なだけで、わたくしに恋心を持っているわけじゃないわ」

　そこまで考えて、ヴィクトリアの呼吸が苦しくなった。ずん、とアームチェアに座り込んで大きく息を吸う。

　――なにを考えているの？　仕事に男性は必要ないし、ベータの男の人となんてかかわりを持つだけ無駄だわ。

　わかっている。この体調の悪さを解消したいのならばアルファ男性と番つがいになるしかない。それが嫌ならば薬でなんとかしのいで生きていくしかないのだ。

「寝ましょう」

　気が進まないけれど睡眠薬をのんで、ヴィクトリアは再びベッドに入った。何時間も経って、やっとついた眠りの中で巨大な怪物に襲われる夢を見た。そこでもチェスターが助けに来てくれたけれど、ヴィクトリアも彼もあまりに小さくて、怪物の指先で擦りつぶされてしまった。朝、目が覚めて、ヴィクトリアは絶望に涙を流していた。
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　初夏の庭を車で駆けるとき、ヴィクトリアの閉ざされた胸はのびのびと広がる。ウッドランド・ガーデンの先、さんさんと日の当たるいくつかの場所にジャスミンが白い花を咲かせ始めている。

「昨夜、咲いたのかしら……いい匂い」

　スピードを落として窓を開け、甘い花の香りを楽しむひとときに幸せを感じる。屋敷の外に出られなくても、ドライブをして四季の花を愛でることができたら、それでいい。

　昨夜の恐ろしい夢のことは忘れようと、離れへとスピードを上げる。

「え？」

　思いがけない人の姿に、ヴィクトリアは急ブレーキを踏んだ。

「……チェスター」

　彼の名を呼んだのは初めてかもしれない、車から飛び降りるヴィクトリアにチェスターは腰を落として朝の挨拶をした。腕まくりをしたその左手には、しっかりと包帯が巻かれている。

「しばらく仕事に出る必要はありません。傷が治るまで休みなさい。ヘイゼルもそう言っていなかった？」

　医者からは、感染症の心配はないけれど左腕を五針縫ったと聞かされている。

「休むようにとは言われましたが、そろそろ最初のジャスミンの花が開くだろうと思って見に来ました。思いのほか花殻もあったので、ヴィクトリア様の窓から見えるところを綺麗にしておきます」

　見ると、籠いっぱいの花殻が摘まれている。丁寧に手入れのされたジャスミンの茂みは、生き生きとした緑色の葉と白い花が爽やかだ。

「名前を呼んでいただいて、光栄です。ヴィクトリア様」

　静かにチェスターが言った。

「あなた…………あなたはわたくしが、好きなの？」

　混乱する頭でヴィクトリアは尋ねた。獣からヴィクトリアを守って大怪我をしているのに、ヴィクトリアの部屋から見えるジャスミンを早朝から繕って鮮やかに仕立てる男。力があり、従順さもあるのだろうが、わからない。この男がわからない。

　チェスターの黒い瞳が、長い前髪の間からヴィクトリアへひたと向けられた。

「好きです」

　まっすぐな言葉にヴィクトリアの喉がひくと鳴った。

「私がこの先死ぬまで、あなただけが好きです。この庭とヴィクトリア様を一生守れたらいいと思っています」

　真摯な告白は嘘偽りない。だが、その意図がヴィクトリアには掴めない。

　――恋？　それとも忠誠？

「左手を出して」

　ヴィクトリアの命令にチェスターはおとなしく従って、包帯の巻かれた手を差し出した。

「……」

　ヴィクトリアの手が、そっと包帯の上に置かれる。

「チェスター、あなたは勇敢な人だわ」

　ぐっと顔を上げたチェスターの黒い瞳に、いつにない光が灯る。そのままチェスターはヴィクトリアの手を持ち上げて、手の甲にキスをした。

「もちろん、私は忠実で勇敢なあなたのしもべです。いつまでも」

　夏の風が吹いてジャスミンの香りがふたりをつつむ。目がくらむような幸福感がヴィクトリアを満たしていた。
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　――この人は、使用人でもベータでも肉欲にみなぎったアルファでもない。

　純粋に、ただひとりの人間としてヴィクトリアを神のように崇拝し、どんなときでも守りたいと願っている。

　身体の芯から力が抜ける感覚だった。緊張する必要はない。怖がることもない。弱いところを見せても、チェスターはそこにつけこんだりは決してしないだろう。

「今年初めてのジャスミンの花で、紅茶を淹れたいわ」

　他愛ないわがままが、するんと口からこぼれ出た。

「あ……」

　言ってしまってから口をつぐむ。

　お茶は専門の茶師がいる。庭師の仕事ではない、それに彼は怪我人だ。

「では、花の根元にある苞ほうは外しておきましょう」

　間髪入れずに、チェスターが籠の中に混ざる緑色の葉を指で摘まみ出す。ヴィクトリアの希望があるのなら彼はなんでもするつもりなのが、反応の速さにうかがえる。

「できるの？　もし……良かったらブレンドをお願いできない？」

　庭のジャスミンで作ったお茶は、出来上がったものを飲むばかりで工程は知らない。作り方も教えて欲しいと続けようかためらうと、チェスターの方から口を開いた。

「私でよければ配合させていただきます、出来上がったら離れにお持ちしていいですか？」

「そ、そうね」

　がっかりする自分に驚いた。お茶を名目にもう少し一緒にいたかった。

「急いで作ってきます」

「あっ、待って。今日はお休みよ、庭仕事はしないこと」

「かしこまりました」

　いかにも大切な使命を抱えているように、チェスターは速足でその場を去ってしまった。

「離れで一緒にやりましょうって、言えば良かったのかしら……」

　浮き立つ心が、しゅんと鎮まり、ヴィクトリアは離れのドアを開けた。

「あら、開けやすい」

　古くなったドアの蝶番がここのところ軋んでいたのだが、軽く開く。見ると外側から金具にオイルが差してある。早朝にチェスターが修理したのだろう。ふたたびヴィクトリアの胸にしみじみとした満足感が満ちる。常に大切に思われ、心を砕き、先回りして自分の安全や快適さを考えてくれる人がいる。チェスターの心づかいは仕事の範疇を超えていて、それがヴィクトリアにはなんともいえずに嬉しかった。

















５．天気雨と虹












　――午前中にヴィクトリア様はお茶を飲むに違いない。初めてランブルトン家でヴィクトリア様を見た日。あの人はリオンさんとお茶を飲んでいた。あれはまだ日が昇りきらない時間だった。

　庭師の作業場にジャスミンの花びらを持ち込むと、チェスターは茶葉とのブレンドを始めた。以前、半々に分量を合わせたときはジャスミンの香りが強かった。繊細なヴィクトリアには強い香りを控えるほうがいいだろう。慎重に計量し七対三の割合で茶葉を多めにする配合がベストだと結果を出すと、チェスターは早朝に積んだチェリーとともに離れに急いだ。

　好きだと告白した。ヴィクトリアの手にキスもした。

　――この庭のある家で、一生を過ごせるならば、なんと幸せだろう。

　誇り高いアルファであるヴィクトリアが、これ以上チェスターを受け入れるとは思えないが、なぜだかわからない。彼女を慕ってしまう心が止められない。

　――慕う……？　なぜだろう守りたくなる。美しさの中に危ういほどの儚さが秘められているからだろうか？

　きっと自分以外の誰にもヴィクトリアの儚さなど気づくものはいないだろう、それほどヴィクトリアは、いつも凛としていて、立ち姿にも威厳がある。

　――威厳？　いや違う、凛と背筋の伸びたグラジオラスを思わせる。いくつもの花が寄せ合って豪奢だけれど、ひとつひとつは可憐で花びらも薄い。

　胸がぎゅっと絞られて、呼吸困難に陥りそうだ。愛おしさでこんなにも胸が苦しくなるなんて、これまでの人生ではついぞ感じたことがなかった。

　離れについてノックをすると、ヴィクトリアがすぐにドアを開けた。そうそう、このドアの動きが悪かったのも改善されている、良かった。

「お待たせしました、できました。熱い湯で一分漬けおいてから飲んでください。それから東の果樹園のチェリーです。食べごろなので……どうぞ」

　瓶に詰めたジャスミン茶とみごとに赤いチェリーをチェスターが差し出した。

「……ありがとう。ドアも直してくれたのね、お茶を淹れてくれないかしら？」

　その日、ヴィクトリアは何度もジャスミン茶を淹れさせ、自分のそばにチェスターを置いた。

　――これは……私を外で働かせないためだ。

　女神の監視に痺れるような幸福を感じながら、チェスターは過ごした。
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　季節は夏へと加速していった。

　ランブルトン家の庭は、妖艶な花たちの競演に沸き立っていた。年中欠かすことのないダリアはその色を濃くして、恋愛の予言に花びらを使われるオックスアイ・デイジーは大輪に、一生に一度しか花を咲かせないというビー・オーキッドが奇跡の群生を見せ、ラベンダーが紫の絨毯を敷き詰める。

　薔薇園では、ふんわりと柔らかなピンク色の薔薇から黒に近いほどの深紅の薔薇が、グラデーションを成して咲き誇っている。

　明け方に摘んだ花のブーケをヴィクトリアの離れに届けるのがチェスターの日課となっていた。

　――今日は薔薇にしよう。

　茎のトゲを丁寧に折り取って、ヴィクトリアの手に傷ひとつつけないよう細心の注意を払ってブーケを作る。毎日持って行くのは迷惑ではないかとときおり不安に思うが、渡すたびにヴィクトリアは幸せそうに微笑んで受け取ってくれる。

　今朝の薔薇のブーケにヴィクトリアは目を丸くした。

「薔薇園は、もうこんなに薔薇が満開なの？　見たいわ」

「今月は薔薇園につきっきりでお世話をしています。お供させていただけますか？」

　まだ鹿の駆除が完全ではない。そんな言い訳をして、山に近い区域にはチェスターがついていく。

「お願い、それなら安心よ」

　離れの壁から、帽子を取ってヴィクトリアが外へ出てきた。オーガンジーでできた、つば広の帽子は、ピンク色の薄布が幾重にも重なって、花びらのような優雅さだ。

　襟元がレースで覆われたワンピースも、身ごろにオーガンジーを重ねていて雰囲気が似ている。帽子のつばから銀色に光る髪が流れ落ちて、チェスターは眩しくて直視できない。

「必ずお守りいたします」

　ひれ伏したい気持ちでチェスターは誓った。

　大げさな言葉に、ヴィクトリアはかすかに微笑み、それっきり無言で薔薇園へと向かう。

　――君を夏の日にたとえようか。いや、君の方がずっと美しく、おだやかだ。

　ソネットの一節が、新たな感動とともにチェスターの胸を打つ。この夏は、まぎれもなくチェスターの生涯一、色鮮やかで美しい夏になった。

　――なぜなら、あなたがここにいるから。

　吹く風に帽子のリボンをなびかせながら、ヴィクトリアは楽しげに歩いている。

「わたくしね……」

　ひょいと、ヴィクトリアがチェスターに顔を向けて、その顔立ちの愛らしさと声の柔らかさにチェスターの胸がつぶれそうに震える。

「はい」

「ひんぱんに体調を崩していたの。呼吸をするのが下手で、息苦しくなって頭痛がするのよ。でも、ここのところ調子がいいの。仕事の合間にお散歩ができるようになったのは二年ぶりよ」

「それは……なんと、おいたわしい」

　美しく聡明で幸せなヴィクトリア・ランブルトン嬢。二年前に両親を事故で亡くしてからもホテル業を順調に切り盛りしていると聞いている。広大な屋敷、麗しい庭、親から受け継いだ老舗ホテル。満ち足りた生活を送っていて当たり前だと思っていた。しかし、そうか……まったくそうとは限らない。常識とは、ひとりよがりな偏見の蒐集コレクションだ。色眼鏡の想像が現実だと思い込んでいた自分が呪わしい。

　親を亡くし懸命に働いている健気な女性社長。そんなヴィクトリアが虚弱な身体に鞭打っているという。それが紛れもない現実だ。

　――悩みを私に打ち明けてくれた。

　ますますヴィクトリアへの思慕が膨れ上がり、身体の芯が震えるほどの喜びを感じる。

「あぁ、今年も会えたわね」

　ヴィクトリアが入口に咲くラ・レーヌ・ヴィクトリアに近づく、丸いカップ咲きの大きな薔薇だ、ライラックピンクの色が特徴的で花の女王である薔薇の中でも完璧だとチェスターは常々思っている。

　――あぁ、無言で歩いているうちに薔薇園についてしまった。

　ヴィクトリアへの敬愛と、なのに彼女が内に秘めた悲しみを汲み取れなかった自責の念と、さらには秘密を共有できる喜びに時を忘れてしまっていたらしい。もっと一緒に歩きながら話せば良かったと後悔したが、もとよりチェスターは饒舌な方ではないし、気の利いたことは言えそうもない。

「わたくしの名前は、この薔薇にちなんでいるの」

　甘い芳香を楽しみながらヴィクトリアが言った。

　夢見るような声、チェスターはうっとりと聞いていた。

「まさにヴィクトリア様にぴったりな薔薇です」

　明日の朝はこの薔薇でブーケを作ろうと決意しながら、チェスターはヴィクトリアに羽虫が寄って来ないか警戒していた。蜂などもってのほかだが、小さな虫でもヴィクトリアの肌の上に乗ることを許せない。

　ワイルドローズ、オールドローズ、モダンローズと奥に進むほど改良された薔薇が植えられている。

「この庭の構造を、最初に考えた庭師は天才です」

　チェスターは、ほれぼれと貴重な品種の薔薇を眺めた。

「一般の方々にも公開していた時期もあるけれど、今はわたくしのせいですっかり秘密の花園だわ」

「ヴィクトリア様の？」

　思わず問い返すと、ヴィクトリアが首を振った。

「なんでもないの」

　言いたくないのなら深くは聞かずにおこう。そう思ったとき、ポツッと水滴がチェスターの頬に当たった。

「……雨が？」

　真っ青な空に白い雲の固まりが移動している。太陽はさんさんと地上を照らす。

　急いでジャケットを脱いだチェスターが、そのジャケットでヴィクトリアの美しい帽子ごと雨をよけたとたんに、ザァァーと強い雨が降り始めた。

「ガゼボへ」

　ヴィクトリアが濡れないように気をつけながら、薔薇園の中央にあるガゼボへと急ぐ。

「こんなに晴れているのに雨？」

　驚くとますます可愛らしくなる、明るい銀金の髪が少し濡れてしまった。繊細な帽子のつばから螺旋を描いてセットされていた髪が、今は少女のように真っ直ぐに肩にかかっている。虚弱だと聞いたばかりなのに、雨に濡らしてしまった。

　――失敗した。

　なんとしてもヴィクトリアを守るつもりだったのに、雨ごときに翻弄されるとは！

　罪悪感、無力感、さらには強い自責の念がチェスターの体内で嵐のように吹き荒れていた。

「申し訳ありません」

「え？」

　上着の内側で懸命にヴィクトリアの髪を拭こうとするチェスターの動きを、ヴィクトリアが制した。

「やめて、すぐに乾くわ。雨に降られたのはあなたのせいじゃないでしょう」

　小さなガゼボの軒からは、雨のカーテンが下りたかのような状態になっている。

「こんな珍しい景色、初めて見たわ」

　ヴィクトリアの声にわずかに笑いが含まれている。雨で不快になっているわけではなさそうだ。

　――よかった。

「濡れて風邪をお召しになられてはいけません」

　体調を崩しがちだと打ち明けられたばかりだ。

「あなたのおかげで、髪以外ほとんど濡れていないわ。ちょっと髪がしょんぼりしちゃったけど」

　指先で真っ直ぐになったプラチナブロンドをつまんで、恥ずかしそうに笑う。

　今日のヴィクトリアは美しさよりも可愛らしさが勝っている。神にひざまずく敬虔な気持ちでチェスターは女主人のかすかに紅潮した頬を盗み見た。いい匂いがして、頭がくらくらとする。

「あっ」

　ヴィクトリアの声にビクッと身体を揺らすと、美しい女主人の指が弱くなった雨の先を指す。

「見て、虹！」

　太陽の眩しさに目を細めてチェスターも空を見上げると、白い雲と青空に大きな虹がかかっていた。降り始めと同じぐらい唐突に雨が上がった。薔薇園の色とりどりの薔薇が水滴を湛えて光を弾き、ローズガーデン全体が輝いて見えた。

「これは……生まれて初めて、こんな景色を見ました」

　茫然とつぶやくチェスターを見上げて、ヴィクトリアがうなずいた。

「わたくしもよ」

　――なんだろう、こんなにかぐわしい。雨上がりだからだろうか？　しかし、この良い香りはヴィクトリア様から？

「この庭で、どの花よりもかぐわしいのはヴィクトリア様の香りで、あなたという花がここにあるからランブルトン家の庭は世界で一番美しい場所なのです」

　じっとヴィクトリアを見つめてチェスターがささやいた。

「わたくしの……香り」

　困惑したヴィクトリアの瞳は、チェスターを見つめ返してはいるが、その瞳孔が小さく揺れている。

「ヴィクトリア様、ここにいらしたのですか？　なんだ、チェスターも一緒ですか」

　突然、聞き覚えのある声がした。

「リオン」

　夏物の白いスーツを着たリオンが、額に汗を光らせて近づいてくる。

「ローズ・ホテルの支配人が、夏期の予算について少しだけでもお目通しして欲しいそうです。昨年と同じなのが不満らしくて」

「なんてわからず屋なのかしら、お手紙まで添えたのに！」

「めったに顔をお見せにならないヴィクトリア様が、お茶の接待をしながら丁寧に説明をしてくだされば、振り上げた拳も下ろしどころを見つけます。あれ、濡れちゃいましたか？」

　ガゼボに上がってきたリオンが、ポケットからハンカチを取り出してヴィクトリアの髪を拭こうとした。

「いいのよ。支配人に会う前にセットし直すわ。リオンは汗をお拭きなさい」

「はいはい」

　手にしたハンカチでリオンが額の汗を拭くと、金色の巻き毛に囲まれた端麗な顔立ちが露わになる。いつ見ても可愛らしい顔だ。

「じゃあ、チェスター。ヴィクトリア様をお連れするよ」

　リオンが言い残すとチェスターは頭を下げた。

　ヴィクトリアが、ちらっとチェスターの顔を見る。彼女の耳が赤く染まっている。チェスターも頬に熱が上がるのを感じた。

















６．流星群












「ヴィクトリア様。アルファと番つがいになる以外で、男性と付き合っても意味がありません。恋愛は大賛成ですけど、ベータで庭師っていうのは感心しないなぁ」

　捜索を手伝ってくれた運転手を屋敷に戻し、ヴィクトリアの車の助手席に収まったリオンが不満そうに言った。

「わたくしは……チェスターとお付き合いをしているわけではないわ」

　ハンドルを繰りながら、ヴィクトリアは前方からリオンへと顔を向けられない。

「でも、気になっているんでしょう？　びしょ濡れになって屋根を直したり、興奮した鹿から助けてくれたり、今日だって雨の中をガゼボに避難させたりして……頼りになるって感じても仕方ないと思いますけど……」

　言葉尻を濁すリオンの気持ちはよくわかる。どんなに好感を持っても、人間的に惹かれるとしても、チェスターがベータである限り根本的なところでヴィクトリアの助けにはならない。

「わかっているのよ、リオン」

　静かなヴィクトリアの返答に、リオンもそれ以上チェスターの話題は続けなかった。
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　昨日は青いデルフィニウム、今日は小さく咲いたひまわり、二日前は……深紅のダリアだ。

　ヴィクトリアの離れには、庭から摘まれた色とりどりの花が飾られている。

　天気雨の翌日、離れに行くとライラックピンクのラ・レーヌ・ヴィクトリアが花籠に入れられ、ドアの前に置かれていた。

　――渡しに来てくれたらいいのに。

　ふたりで見た虹を思い出しながら、ヴィクトリアは恨めしく思った。

　――会いたいのに……。

　花籠を抱えたまま、ヴィクトリアはふたたび車に乗り込んでエンジンをかけた。今月は薔薇園の世話をしていると言っていた。今日も、チェスターは薔薇園にいるはずだ。

　花籠を手に薔薇園の中を探し回っていると、アーチの葉を剪定している姿を見つけた。

「チェスター」

　声をかけると、脚立に登っていた長身の男が、ヴィクトリアを見て茫然としている。

　すぐにヴィクトリアの手元を見て脚立から下りると足元のジャケットに手を通した。

「ヴィクトリア様、勝手なことをして……申し訳ありません」

「どうして花だけ置いて行ってしまったの？　少し話をしていってもいいじゃない？」

　後先考えずにヴィクトリアの口からすねたような言葉がこぼれた。

　――これじゃあ、わがままな当主がお気に入りの使用人をひとり占めしたいみたい。

　じっと自分を見るばかりで、返事のないチェスターに焦れながら、ヴィクトリアは気まずくて下を向いた。

「明日は、ダリアを持って行ってもいいでしょうか？　もしよければ花瓶に飾るところまでさせてください」

「……え？」

　――部屋の中で……？

　とても控えめかと思えば、どんどんヴィクトリアの生活領域に入り込んでくる。顔を上げるとチェスターの黒い目の温度が上がっているのを感じた。

「え、ええ。お願いするわ、暑い時期の切り花のお世話は難しいし……」

「毎日行きます」

　まばたきひとつせずにチェスターがヴィクトリアを見つめる。

　そわそわしてしまう。

「葉がついてしまいましたね」

「あ……そうね」

　朝いちばんの仕事でチェスターが落とした葉が、まだあちこちに積まれている。

　白いエンパイヤドレスの張りのあるスカートについた葉を指で払い落とすと、チェスターが後ろに回ってひざまずき、一枚、二枚と葉を摘まむ。

「ありがとう」

　後ろにチェスターがいると思うと動けない。

　立ち上がったチェスターが、ゆっくりと前に回って真剣な表情で告げた。

「あなたのためなら、なんでもします。どうぞ、どんなことでも言いつけてください」

　――この人、きっと本当になんでもしてくれる。

　もし、ヴィクトリアが誰かを殺せと言ったら、静かに殺人に行きそうだ。もちろん、そんなことを頼んだりはしないけれど。

「毎日、必ずわたくしに会いに来て。毎日よ」

「この命を捧げてでも」

　今度はヴィクトリアの正面で、チェスターがひざまずいた。

　こんなやり取りをリオンに見られたら、きっと全力で止めに来るだろう。ヴィクトリア自身、不毛であると同時にチェスターという男の念の強さにたじろぐところがある。けれど、この強引なほどの踏み込み方は、誰かにこんなふうにどっしりと心に居座って欲しいという欲求が満たしてくれる。

　――あぁ、わたくしは……満足しているのだわ。
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「今夜、流星群が見られます」

　オレンジ色のデイジーを持ってきてくれたチェスターが、大きな花鉢にこれまでの花をまとめてアレンジメントにしてくれている。これまで単色の花ばかりだったけれど、葉の緑と色とりどりの花を集めると、とても賑やかで心浮き立つ。

「流星群？」

　ホテルの備品に関する細々こまごまとした内容の書類に目を通し、確認のサインを入れながらヴィクトリアが顔を上げた。

「夏の夜空、深夜の時間帯になると、北から東の空にはカシオペヤ座の下方に秋の星座ペルセウス座がすでに姿を現しています。毎年の夏の風物詩とも言えるペルセウス座流星群が夜明け前に極大を迎えるのです」

「極大って？」

　聞きなれない言葉に問い返すと、チェスターがとろけそうな笑顔でヴィクトリアの前にひざまずき、見上げる角度で説明した。

「流星群において、観測場所や観測条件によらず、流星の時間当たりの出現数がもっとも多くなることです。月明かりが暗く条件が揃えば、一時間に五十個もの流れ星を見ることができます」

「そんなに！」

　胸が躍る。流星を見たことはもちろんない。それ以前に、夜明け前の時間をチェスターとともにいられる！　想像しただけでわくわくと胸が震える。

「見たいわ、案内してくれる？」

　弾むヴィクトリアの声を聞きながら、チェスターはただじっとその顔を見つめている。

　自分から流星群の話題を振ってきたのに、ヴィクトリアが一緒に行くのは躊躇しているのだろうか？　不安になったヴィクトリアは彼の名を呼び、手を差し出した。

「チェスター？」

　一瞬はっとしたチェスターは、すぐに恭しくヴィクトリアの手を取った。

「ご一緒できるなら、なにものにも代えがたい幸せです」

「手に、キスしていいわ」

　ヴィクトリアの許しを貰ったチェスターの黒い瞳の温度が上がる。

　――そう、この瞳が見たいの。

　キスはごくゆっくりと、儀式のようにヴィクトリアの手に降りてきた。幸福感と不安。いつか彼を失ってしまったら？

　――わたくしは、どうなってしまうのかしら？






　＊＊＊






　夜明け前、ランブルトン邸の夜勤使用人たちは慣れない支度に慌てていた。

「ヴィクトリア様、本当にチェスターひとりのお供で大丈夫でしょうか？　従者と侍女を付かせて、運転手に大型の車を運転させては？」

　寝ずの番をする若いフットマンに、扉を開けるように言っただけなのに、すぐに家令のジェイコブが飛んできてしまった。いつも綺麗に白髪を撫でつけている高齢の使用人頭も、さすがに前髪が乱れている。

「ジェイコブ、起きなくたっていいのに。流星群を見たら戻るわ、チェスターがいれば危険もないでしょう？」

「それは……そうですが」

　こんな時間にもかかわらず、タキシードを着こんだジェイコブが眉をひそめる。本来ならばヴィクトリアを外に出したくないのは彼のこめかみがピクピクとひきつっているのからも察せられる。しかし、先代亡き今、この家の最高権力者はヴィクトリアであり、その行動は誰にも止めることはできない。

　見回すと夜勤の使用人以外にも、家政婦長にメイド頭、料理長まで、ガーデンホールには二十人もの使用人がヴィクトリアを取り囲む形で集まってきていた。

　――もうっ、うっとおしいわねっ。

　子どものころから、ヴィクトリアの移動には数人のお供がついて来ていた。両親が亡くなってヴィクトリアの代になり、ここ二年はやっとひとりで運転し、離れの仕事場まで行けるようになったのに、少しいつもと違う行動をするとすぐにこれだ。

「いいこと？　わたくしは星が見たいだけなの。それも自宅の庭でよ。ジェイコブもみんなも、どうぞ寝てください。わたくしひとりのために、こんなにたくさん起き出すなんて合理的じゃないわ」

　つい、いらいらと言葉をぶつけていると庭から「あの……」と控えめな声がした。

「ヴィクトリア様をお迎えに参りました」

「チェスター」

　――いやだわ、わたくしの大きな声が聞こえたかしら？

　ヴィクトリアは家令相手に癇癪を起しているところを見られて、急に気まずくなった。

「チェスター、お前ひとりでヴィクトリア様をご案内するなど、荷が重い。そうだろう？」

　ヴィクトリアに言っても埒が明かないと判断したのか、ジェイコブの高圧的な声がチェスターに向かう。当のチェスターは表情ひとつ変えず、いつものおとなしい態度のままだ。

　――いくらジェイコブでも、チェスターを侮辱するのは許せない！

　しゅんと縮まっていたヴィクトリアの心の中で、これまで感じたことのない怒りが燃えあがった。

「ジェイコブ！　わたくしが行きたいと言ったのよ。いくらあなたが家令でも口をつつしんで！」

「……ヴィクトリア様、申し訳ありません」

　呆気にとられたジェイコブが、謝るとチェスターが手に持っていた籠を掲げて見せた。

「ヴィクトリア様の夜食と紅茶を持ってきました。冷えるといけないので、毛布もあります」

　すっかりヴィクトリアの世話をするつもりで来たらしいチェスターに、ジェイコブの表情が和らぐ。鹿騒動のころから、ジェイコブのチェスターへの評価は急上昇しているようだ。

「そうか、お前がついているなら野生の鹿に出会っても大丈夫だろう。星が隠れたら屋敷にお連れしてくれ」

「はい」

　言葉少なにチェスターがうなずいて、淑女用の小さなハンドバッグまで受け取るとすべての荷物を持ってヴィクトリアのあとを歩いた。

　ヴィクトリアの車にふたりで乗り込むと、横並びの使用人たちが「行ってらっしゃいませ」と頭を下げる。

「いやになるわ」

　アクセルを踏み込みながらヴィクトリアがつぶやいた。

「わたくしが動くと大騒ぎ」

「みな心配なのです。美術品を警備なしで放置する間抜けはいません」

「あなたの例えって、いつもかなりズレているわよ」

　美術品だから守られているのではない、ランブルトン家の当主だから自由がないのだ。

　それでも考えてみると、ヘッドライトを点けての走行は初めてだ。暗い木立の中の道を走りながら、ヴィクトリアの気持ちは次第に高ぶっていった。

「行きましょう、早く星が見たいわ」

「星だってヴィクトリア様を待ちわびています」

　また変なことを言う、けれどチェスターのヴィクトリア中心の考え方は長くヴィクトリアが求めていたものだと感じてしまう。

「これは……いままであったかしら？」

　森に向かう道の途中、こんもりとした丘の頂上にベンチが設えられていた。

「星見台です。昼間のうちに作っておきました」

「あなたが？」

「庭に関することなら、なんでもします。ましてやヴィクトリア様のためなら……」

　いつも無口なチェスターだが、ヴィクトリアへの献身についてだと朗々と言葉が出る。

「ありがとう。ここなら空全体が見渡せるわね」

　クッションまで敷かれたベンチに座って、夜空を見上げると、視界いっぱいに星が瞬いている。

「綺麗、空の端から端まで、ぎっしりと星が見える……」

　うっとりと見上げるヴィクトリアの目に、光の筋が映った。

「あ、あそこ。流れたわね。そうでしょう？」

「はい、隣も」

　星は次々と天体を流れていく。空を横に切り裂くように流れるもの、明るく短く流れるもの、やさしく光りながらゆっくり流れるもの、ひとことに流れ星と言っても、一つ一つの表情に違いがある。

「またたきする時間さえ惜しいわ。次はどんなのが見られるだろう、次はどこに見えるだろうって思うと空に目が釘づけよ」

　そう言って天上を見ていたヴィクトリアだが、四十分もすると、かすかに頭が痛くなってきた。上を見てはうつむいて、ハイネックの首元に触れたり、こほんと小さく咳をすると、チェスターが魔法瓶から熱い紅茶を淹れて、渡してくれた。

「疲れましたか？　ライ麦パンにジャムを挟んだサンドイッチもありますが、そろそろ帰りましょうか？」

　紅茶にミルクと蜂蜜を入れ、チェスターはせっせとヴィクトリアの世話を焼く。受け取った甘い紅茶を飲んでも、どうしても喉が詰まる。

「息が……しづらいの……運転……できないわ」

　夜中に抑制剤の副作用が出ることはあまりない。それは眠っているからだったのかも知れない。いつもと違う時間に長く空を見上げていたせいで急激に内臓の機能が低下している気がする。

　――どうしよう、目が回る。

「ヴィクトリア様！」

　落としそうになった紅茶のカップをチェスターが受け取って、ヴィクトリアの肩を抱えた。

「顔色が悪い、貧血かもしれない。横になってください、足を上げましょう」

　大胆にヴィクトリアの身体を抱え上げたチェスターが、ベンチの上でヴィクトリアを横向きに抱いた。

「身体が冷えています。畏れ多いのですが、私で暖を取ってください」

　すっぽりと毛布でくるまれ、上半身はチェスターに包まれている。血が引いていく気持ちの悪さから一転して、濁流のような興奮が肉体の中を渦巻いていた。

　――あぁ。これはオメガの習性……。

　チェスターの膝の上に頭を載せて、肩を抱かれていると胸の奥から堪えられない熱情が湧きおこって我慢することができない。

「……チェスター」

　チェスターのジャケット越しに彼の匂いが感じられる。ヴィクトリアの脳がとろけていく。

「今度は急に身体が熱くなってきました。頬も……赤い。ますますお美しい」

　チェスターの黒い瞳の温度が、これまで見たこともないほど上がっている。その目に背筋がぞくぞくと震える。

　――この気持ちはなに？　離れたくない。

「チェスター、もっと、ぎゅっと抱いて」

　手を持ち上げると、チェスターが身をかがめてヴィクトリアに逞しい身体を差し出し、両腕に力をこめる。

「ヴィクトリア様、あなたからは何とも言えない、いい匂いがする」

　チェスターは、ささやくような声でそんなことを言った。ヴィクトリアの心に一瞬、魔が差した。

　――誘惑したい。

　オメガであることを誰にも知られたくない、けれどこの香りでチェスターを誘惑し、主従の関係を超えて結ばれることはできないだろうか？

　すべてをさらけ出して、弱みを見せ、甘える。そんなひとときを持ってはいけないのだろうか？

　――好きな人と！

「……わたくし、どんな匂いがするの？」

　かすれる声で問うヴィクトリアに、チェスターは数秒の間もなく答えた。

「甘くてかぐわしくて、夜の花の香りのような、じゃ香に似ているような、今は星をたたえた夜空のように神聖でひれ伏したくなるような香りがします」

　この人は、いつもこんなことを考えているのだろうか？　不思議な男だと思う、と同時にチェスターの放つ香りに目がかすんでくる。

「キス、して」

「はい、ヴィクトリア様」

　従順なチェスターの声が愛おしい。胸が異様なほど激しく高鳴った。

　ヴィクトリアのうなじに手を回したチェスターが、じっと顔を見つめてくる。そっと感触を確かめるように指先で唇に触れたあと、あご先を掴んで顔を近づけてきた。

「ん……っ……ふ」

　重なった唇と唇を少しずつ押し付け合う。チェスターの唇がついばむようにヴィクトリアの唇を食んでくる。

　――これは……恋人の……恋する人同士のキス。

　緊張で全身が震える。それでも頬を包んでいるチェスターの手が温かく、彼の香りが気持ちをかき乱す。

　ゆるく唇を結んで、また強く押し付ける。ヴィクトリアは身体じゅうが一気に溶け崩れていくような浮遊感に襲われて息が上がっていた。と、同時にチェスターの呼吸も乱れていく。

　――チェスターも……わたくしを求めているのだわ。

　そう思うだけで嬉しくてたまらない。歓喜が身体を支配していた。

　チェスターの手がヴィクトリアの背中を撫でさする。彼はヴィクトリアの肌にじかに触れたいのだろう。忙しない手のひらの動きとともに、唇が顎から耳、そして首筋へと下りてくる。

　オメガは首すじをアルファに噛まれると、生涯そのアルファの番つがいとして生きていかなくてはならない。オメガとアルファであるからと言って、すべて相性の良い同士とは限らない。特権階級であるアルファは、番にしたオメガを捨てて他のオメガに心変わりをすることもある。そうなったオメガはみじめだ。新たな番は見つけられず、残る一生を捨てられたオメガとして過ごさなくてはならない。だから、ヴィクトリアは常に襟の高い服を着て、急所を隠している。

「ヴィクトリア様……」

　チェスターの唇が、ドレスの襟越しに首すじへと当てられたとき、ヴィクトリアの理性が小さな火花を散らした。

　――きもちいい……でも……だめよ！

　チェスターの体温と匂いはヴィクトリアを酩酊状態にする。このまま彼と触れ合っていたら、すべてを許して彼なしではいられなくなる。

　ベータの伴侶を持つことはアルファの番を持つことと、決定的に違う。

　満たされないのだ。オメガはアルファの支配下でなくては肉体的にも精神的にも充足を得られない。アルファの番になることは嫌だ。だからと言ってベータ男性をオメガ性の気まぐれに付き合わせるわけにはいかない。

　いつかチェスターとは別れが来る。それもヴィクトリアの肉体が、ベータでは満足できないなどという破廉恥な理由からだ。従順で誠実で、ヴィクトリアを女神と崇めていてくれるチェスターにそんなことは言えない。知られたくない。

「チェスター、わたくしのバッグを取って」

「あ……はい、ヴィクトリア様」

　ヴィクトリアの首元から立ち上る匂いを夢中になって嗅いでいたチェスターが、瞳を潤ませて顔をあげた。行為を中断されて口元を尖らせる表情は、子どものようで可愛い。ヴィクトリアの胸がきゅんと鳴った。いつかリオンが愛する男のことを可愛いと言っていた。あのとき理解できなかったけれど、今ならリオンの気持ちがわかる。

「頭が痛いの、薬をのむわ」

「はい」

　頭が痛いというフレーズに、チェスターは慌ててヴィクトリアの小さなバッグを渡すと、心配そうに顔を傾けた。

「お湯を用意しましょう、砂糖は？　入れますか？」

「入れてちょうだい」

　バスケットの中から白湯を用意している背中に、涙がこぼれそうになりながらヴィクトリアはピルケースを開けた。白いピルは頭痛に効く鎮痛剤、赤いピルは抑制剤だ。

　白をのめば抑制剤の副作用が治まる。赤をのめば発情が消えるが、副作用は強くなる。震える指先で赤い錠剤を摘まむと、チェスターから渡された湯の入ったカップを受け取る。

　――のみたくない。

　ためらい、チェスターの顔を見ると、長い前髪の合間から黒い瞳が心配そうにヴィクトリアを見つめている。

　夜風がさらりと彼の髪を揺らし、整った造作の顔立ちが覗く。ヴィクトリアのプラチナの髪が頬にかかり、チェスターが愛おしげに頬から耳にと撫で上げる。

「夜に誘ったりして、すみませんでした」

　彼の低い声が露わになった耳に優しく、撫でられた頬がかっと熱くなる。身の内から爆発的に誘惑香が発散したのがわかった。

「この香り？」

　チェスターの頬にも赤みが差して、ヴィクトリアの肩をがっしりと掴まれる。

　――いけない、ベータにまで誘惑香を！

　持っていた赤い薬を急いで口に含み、ごくりと湯で流し込む。赤い丸薬が喉から胃へと落ちていくイメージに涙がこぼれる。

「く……苦しい」

　即効性のある薬ではない、副作用もすぐに訪れるものではない。それなのにヴィクトリアの呼吸は浅く、息苦しくなった。

「ヴィクトリア様！」

　驚いたチェスターはヴィクトリアを再び横たえさせるが、もう苦しみを回避することはできない。目の前が真っ暗になり、キーンと耳鳴りがしてチェスターの声が聞こえない。ここがどこなのかわからないけれども、苦しみの底にいることに絶望していた。

　次に目が覚めたとき、ヴィクトリアは自室のベッドの上にいた。

















７．後悔












「リオン、離れについてきてちょうだい」

「はい、ヴィクトリア様」

　朝食のあとは解散してそれぞれの業務にあたるのが常だったのに、ヴィクトリアはどこに行くにもリオンを伴うようになった。流星群をチェスターと見に行き、薬を追加したことで体調を崩した。あのときの苦しみを思うと、最低限の抑制剤しかのみたくない。そうなると、どうしても誘惑香が漏れてしまう。もしかしたらベータにも嗅ぎ分けられるかもしれない、鼻のいいチェスターならなおさらだ。発散する香りの出どころを隠さなくてはいけない。

　建物の中でも、庭であっても隣にはリオンが離れないように気づかった。

　――あ……あれは。

　車で離れに向かうおり、長身の男の姿を見かけた。巨大な夾竹桃にはしごを架けているところだった。これから登って形を整えるのだろう。車のエンジン音に気づいたからか、ジャケットに腕を通して、胸に手を当てて敬意を示している。

　――チェスター。

　車の速度を落とさないように気をつけながらも、目は彼を追ってしまう。朝夕の逢瀬をしなくなって、もう十日も経っていた。ちょうど彼の前を通る瞬間、チェスターは顔を上げて運転するヴィクトリアを見た。射貫いぬくような強いまなざし。

「チェスターはいつもヴィクトリア様を見ていますね」

　リオンが不快感を表す。

「役に立つ男ではありますけど、庭師ならたくさんいます。図々しい態度をとるなら辞めてもらってもいい。この前の流星群の一件のあと、園丁長のヘイゼルから詫びがありました」

「どうしてわたくしに言わないの？」

　そんな話は聞いていなかった。

「流星群は、わたくしが見たいと言ったのよ」

　ハンドルを握る手が、わずかに震えた。自分のわがままのせいで、チェスターに不利なことがあったら？　胸の奥に鉛が引っかかっているような重苦しさを感じる。そんなことはどうにも我慢ならない。

「そうかもしれませんが、チェスターはこの家に仕えているというよりも、過度に庭とヴィクトリア様に執着しているように見えます。ヘイゼルはとても彼のことを買っていて、近い将来には園丁長の役を継いでもらいたいから許して欲しいと言っているのですが……僕はそういう人間には不安があります。意地悪を言うようですけど、僕はヴィクトリア様のお身体が心配なんです。わかるでしょう？　ベータがヴィクトリア様を思うなんて百害あって一利なしです」

　リオンの言うことはもっともだ。チェスターに近づくことで抑制剤の量を増やさなくてはならないし、そのせいであの夜どんなに苦しい思いをしたか……。

　離れについて車を降りると、リオンがヴィクトリアを抱きしめた。

「チェスターが好きなんですね。かわいそうなヴィクトリア様。ごめんなさい、恋をしろと言ったのは僕ですけど……恋の喜びはほんの一瞬です。運命の番つがいを見つけることができたら、ヴィクトリア様の人生は変わります」

　リオンの抱擁は、心が安らぐ。

　同属の匂いに包まれて、ヴィクトリアは美しい秘書を抱き返した。

「……ありがとう、リオン。わたくしには運命の番は見つけられないし、アルファは嫌いなのよ。リオンがいてくれたら、それでいいの」

　夏の風がそよぐ。その中にヴィクトリアは遠くからチェスターの香りが漂ってくるのを感じて顔を上げた。

　――チェスター！

　風をたどっていくと、先ほど通り過ぎた巨木の上にチェスターがいるのが見えた。彼の瞳がまっすぐにヴィクトリアを見ている。ヴィクトリアは慌ててリオンから離れた。

　――見られた？

　チェスターは、ヴィクトリアとリオンを番になってもおかしくない仲だと思っているはず。ふたりの抱擁を見ていったいどんな気持ちになっているのか？

「ヴィクトリア様？　大丈夫ですか？」

　リオンに問われて、はっと我に返った。

「もちろんよ。わたくしは仕事が好きだし、チェスターは優秀な庭師よ。ただそれだけ」

　――それだけ……でも、リオンとの誤解だけは解きたい。
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「チェスターは、どこに？」

　予定の仕事を片付けると、もう日が落ちそうな時間になっていた。屋敷に戻り、夕食を済ませても気持ちが落ち着かない。

　――もし。チェスターがいたら少しでいいから話をしたい。

　リオンと恋人同士の抱擁をしていたのではないと言いたい。少しでも早く。

　誤解を招いたまま一晩を明かすのは嫌だった。夕方から夜にかけては、チェスターが庭園灯の管理をしている。テラスから明かりを覗き込むと珍しく園丁長のヘイゼルが灯の調節をしているのが見えた。

「ヘイゼル」

　テラスから身を乗り出して、ヴィクトリアは初老の庭師に声を掛けた。幼いころからの顔なじみの庭師は、帽子を取って日に焼けた顔を二階のテラスに向けた。

「お嬢様、先日はチェスターが夜遅くにお誘いをして、申し訳ありませんでした。変わった男ですが、賢いし庭師として最高の腕前を持っています。空気が読めないところは私が指導しますので、どうぞお許しください」

　ヘイゼルの灯した庭園灯のおかげで、テラスからは白いクリスマスローズの群れが光って見える。

「もちろん、わかっているわ。でも、チェスターはどうしたの？　あなたが夜の当番だなんて」

　ヴィクトリアの問いかけに、ヘイゼルは気のいい笑顔を崩さずにテラスに近づいた。

「いつもは、やり過ぎなほどに真面目なヤツなんですけど、今日は朝から心ここにあらずって感じでしてね。聞いたら客が来るっていうんです。だから早くに帰しました」

「お客さま？」

　ヘイゼルがニッと笑った。

「大切な人らしいですよ。あいつも年ごろですからね。それなら、むさくるしい髪をさっぱりさせてから客を迎えるんだなって言ってやりました」

「…………」

「お嬢様？　それがなにか？」

　無言になってしまったヴィクトリアにヘイゼルが首をかしげる。

「髪……切るのかしら？」

「ははは、床屋の場所を教えてやりました。うまくいくといいんですが」

　ヘイゼルの声が遠く、耳鳴りがする。

「そ、そうなの……ヘイゼルも早く帰ってね。おやすみなさい」

　心臓が早鐘を打っていた。
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　――たしか、このあたり……。

　ヴィクトリアはひとり、屋敷を出て車を走らせていた。

　流星群の夜に正面から出かけようとして、面倒なことになった。あの夜に学んで、こっそりと屋敷を抜け出したのだ。とはいえ、車庫から正門までのエンジン音に驚く門番を黙らせてからの出発だったから、ヴィクトリアの外出はとっくに家令とリオンの耳に入っていることだろう。

　地図で確認しておいたチェスターの家は、オールドタウンの川沿いにある。ヘッドライトに照らされる石造りの建物は面つらが揃っていて、隣り合った家の窓の高さもほぼ同じ位置にある。家に入るためには数段登るポーチがあり、ポーチの最下段から車道まで、ゆったりと散歩できる幅の歩道が作られている。

　屋敷の外の暮らしをほとんど知らないヴィクトリアにも、ここがかなり良い住宅地なのは、推測できた。

　住人たちがそれぞれで置いているのか、歩道には日光浴用のベンチが並び、独り者の庭師が住む場所というよりも中流階級の家族が住んでいそうな街並みだ。

　外灯はまちまちだ。家によって外壁にブラケットが取り付けられていて、明るい場所と暗い場所が交互に現れる。

　――たぶん、この次のブロックの角の家のはず。

「……あっ」

　目的の家と思われる場所の前には、すでに車が駐まっていて、開いたドアの中に腰をかがめて話し込んでいる男の姿が見えた。

　――チェスター？

　家主が立てたのであろう外灯は他のエリアよりも、その家の前を明るく照らしている。男のシルエットには見覚えがある。腰高で大きな背中の男……間違いなくチェスターだ。

　気づかれないように間を置いて車を停めると、ヴィクトリアは話し込むチェスターをじっと見つめた。心臓の音がうるさい、息が詰まりそうで呼吸が苦しい。

　チェスターは後部座席に乗せた人と、別れを惜しんで話し続けている。綺麗に磨かれた車体のルーフに片手を載せて車内を覗き込むと、ときおり彼の背中が、大きく揺れる。

　――あの人が、笑って……いる？

　相手の人が面白いことでも言ったのだろう、遠くから笑い声が聞こえる。あんなに愉快そうに笑うチェスターの姿など見たことが無い。

　――車の中にいるのがチェスターの大切な人なの？

　唐突にヴィクトリアは頬に涙が伝っていることに気づいた。

「どうして……どうしてわたくし、泣いているの」

　頬に触れると、驚くほど濡れている。

　目の前がぼんやりとかすむ、ドアが閉められる音がして、チェスターは去っていく車に手を振っていた。

　――わたくし……どこで間違えてしまったのかしら？

　チェスターを「大切な人」に取られたくない。高波のような後悔がヴィクトリアの全身を包んでは引いていく。

　――でも、チェスターはベータでわたくしたちには未来はない。でもあの人は、わたくしを射すように見つめて、一生守ると言ったわ。ランブルトン家の庭とともに、一生……。

　後悔の次にヴィクトリアを取り囲んだのは、自分自身への怒りだった。

　――他の人にさらわれそうになって、初めてチェスターの大切さを知るなんて、遅すぎるわ。わたくしの嘘が彼を遠ざけたのだもの、彼を責められない。

　オメガ性に苦しめられようがチェスターさえいてくれたら、ヴィクトリアの庭は光り輝いて嘘の辛さから解き放ってくれるのに。

「ヴィクトリア様？」

　コンコンとガラスをノックされて、ヴィクトリアははっと顔を上げた。

　――えっ？

　美丈夫としか言いようのない姿の男がいる。だが、その声と雰囲気はチェスターだ。

　床屋で髪を整えたらしい。中央で分けた前髪が柔らかく後方に流れて、強い力のある瞳を露呈させている。前髪が長いときから鼻の形が綺麗なのが見て取れたが、目元が見えると配置が素晴らしいことに驚く。頬骨が高く顎のがっしりとした骨格と、繊細だと思えるほどの目鼻立ちの端正さにヴィクトリアはドキリとした。

　――チェスターって……なにものなの？

　ただの庭師だとは思えない。

　――確かめなくちゃ、チェスターの素性を、そして大切な人との関係を！

　ヴィクトリアはドアを開けた。かがんだチェスターが手を貸して車から降りるとお互いに向き合った。

「体調がお悪いのですか？　私の家でお休みになりませんか？」

　いつも通り、チェスターはヴィクトリアのことしか見ていないという表情で、熱っぽく指示を待つ。

「あなたのことを……追いかけて来たの」

　近くで彼の匂いを感じているだけで、胸が苦しく下腹が痛くなる。確かに自分は体調が悪いのかも知れない。ヴィクトリアは不安になり始めていた。

「私のことを？　リオンさんの匂いがしますが、彼も一緒ではないのですか？」

　――リオンの匂い？

「こ……これは」

　こみあげる熱に喉が鳴る。

　リオンの移り香などではない。この誘惑香は、チェスターに反応したヴィクトリア自身が発しているものだ。

　――チェスターが欲しい。彼に抱かれたい。

　オメガ性は、いったん暴走を許したら止まらなくなる。この野性に満ちた属性がたまらなく嫌で、ヴィクトリアは何年も薬で発情を抑えてきた。でも……。

　――でも、もう嫌。

　もしかしたらチェスターが誰かのものになる。そう考えただけで喉が詰まり頭の中が沸騰しそうな焦燥感にかられる。と、同時に湧きあがる肉欲にも逆らえない。

　たった一度でもいい、この人に抱かれたい。そう欲したらいけないのだろうか？

　――わたくしに、こんな一面があったなんて！

　息が上がり、胸が上下する。

「ヴィクトリア様、どうぞ私の家に……中で話しましょう」

　ヴィクトリアの手から車の鍵を受け取ると、チェスターが施錠してくれた。

「あとでフットマンに移動させておきます」

「フットマンがいるの？」

　驚いた。タウンハウスで使用人がいるのは、下級貴族か商人の家だ。

「ひとりだけ、田舎から連れてきました。料理も掃除もできる少年です。庭師の身分では贅沢ですが兄が連れていけと言って聞かないので」

「……お兄様が？」

　チェスターの家族の話を聞いたことがなかった。もっと知りたいと思うけれど、身体が熱くて仕方ない。足元がふらつく。思わずチェスターの肘にすがると、彼の黒い瞳がじっとヴィクトリアを見つめる。そうだ、彼はいつもこんなふうにヴィクトリアを見る。表情の乏しい顔の中で、瞳の温度だけを上げて。

「抱き上げてもいいでしょうか？」

　遠慮がちに聞かれてヴィクトリアはうなずいた。強い力で軽々と抱かれると、たまらなくなったヴィクトリアは彼の首にすがった。チェスターがため息のように深く息を吐いた。

「ここが、私の家です。どうぞ」

　彫刻の施された重厚な扉を開けて、チェスターが案内する。

「旦那様。レスター様はお帰りですか？」

　軽快な足音とともに、少年が玄関までチェスターを迎えに来た。茶色い髪をきちんと撫でつけ、白いシャツにベストを着た十六、七歳ほどの男の子だ。

「あ、お客様でしたか……あっ、ヴィクトリア様？」

　ぺこりと頭を下げる少年の頬が、真っ赤に染まる。

「そうだ、車を車庫に移動しておいてくれ。ヴィクトリア様、フットマンのジャーメインです。いかにヴィクトリア様がお美しいか、つい話してしまうので……ジャーメイン、私がお世話をするから呼ぶまで来なくていい」

　ヴィクトリアを抱いたまま、チェスターが指示をする。ヴィクトリアは身の置き所がなく、うつむいていた。

「はい、かしこまりました。どうぞごゆっくり」

　車の鍵を受け取ってジャーメインが家を出ていった。あの男の子とふたり暮らしで、ヴィクトリアの話をしているとは、さっき帰っていったレスターという人物とともに、チェスターの生活が他の使用人たちとはかけ離れていて、ヴィクトリアはまごついた。

「ダイニングでお茶をお出ししますか？　それとも二階でお休みになりますか？」

　チェスターが真剣な表情で聞いてくる。二階へ行ってふたりきりになりたい。けれど。この調子だと体調の悪いヴィクトリアを気遣って、寝かされてしまうかもしれない。

　――そんなの、我慢できない。

　どうにかなってしまいそうに下腹が燃えているのだ。それに反してチェスターのぬくもりを求める指先は凍り付くように冷たい。

「二階に……あなたのお部屋がいいわ」

　熱っぽい目で見つめながら、チェスターを誘う。ここは彼の家で、彼はこの家の主人だ。チェスターの思うままに扱われてみたい。厭わしく思っていたオメガ性がいまはとてつもなく甘い。

「わかりました。手が冷たい……早く上がりましょう」

　夏の初めというのに、冷え切ったヴィクトリアの手がチェスターの襟足に触れる。整えたばかりのすっきりとした首元にキスしたい欲求をヴィクトリアは必死で抑えた。

　ランブルトン家の曲がり階段は、十人が並んで上り下りできる。それと比較してしまってはささやかに見えるが、チェスターの家もすべての調度が品よく、上質だ。

「……さきほど……車でお帰りになった方……あの方と、とても親密なのね」

　嫉妬深く聞こえてしまわないか、気をつけている心の余裕はもうない。潤んだ目でチェスターを見上げると、彼が黒い瞳を瞠った。

「私とレスターのことを気にかけているのですか？　彼は私の兄です。明るくて愉快な人です。ぜひ紹介したかった」

「お兄様が、ここにいらしていたの？」

　思いもよらなかった。優雅な車の後部座席、てっきり高貴な女性が乗っているのかと思っていた。ヴィクトリアは、頬を染めた。

「わたくし……あなたがいなくなってしまうのかと……」

「それで、泣いてくださったのですか？」

「いえ……ええ、そうです」

　もう取り繕うことはできない、チェスターを失いたくない。

「私の質問にも答えてください」

　やわらかなカーペットの敷かれた廊下を歩きながら、チェスターがきっぱりと言った。

「質問……」

　ドアの前で立ち止まったチェスターが、まっすぐにヴィクトリアを見る。

「あなたとリオンさんは、いずれ番つがいになるつもりですか？　本当にあなたはオメガがお好みなのでしょうか？」

　――やっぱり、わたくしとリオンの抱擁を見ていたのね。

「チェスター……わたくしは、あなたが好きで……あなたを追いかけてきたの」

　黒い瞳の温度がかっと上がり、眦が吊り上がる。身体が震えた。そうだ、チェスターのこの目で見られると本能的な畏怖と欲情が抑えられなくなる。

「そんな……夢のようなことが、あっていいはずがない」

「夢ではないわ。現実なの……わたくし……わたくし……」

　――言ってしまったら、後戻りはできない。

　言い淀むヴィクトリアの唇に、チェスターが唇を押し当てた。背筋に電流が走る。彼の香りに耐えられないほどの疼きを感じた。

　――もうだめ、チェスターが欲しい。

「わたくし、オメガなの……あなたといると……おかしくなってしまう」

　かすれ声が涙で詰まる。早く、早く、抱いて欲しい。

「なんてことだ」

　つぶやいたチェスターが、軽々とヴィクトリアを抱いたまま寝室のドアを開けた。

「つかまってください」

　心臓が飛び出しそうなほど跳ねる。彼の首筋に鼻先を埋め、思うままに匂いを吸い込むと下腹が強く締め付けられる。

「ふ……んっ」

　甘ったれた声を抑えきれず、羞恥で身を硬くする。ドアが閉まる音がした。

　――わたくしたち……ふたりきりだわ。

「鈍感で空気の読めない男だと、いつもレスターにからかわれていました。身に沁みます」

　声を聞いているだけで、身体は容赦なく高ぶって、呼吸が浅くなる。内容など頭に入って来なかった。

　宝物を置くようにヴィクトリアをベッドに横たえさせると、チェスターは手をついて顔を近づけた。

「私は、アルファです」
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「……もっと詳しく説明して！　あなたが？」

　いま聞いた言葉の衝撃に混乱する。それと同時に、欲望に息が上がる。

　――アルファ、アルファの男！　チェスターが！

「田園地帯のソルモン家が私の生家です。私は家族の中でたったひとりのアルファでした」

「ソルモン公爵家の一員で、アルファってこと？」

　街に住む商人にとって、田園地帯に暮らす貴族は雲の上の存在で、さらにソルモン家といえば歴史ある名家だ。

「チェスター・ウィングは偽名なの？」

　ぐるぐるとチェスターから示された断片がめぐる。貴族の御曹司で庭師、ベータを名乗るアルファ、鈍感で空気の読めない男。

「本名です。正確にはチェスター・ウィング・ジョージ・オブ・ソルモンといいます。長いので略しました」

　壮大な名前だ。多分、祖先の名を貰ったのだろうが名門貴族の領主の名が勢ぞろいしている。

「あなたが……アルファ？」

　まだ信じられずに、ひたと視線を合わせながらヴィクトリアが問いかけた。

「そうです。しかしお恥ずかしいのですが、人を使うのが苦手の上に恋愛にも奥手で、人付き合いの上手い兄に家を任せて庭師の仕事に就かせてもらいました。兄はベータですが見た目もふるまいも私よりよっぽどアルファらしい人物なのです」

「いくら人を使うのが苦手でも、アルファの体力や頭の良さを庭仕事だけに使うなんて……それに恋愛に奥手ですって？　アルファなのに？」

　アルファの数は少なく、事業を展開する上で社長がアルファであることは、なにものにも代えがたいブランド力を持つ。さらに、アルファは性欲や独占欲が強くオメガに強い執着を持って探し回っているというのがヴィクトリアの印象だった。

「ヴィクトリア様と薔薇園で話をした日。体調を崩すことが多かったと嘆いていらした」

「ええ、そう。抑制剤のせいよ」

「恵まれたあなたには悩みはないと勝手に思っていました。酷い偏見です。そうではなかった。あのとき私は神にひざまずく勢いで自身の思い込みを反省しました。確かに、人はそれぞれの事情があって、やりたいのに身体がついていかないこと、好きなこと嫌いなこと、許せること許せないこと、個性に応じた感情で向き不向きがおのずと決まる」

「あなたの考えることって、予想をくつがえすわ」

　薔薇園で歩いた日、どこかチェスターは上の空だった。むせかえる薔薇の香りに取り囲まれながら、彼の頭の中はおのれの偏見を猛省していたのかと思うと愛おしさに胸が詰まる。

「私の両親は、私と兄が常識的なアルファとベータの性格に合致しないことに困惑し、ふたりの属性を周囲に隠していました。もしも親たちが偏った考え方のままなら、統率力のない私が当主になり、家と使用人を心から大切に思う兄が爵位を失い別所帯を持つ、そんな理不尽な割り振りになる。それでは個性に合いません。親たちの戸惑いのおかげで私は家を出る決心がついたのです。ソルモン公爵の名はぜひレスターに頼むと、兄は驚き、何度も帰宅を促されました。それでも私の決心は変わりません。アルファだから当主になるとか、ベータだから弟を立てるなどと無意味なことだと思っています」

　ヴィクトリアの頭の中に自分を取り巻く人たちの顔が浮かんだ。リオン、ジェイミー、ジェイコブ、ヘイゼル。それぞれみな自分の仕事をこなしている。羨ましいと思いながら、ヴィクトリアの知らない苦労があるだろうとはいつも思っていた。チェスターの考え方も真面目さも、何もかもが愛おしい。そこに属性という強い結びつきがあると知ったのだ。ヴィクトリアの息が上がった。

「ベータでもアルファでも、すごく変わっていても、やっぱり、あなたが大好き」

　すとんとチェスターの胸に頭を埋めると、彼の鼓動が速くなり魅力的なアルファの香りが一段と強くなる。

「いい匂い……これがアルファの誘惑香なのね」

　うっとりとヴィクトリアがつぶやき息を吸う、チェスターの手がヴィクトリアの髪を撫でた。

「レスターをアルファだと思わせるために私は抑制剤をのんでいました。同じく抑制剤をのむオメガには申し訳ない気持ちになりますが、アルファに抑制剤の副作用は出ません。ヴィクトリア様がずっと苦しんでいたなど……考えるとあなたが可哀そうで、過去の自分が何とかできなかったのかと殴りつけたい気持ちです」

「チェスター……でも、あなたが来てからわたくしは特別な香りを感じていたの。もっと早く気づいてもよかったわ」

　たしかに、チェスターがランブルトン家に来たころからヴィクトリアの体形に急激な変化があった。そして、心騒ぐ新緑の香りはチェスターが発していたもの……。

「今夜はのむのをやめます。どうか、あなたも……」

「ええ、チェスター。わたくしたち性的に強く結ばれる属性同士だわ」

　頬が熱く、胸のときめきでめまいがしそうだった。甘えた声にチェスターの体温がボッと急上昇する。

「あなたに触れることを、お許しいただけるなら……」

　チェスターの手がおずおずとヴィクトリアの肩に触れた。

「もちろん、許します」

　彼の目を見ると、やはりヴィクトリアをじっと見つめている。小さくうなずいて、ぎくしゃくとヴィクトリアの襟のリボンを外し、ブラウスを左右に広げると首に嵌めた鉄製のチョーカーにチェスターが指を沿わせた。

「こんな頼りないものが、あなたを守ってきていたのですね」

　感謝を込めた口づけがチョーカーに落とされると、ヴィクトリアは「ああっ」とため息を漏らした。その声を合図にチェスターの手が衣類を脱がし始める。目を閉じて羞恥に耐えていたヴィクトリアだが、はたとチェスターの手が止まった。

「困りました。脱がせ方がわかりません」

　紐のついた女性下着に当惑の声を上げ、チェスターが真剣に結び目を探している。

　――本当に、恋愛に奥手なんだわ。

　慕わしい気持ちと男性を可愛いと思う気持ちがごちゃ混ぜになって、ヴィクトリアの目に涙が浮かんだ。

「わたくしが……」

　ヴィクトリア自身で肩紐を外し、下着を下ろすと丸い乳房がぷるんと露わになる。チェスターがランブルトン家に来た日から、当惑するほどたわわに実った乳房と臀部の意味がやっと分かった。チェスターのフェロモンに中あてられていたのだ。

「なんて美しい」

　チェスターの喉がごくりと鳴る。思わず両手で胸元を隠した。育ち過ぎた身体は、彼のせいなのに……ヴィクトリアの頭の中は沸騰しそうになっている。

「震えていますね。アルファが怖いですか？」

　チェスターの身体から、むんとするほどの誘惑香が発散されて、多幸感に舞い上がってしまいそうだ。心の奥から幸せを感じる。まるで薔薇の花びらを詰め込んだ小舟で、小川を渡っているよう。現実感のない甘い香りの中で、幸福の国に送り込まれる旅人のようだ。

「怖くはありません、ただ……とまどっているだけ。あなたのことを、こんなに好きになってしまって……知らなかったの、あなたからも誘惑香が漏れていたこと。あなたが庭に来てから……わたくしの身体は変わっていったわ……あなたに反応していたのよ」

　たしかに、チェスターがランブルトン家に出入りするようになったあのころ、ヴィクトリアは体調と体形の変化に当惑していた。

「あなたが、わたくしの前に現れる前から、わたくしは愛の発芽を感じていたのだと思うわ」

「そうなのですか……これが運命の番つがいというものなのか……」

　雷に打たれでもしたかのようにチェスターの身体が硬直した。

「なんという幸福……私のほうこそ、あなたが好きです……愛しています。この世の誰よりも。わかってくださいますね」

　ヴィクトリアの言葉を拾い上げて、チェスターが噛みしめるように言う。ヴィクトリアがうなずくと、伸ばされた手がじかに胸の皮膚に触れてきた。手のひらの感触に、ヴィクトリアはびくりと身体をこわばらせた。

「庭仕事で手が荒れていて、嫌ですか？」

　さっと退けられた手を、ヴィクトリアは逃がすまいと掴まえた。

「いいえ、庭を鮮やかに彩るあなたの手が好き、わたくしを獣から守ってくれる手が好き、雨に濡れないように包んでくれて、わたくしのために薔薇を摘んでくれる……この手が大好きです」

　掴まえた手を、頬に押し当ててから目を見つめたまま滑らせて、口づけた。チェスターの目に涙が浮かんでいる。

「女神にそんな言葉をかけてもらって、私はもう死んでもいい。そうだ、死んでしまったら亡骸をランブルトン家の庭に……薔薇の庭園のヴィクトリアの薔薇の下に埋めていただきたい。私の身体は朽ちて、あの神々しいピンク色の薔薇を燦然と咲かせるでしょう。なんと素晴らしい」

　ヴィクトリアは眉をひそめた。チェスターの妄想はやはりずれている。

「あなたが死んでしまったら、誰がわたくしを守るの？　簡単に死ぬことは許しません」

　はっとしたように、チェスターがヴィクトリアを見た。

「そうでした。申し訳……」

　謝ろうとする唇にヴィクトリアが自らの唇を押し当てると、ヴィクトリアの体温が一気に上がった。一度、顔を離すと黒い瞳が爛々と燃えている。

「もう、謝らないで」

「ヴィクトリア様……」

　かすれ声でつぶやきながら、チェスターの手が背中を撫でて、そのままうなじに登ってきた。ふたりにとって、夏のこの夜は一生忘れられないことだろう。やがてチェスターはヴィクトリアに唇を重ねてきた。

　ヴィクトリアの頭を、チェスターの大きな手が包む。舌先が入り込んで、ヴィクトリアはたまらず彼の背を抱く。くちゅくちゅと音を立てて互いの舌を味わっているうちに、彼の身体から活力が注入されてくる感覚に囚われた。

　――これが、アルファの生命力？

　無尽蔵な体力だとランブルトン家の使用人たちを驚かせ、みなから一歩引かれていたチェスター。アルファは頭脳明晰であることとともに、病にかからないし疲労を感じることもほとんどないという。虚弱なヴィクトリアには想像もつかない逞しさを兼ね備えているのがアルファなのだ。

　うっとりとチェスターの唾液を味わうヴィクトリアから唇を離すと、お互いの表情が読み取れるまでチェスターは首を引いた。

「夢のようです。あなたが可愛くて……どうにかなってしまいそうだ」

　チェスターはヴィクトリアを横たわらせると、片方の乳房を手のひらで包みながら、薔薇色の先端に唇を近づけてきた。

「あ……あっ……」

　彼の舌がくるりと先端をなぞる。ヴィクトリアの背が弧を描いて跳ねた。

「甘い……柔らかい……舌先がとろけそうです」

　あくまで敬語を崩さないチェスターだが、興奮に息が上がっている。細い身体には不似合いなボリュームのヴィクトリアの乳房が、男の武骨な手で揉みしだかれ、吸われる。痛くはない、むず痒さと甘酸っぱいような心地よさに、ピンと乳首が固く凝るのがわかった。

「ああ……っ……あっ……チェスター」

　彼の身体からアルファの香りが爆発的に放たれて、ヴィクトリアは目がくらんだ。この香りはオメガにとっての媚薬だ。頭の芯がぐらぐらと揺れて、焦点が定まらない。その浮遊感は決して嫌なものではなく、絡んでいた鎖を解き放つような爽快感を伴っている。

「可愛い、美しい、尊い。そんなあなたから、強烈な誘惑香がします。だめだ、本能が出てしまう。あなたを私の下に組み敷きたい、畏れ多いのに……かみ砕いてしまいたい」

　遠慮がちだったチェスターの舌が、吸い出す動きになり、歯で甘噛みされるとヴィクトリアは腰を震わせ、チェスターのシャツの背をにぎりしめた。

「どうぞ……わたくしをお好きになさって。……わたくしもあなたの香りでおかしいのです」

　ヴィクトリアの言葉が切れ切れになる。これがアルファとオメガの交合。書物で読み、リオンから聞かされてはいたけれど、こんなにも悦びに溢れて多幸感に満たされるものだとは。

「ヴィクトリア様！」

　いまだ続く敬称にヴィクトリアは、ふるふると頭を振った。敬称などいらない、ヴィクトリアと呼んで欲しい。だが、そんな言葉が紡げる余裕はなかった。ヴィクトリアの仕草に油を注がれたのか、チェスターの手が腰から下半身の下着に伸びる。いつのまにかぐっしょりと蜜に濡れた下着の狭間を指がくぐるとヴィクトリアの腰はびくっと小さく跳ね上がってしまう。

「あっ、そこは……」

　彼の指が花びらを撫で、合わせ目をこすられただけでヴィクトリアのそこからは淫らな蜜が異様なほどにほとばしり、チェスターの手も下着もしたたかに濡らしてしまった。

　恥ずかしい。なぜあんなに淫水を噴き出したのかわからない。ただ、発露によっての満足感がすさまじい。チェスターは吹き出す蜜をものともせずに、指を動かし続ける。焦点の合わない瞳を漂わせながら、ヴィクトリアは下腹部からの水音を聞いていた。

　チェスターは、そんなヴィクトリアの顔をじっと見ている。羞恥と快感が入り混じって身体から力が抜ける。浅く潜り込んだ指で花びらを捏ねられて、ヴィクトリアは甘く蕩けていた。

「柔らかくて濡れています。できるだけゆっくりと傷つけないようにいたします、あなたの中に入ることをお許しください」

　濡れた下着を手探りで引き下ろしたチェスターが、横たわったヴィクトリアの脚の間に入ると自らの前立てを緩め、忙しなくシャツを脱いでいる。男性の裸体を見ることはためらわれてヴィクトリアがぎゅっと目をつぶっているうちに、硬い肉魂の先端が、薄い花びらにあてがわれた。

「ヴィクトリア……様、わが女神よ」

　ぐっと押し込まれて、その生々しい熱と体感に、どくりと心臓が跳ねる。

「うっ……」

　うっすらと目を開けると全裸のチェスターに気づき、また目を閉じた。彼の肩に伸ばした手が空を掴む。

「あっ……ひうっ」

　花びらを広げて、肉魂が粘膜の内側に入り込んでくる。大きく、猛々しい異物がヴィクトリアの体内を、ぐうっと割り開いた。

「ああっ、ああああっ」

　確かにチェスターは大柄で筋肉質の立派な体格をしている。その身体に見合っているのかヴィクトリアにはわからないが、女性の性器で受け入れられるものではないのでは？　とさえ思う。

　恐怖を伴う予感がヴィクトリアを震わせた。

「待って……大きいわ……こわい……」

　動きを止めたチェスターが、ヴィクトリアの頬から唇へとついばむようにキスをしながら囁いた。

「ええ、ヴィクトリア様。私のものはオメガ……それも運命の番でなくては受け入れられません。でも、あなたは私の運命の人、どうぞ受け入れてください」

　――ああ、そうだわ、チェスターはそういう人。

　チェスターという男は、常にかしずいているのかと思えば頑固だ。運命の番だと彼が言うのならそうなのだろうし、ヴィクトリアが受け入れられると思っているのなら、ここで「待て」は聞かないだろう。

「わかった……わ」

　チェスターの瞳が細められた。尻を抱え上げ、受け入れやすい体勢を整えると、ふたたび腰を進めてくる。

「ん……ああっ、あっ、あっ」

　腰を引き掴み、チェスターが更なる奥へと侵入してくる。灼熱のこん棒に体内を広げられていく感覚。ヴィクトリアが眉をひそめると、チェスターが腰を引き、また押し込んだ。

「あっ！」

　大量の蜜が噴き出して、同時にチェスターが、ぐぐっと奥まで挿入を果たした。なるほどまき散らすほどの淫水は彼の巨大なものを受け入れるためだったのかと思う。しかし、体内に受ける圧迫感は息もできないほどだ。

　頭が痺れていく、同時に強烈な快感が湧きあがってきた。彼の熱や質量がダイレクトに伝わってくるその感覚がヴィクトリアをどうしようもなく満たしてくれる。

「す……き、愛しているの」

　ひくひくとヴィクトリアは全身を痙攣させながら息を喘がせた。身体を埋め尽くしていく存在。アルファが自分の中にいる。それがヴィクトリアの心を占めていた男で、彼なら決してヴィクトリアを軽んじることなく大切にしてくれる。

「あなたが……アルファで……良かった」

　幸福感にうっすらと微笑みを浮かべたヴィクトリアを見たチェスターは、ぐっと口元を結んで小さくうめいた。

「ヴィクトリア様、もう耐えられない……動きます。お許しください」

　腰を引いたチェスターがふたたび突き入れた。

「あっ、……ああっ、く……ふっ、ああっ！」

　最初の衝撃とはまったく違う、痺れるほど甘い快感が波のように引いては押し寄せてくる。びくんびくんと背をのけ反らせるヴィクトリアの耳たぶを噛んでチェスターが囁く。

「痛くはないですか？　悦くなってきたでしょうか？」

　耳元で囁かれるだけで、首の産毛が逆立つ。

「ええ、ええ、とっても……」

　ヴィクトリアの返事を聞いて、チェスターの律動がますます激しくなった。

「あなたの肉体からだの中が、熱くて、柔らかくて……本当に私を受け入れてくれているなんて……毎晩、神にあなたが欲しいと願った甲斐がありました」

「か……神に？」

　揺すられながらヴィクトリアは涙をこぼした。

　この人の言うことは大げさでも嘘でもない。本当に毎夜ヴィクトリアを思って祈ってくれていたのだろう。

「ん……っ……ふっ……ぐっ」

　彼の抜き差しが心地良い。大きさには慣れず、受け入れるたびにかすかな恐怖はあるけれど、奥を突かれるたびにそこから広がる痺れがあまりにも気持ちよくて、どうにかなってしまいそうだ。

「チェスター……溶けてしまいそう……こんな……すごい」

　ヴィクトリアは新しい涙を浮かべながら甘い声をあげた。いつの間にか唇がふさがれ、深い口づけをしていた。興奮と息苦しさに彼の背中に必死でしがみつく。密着した身体からアルファのじゃ香に似た香りと、自分が放つ花粉を集めたような誘惑香が混ざり合って媚薬を焚いているかのように惑溺する。

「首筋を……噛んでも？」

　身体を繋いだままチェスターが問う。こくりとうなずいたヴィクトリアは、複雑に留められたチョーカーの留め金を外して、オメガにとって急所ともいえる首筋を晒した。

「ああ、神よ。感謝いたします」

　チェスターが感極まった声で神への感謝を捧げ、そしてヴィクトリアの首筋に顔を近づける。そこに、ふっと吐息が触れる。肌がざわめいた。

「あ……っ」

　彼が歯を立てた瞬間。かすかな痛みが皮膚に走る。ヴィクトリアは大きく目を瞠り、つうっと涙が零れ落ちた。それは一瞬のことだった。

　首筋からじわじわと熱が生まれ、彼の噛み跡から身体の中に不思議なエネルギーが入っていくような、自分が新しい自分に生まれ変わっていくような気がした。

「チェスター……わたくしは……あなたの番に……」

　涙の膜越しにチェスターの顔が、男らしく、美しく、どうしようもなく魅力的に見える。長く蓋をしていた恋心があふれ出して、ヴィクトリアは幸せだった。

　激しい快感がこみ上げてきたとき、チェスターが噛み跡をぺろりと舐めて、腰をぐっと突き入れた。一瞬の間のあと、腹の奥深くに熱いものが注ぎ込まれるのがわかった。

　どくどくと、彼の粘液が花びらの奥に注ぎ込まれていく。

「あ……あぁ」

　アルファの体液を身に受けて、ヴィクトリアの活力はますます増進したことが感じられた。彼と一体になって、なにもかもを受け入れてしまいたい。オメガの原始的な欲求がヴィクトリアを支配していた。これでヴィクトリアの発情香はチェスターにしか嗅ぎ分けられなくなる。今後は定期的にくる発情期をチェスターとの愛を交わしながら過ごせば良いのだ。

「チェスター……夢のようだわ」
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９．新しい朝












「ここは……？」

　まどろみから覚醒したヴィクトリアは、枕に頭を沈めたまま部屋を見回した。身に着けているシルクの寝間着は、ペパーミントグリーンのロングドレス型で確かにヴィクトリアの持ち物だ。ベッドカバーの上にはセットで作ったガウンが広がっていた。しかし、朝日の当たるこの部屋には見覚えがない。

　大きな窓に重厚な飾り縁がつき、壁紙もクラシックなアラベスク織りの布地が貼られている。広い部屋には続きの間まであるようだが、家具が極端に少ない。ヴィクトリアの寝ている寝台のほかにはふたり用のテーブルセットがあるだけだ。

　廊下に音がして、ドアがノックされた。

「は……はい？」

　慌ててガウンを羽織り、首元を隠す……。

　――あ、ないわ！

　常にうなじを隠し、守ってきた鉄製のチョーカーが外されている。そうだ、それはヴィクトリア自身が外したのだった。

「目が覚めましたか？　朝食をお持ちしました」

　ドアを開けて、ワゴンを押し、入ってきたのはチェスターだった。腕まくりをした白いシャツにサスペンダーで吊ったズボン。腰の位置が高いせいで、そんな姿がよく似合う。さっぱりと髪を整え、露出した黒い瞳がキラキラと輝いている。存分に欲望を叶えたあとの充足した表情なのかと思うと、自分の顔を両手で隠したくなった。

「チェスター……わたくし、ずっとあなたのお家に？　どうしましょう、無断外泊をしてしまってリオンに怒られるわ」

　ワゴンの上にはカバーのかかったポットと銀製のドームカバー、籠に盛られたパンから良い匂いが立ち上っていた。テーブルのそばにワゴンを置いたチェスターが、一歩、二歩とベッドに近づく。彼が迫ってくるだけで鼓動が跳ねた。

「ヴィクトリア様」

　ベッドに腰掛けたチェスターがヴィクトリアの肩を抱いた。

「可愛いことをおっしゃる」

　額に口づけられ、チェスターの匂いを嗅ぐとたちまち瞳が潤んだ。あまりにも魅力的で、彼を好きだという気持ちで空高く飛んで行ってしまいそうになる。

「無断外泊も三晩続きですし、初日にジャーメインがこちらに泊まることをランブルトン家に伝えに行っています」

「ジャーメイン？」

「最初の晩に迎えに出てきたフットマンです。家令のジェイコブさんが出ていらしたそうですが、利口な子なのできちんと説明してくれたようです」

　厳格で口うるさい家令のジェイコブに、あの少年はどんな説明をしたのだろうか？

　髪を撫でられて、彼の肩に頭を載せると、ヴィクトリアのおぼろげな記憶がよみがえってきた。

　――チェスターがアルファだとわかってから……わたくし……。

　何度も何度も身体を重ねて、それでもチェスターのみなぎる力は尽きること知らず。ヴィクトリアは欲しいだけ彼の生気をこの身に受けたのだった。

「そうだわ……わたくし」

「思い出していただけましたか？」

　喉が渇くと口移しで水をもらい、汗と体液で濡れた身体を浴室で洗われてはまた身体を繋ぎ、何度か肉や果物を口にした。

　まるで野生の獣のように、飢えを満たしてはまた抱き合ったのだ。

「恥ずかしいわ……わたくし、夢中で……」

　とうとう両手で顔を覆うと、手のひらが熱い。羞恥で頬に血がのぼっているのだ。自分からチェスターを誘惑して、三晩も淫らな姿を晒してしまった。

「私も夢中でした。あんなに素晴らしい経験は初めてだった」

　もう一度ヴィクトリアの頭を胸に引き寄せてチェスターは、真っ赤に染まった頬を撫でた。

「ヴィクトリア様の着替えや日用品を取りに、ジャーメインが何度かランブルトン家にお邪魔して、すっかりお屋敷の使用人と仲良くなったようです。今朝のパンはリオンさんからの差し入れですよ」

「リオンから？」

　籠いっぱいのパンを見ると、たしかにリオンの好きな街のパン屋のものだ。

「あなたも私も我を忘れていました。もっとこの時間が続けばいいと思っていましたが、ヴィクトリア様の望みはそれとは違います。そうですね？」

　チェスターに手を取られ、ベッドを降りながら、ヴィクトリアはとろりと溶けていた脳内が目覚めていくのを感じた。

「ええ、そうだわ。わたくしにはお仕事があります。四日もため込んでしまったのなら、早く帰って片付けなくちゃ」

　椅子を引いてヴィクトリアを座らせたチェスターは、眩しそうに目を細める。

「わかっています。そんなあなたが美しく気高くて、誰よりも愛おしいのです。さぁ、朝食を召し上がったら屋敷に戻りましょう。リオンさんがランブルトン家に私の部屋まで用意してくれたそうです」

「リオンが！」

　聡い上に情報収集が得意なリオンは、ジャーメインからチェスターの素性を聞き出したのだろう。

　――ランブルトン家で、チェスターと暮らせる……。

　向かいの席に座って、ポットのカバーを外し、ヴィクトリアのために紅茶を注いでくれる男。控えめで従順で、けれど野生の逞しさを持つこの人は、オメガを忌まわしい運命から解放してくれるアルファ。

　――もしや……。

　ありがとうと礼を言いながら、ヴィクトリアは熱い紅茶のカップを受け取った。

　――もしや、この方こそわたくしが待ち望んでいた生活をくれるのかもしれない。

















10．帰宅












「ヴィクトリア様、おかえりなさいませ」

　ヴィクトリア自身が運転する車の帰還に、玄関前にはすべての使用人が並び、出迎えていた。先頭に立っているのは、秘書のリオンと家令のジェイコブだ。

　助手席に乗っていたチェスターが、素早く運転席に回りドアを開けるとヴィクトリアは気まずい思いで大勢の使用人の前に立った。ヴィクトリアは屋敷から運ばれた杏子色のドレスを身にまとっているが、チェスターはいつもの庭師姿だ。

　ジェイコブが「なにかお言葉を」と瞳で訴えている。

　後部座席からチェスターのフットマンであるジャーメインが、トランクを抱えて降りると、ランブルトン家のフットマンたちが手伝いに駆け寄る。

「みなさん、突然に家を空けてごめんなさい。庭師のチェスターとわたくしは結婚したいと思っています」

　ヴィクトリアの口から知らされた決断に驚きの声が上がった。

「これからは我が家の大切な一員として迎えてください。職掌しょくしょうはこのまま庭師で、というのがチェスターの希望です。園丁長のヘイゼル、今後もよろしくお願いします」

　これにはリオンを始め、すべての使用人がざわつく。

「チェスター様は当主の旦那様になるお方。それが庭師のまま、それもヘイゼルの部下になるなんて」

　リオンが眉根を寄せてヴィクトリアに抗議した。

「ヘイゼルさんの技術をすべて伝授していただきたいと願っています」

　静かなチェスターの声に、一同は水を打ったように静かになった。彼らにとって変わりものの庭師という印象だったチェスターだが、孤高の令嬢のハートを射止めたとなると、突拍子もない行動や発言もすべて意味があったのだと合点がいったかのようだ。

「それから私のフットマンのジャーメインも、こちらでお世話になります」

　チェスターの紹介にジャーメインがにこにこと帽子を脱ぎ、ぺこりと挨拶をする。数人のフットマンとは顔見知りになったというジャーメインは、物怖じしない様子だ。誰に礼を尽くせばいいのか判断に困った使用人たちが、ヴィクトリアともチェスターともつかない方向に身体を向けて腰を落とす。

「では、わたくしはリオンと仕事を、チェスターはお庭に行きます。リオン、行きましょう」

　ヴィクトリアが使用人に会釈をしたあとにリオンを促すと、リオンが素っ頓狂な声を上げた。

「え？」

　それぞれの仕事場へと歩き出したヴィクトリアとチェスターが、足を止めた。

「ヴィクトリア様は、もうお仕事をする必要はないのでは？」

「なぜ？」

「……それは」

　ちらりとリオンがチェスターを見た。リオンの視線を受け止めたチェスターの前髪を夏の風が散らす。怖いほど精悍な瞳と男らしい眉が現れて、その場にいた人々は息を呑んだ。

「リオンさん。ヴィクトリア様のように仕事のできる人の才能を摘むことはありません。私たちはお互いにできることをします。それだけです」

　チェスターの頼もしい言葉にヴィクトリアは思わず微笑んだ。

「チェスター……」

　なんて素敵な人なんだろう、夏の空の下で見る愛おしい人は、何ともいえずに爽やかで魅力に溢れている。ヴィクトリアの胸がきゅうっと音を立てて引き絞られた。

「わかりました。今日は暑いのでサロンでこの四日間のご報告をさせていただいていいですか？」

　リオンの提案にヴィクトリアは屋敷に入った。本当はチェスターのいる庭で仕事をしたかったが、不在中の仕事のことも気にかかる。

　背中にはチェスターの視線を感じていた。刺すようだった彼のまなざしも今は気持ちよく感じる。愛し合う人のいる喜びと余裕とはこういうものなのか？






　＊＊＊






「僕は察しがつきました。チェスター様はアルファでソルモン家の一員、それも当主のレスター様の弟君なんでしょう？」

　なにも説明していないのに、リオンから小声で確認されヴィクトリアはおののいた。

「ジャーメインから聞いたの？」

「いえ、あの子もアルファかどうかまでは知りませんでした。でもソルモン家とチェスター様との関係についてはなんでも喋ってくれましたよ。お兄様は優しくて紳士的、チェスター様は天才肌で人付き合いが苦手……そこまで聞いて僕の頭のなかでピースがぴったり埋まりました。あぁ、すっきりした」

　ほんわかとした外見とは正反対にリオンは鋭い。

「家に帰ったら、ちゃんと説明するつもりだったのよ」

　もじもじとヴィクトリアが言い訳すると、リオンが口元を緩ませた。

「体調はいかがですか？　この四日間、抑制剤をのんでいらっしゃらないのですよね」

　冷たいレモネードを運ばせたあと、人払いをしたリオンが身を乗り出して聞く。

「ええ、でももうのまなくていいの。わたくしたち番つがいになったんですもの」

　頬を染めてヴィクトリアは報告した。オメガであるリオンは抑制剤をのまない愛の交歓がいかに激しいものなのか知っている。だから余計に気恥ずかしく感じていた。

「それなのに社長業はこれまで通りに続けるのですか？」

　リオンの細い眉が八の字に寄る。

「なにがいけないの？　チェスターもわたくしもそれぞれの仕事があるのよ」

「あ……あれ？　……えーっと」

　リオンがそわそわと言葉を探している。

「はっきり言ってちょうだい。教えてくれないとわからないわ」

　焦れるヴィクトリアにリオンは膝の布地で手のひらを拭いたり、首を左右に揺らしたり、まったく落ち着きがない。

「えっと……なにから話せばいいのか……」

「どこからでもいいわ」

　待っていられなくなったヴィクトリアは、甘酸っぱいレモネードをひと口飲んだ。

「おいしい」

「そうでしょう？　やっぱり、そうなんですね」

「え？」

「妊娠されたのではないですか？」

　リオンの言葉にヴィクトリアは首からかあっと熱くなった。

「そ、そんな……そんなにすぐに身ごもるものでもないでしょう？　レモネードだって妊婦だからじゃないわ、もともとの好物よ」

　アルファと番になったということは、即妊娠だとリオンは考えたのだろう。

「あなただって、ジェイミーという番がいるけど妊娠していないじゃない？」

　男性であってもオメガは妊娠できる。リオンとジェイミーは長い付き合いの末に番になったと聞く。それなのに子どもはいない。

「それはジェイミーが抑制剤をのんでくれているからです。それからオメガを妊娠させない薬ものんでますよ」

「オメガを妊娠させない薬ですって？」

　こくんとリオンがうなずいた。

「僕は小さいころから秘書になるのが夢で、学校でも秘書を専科に学びました。ランブルトン家ではオメガであることとともに、僕の能力を買ってくださって、お仕事にやりがいがありました。だから子作りは待って欲しいとジェイミーに頼んだんです」

「そんなに……アルファの方が気を遣わないとすぐに妊娠するの？」

　自分が子どもを持つなんて考えたこともなかった。いまは社長の仕事で手一杯だ、それは秘書の仕事に熱中するリオンと同じ。

「こんな話をするのって恥ずかしいんですけど、アルファの男性器って変わった形をしているでしょう？」

「変わっているのかしら？」

　恥ずかしさと発情の熱に浮かされて、はっきりとは見ていない。受け入れられないと恐怖するほど大きかったことは確かだった。

「アルファが抑制剤も避妊薬ものまずに性交したら、男性器の根元にあるコブが固定されて抜けなくなるんです」

「えぇ？」

「そういうところは野生に環るんです。オメガが確実に受精するまで長い時間離れません、そうではなかったですか？」

「……い、いいえ」

　目が回るような気持ちでヴィクトリアは胸を押さえた。自分自身が激しくチェスターを求めた記憶はある。もちろんチェスターも情熱的に応えてくれた。けれど、リオンの言うような獰猛な性交ではなかった。あれは、もっと甘くて、ロマンチックな……。

「ヴィクトリア様には先代から受け継いだホテルと屋敷、その大勢の従業員の生活を守る重圧が何年もかかり続けていました。副作用に苦しみながらも、本当に健気に社長業をこなしていらした。そして、ついに運命の番が現れたんです。チェスター様は優秀だし、家柄もよくて、なによりヴィクトリア様にぞっこんです。ならば、今後はチェスター様に家業を継いでもらって、ヴィクトリア様は子育てをされるときではないでしょうか？」

　まくし立てられて、違う意味で目が回った。

　――チェスターが社長になって、わたくしが子育てをする？

　無言のヴィクトリアに興奮気味なリオンが付け足した。

「ソルモン家について調べたところ、チェスター様のお兄様もアルファのようですね。優秀なお兄様の采配で、あちらのお家は何の心配もないご様子。アルファとオメガのペアは子だくさんになりますから、ランブルトン家にもアルファのお子が生まれるでしょう。そうなれば今後のホテル業もランブルトン家も安泰です」

　実際はチェスターの兄はベータである。けれど十分に優秀な人物らしい。リオンの語る華々しい未来は、完璧に聞こえる。

　――きっと、誰もがリオンのプランが最善だと考えるに違いないわ。

　自分自身でもそう思う。けれど、実際にヴィクトリアがそうなったらと思うと、身体にぽっかりと穴が開いたような空虚を感じる。

　――必死で営んできたホテルをチェスターに譲って、わたくしは子作りと育児に専念する……この屋敷で？

　ぶるっと肩が震えた。

「リオン、この話はこれでお仕舞いにしてちょうだい。さぁ、ローズ・ホテルの方から報告をして！」

「えっ、あ……はい。ヴィクトリア様」

　気を取り直したリオンは、書類をめくり始めた。ヴィクトリアの胸にはもやもやとしたものが湧きおこっていたが、ローズ・ホテルのあいかわらずの贅沢さと殿様商法に憤っているうちにいつしか頭の中は仕事でいっぱいになっていた。
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「ヴィクトリア様、お仕事をするとますます輝く。あなたは本当に不思議な女神です」

　夕食をダイニングルームで共にし、リオンが用意してくれた新婚の部屋にふたりで戻ると、チェスターがしげしげとヴィクトリアを見つめる。

　庭仕事から戻ってシャワーを浴び、準礼装であるディナージャケットにブラックタイという姿で登場したチェスターにヴィクトリアの方が驚いた。髪を撫でつけて形の良い額を出すと、チェスターの顔立ちは印象が変わる。きっとソルモン家ではいつもの服装なのだろう。しっくりと板についている。

「チェスター、ブラックタイ姿がとてもお似合いだわ」

　彼の姿がよく見えるように、わずかな距離を取ってヴィクトリアが言うと、おとなしく距離を守るチェスターが胸に手を当てた。

「そう言っていただけると窮屈な服を着た甲斐があります。でも、ヴィクトリア様にはなにか心にかかることがあるのでは？　食事中にときおり浮かない表情をされていました」

　――チェスターは、いつもわたくしをよく見てくれている。

　やはりリオンに言われたことが気にかかっていた。

「……あなたがランブルトン家の当主となって、采配を振るう方がいいのかしら。きっと、わたくしにできないことをやってのけるでしょう？」

　チェスターがぽかんと口を開き、すぐにぐっと引き結んだ。

「ありえません。社長も当主もヴィクトリア様です。あなたはこの屋敷と庭を司る美の化身であり、大陸中どんなに探しても匹敵するもののいない名社長です。庭とあなたを愛するだけの男に、いったい何を求めるというのですか」

　一歩、二歩。間を詰めたチェスターは雄弁だ。ヴィクトリアが身を引こうとするとチェスターは饒舌になる。

「どうか、お仕事に励んでください。私は決して邪魔になるようなことはいたしません」

　――あぁ、それでなのね。

　アルファの雄は、一度でオメガを身ごもらせることができる。しかし、チェスターはヴィクトリアの仕事を第一に考えて、本能を抑えてくれている。

　――これでいいのかしら……。

　ヴィクトリアには判断がつかなかった。明日も片付けなくてはならない仕事がある。ヴィクトリア本人が執り行えば内容に見合った時間で終わるが、リオンを代理執行人とすると、ひとつずつの承認に委任状が必要だ。そして何より、ヴィクトリア自身がチェックした内容でないと話は進めたくない。

　さばいていく書類や企画案は次々と終わりがなく、ヴィクトリアはこの二年で順調に仕事を覚えてきた。いまは仕事が楽しくなってきたところだ。

　ヴィクトリアを優先してくれるチェスターの態度も言葉も、心の底からありがたい。仰ぎ見てやっと目を合わせることのできる長身の彼に、ヴィクトリアは強烈な恋慕を感じた。

　――好き……。抱いて欲しい。

　チェスターの匂いとともに、彼から発散される強きものの気配が感じられる。

「チェスター。わたくし、あなたがいて幸せです」

　抱きついて、しっかりと彼に腕を回すと、膝裏を抱えあげられてベッドに運ばれた。

　――なにも考えられない……とにかくチェスターが欲しい。

　オールドタウンのチェスターの家で過ごした四日の間に、発情期は抜けたはずだったが、触れ合ってしまうとどうしようもなく甘い気持ちに支配されてしまうのだ。

　今夜のヴィクトリアは、首と肩を出したスリップスタイルのドレスを着ている。首を隠す必要がなくなったので、いつも襟に巻いていたストールもなく輝く肌をアクセサリーにしたシンプルな出で立ちだ。

「今日の服は……脱がせやすい」

　チェスターの手が背中のホックを外す。女性のドレスに不慣れな彼のために単純な形のドレスを選んだ。それが急に恥ずかしくなってヴィクトリアは両手で顔を覆った。

　チェスターは、肩紐を下ろして着々とヴィクトリアの服を脱がせていく。

「恥ずかしがらないでください。食事中から私はあなたの肩の美しさに気もそぞろでした。この二の腕もひじも手首も指先まで、緻密に作られた肌で覆われて、かぐわしい香りを放っている。そして私はドレスの下のこの乳房まで知っている。幸運過ぎて、命が削られてしまわないか心配です。どうぞ、少しでも長く私との蜜月を一緒に過ごしてください」

　うなじから肩、二の腕から顔を上げて乳房に顔を埋めたチェスターが、丁寧に舌を這わせていく。くすぐったいような官能に、ヴィクトリアの息が上がる。

「はっ……はぁ……ああっ、もちろんよ……好き、大好き。あ……そこはっ」

　乳房の先端を甘噛みされるとすすり泣くような声が出る。

「知っています。ここを嫌がっているようで、気持ちよくなっていること」

「いじわる……」

　顔を覆っていた両手を引きはがされて、頬ずりをされる。

「可愛い……ヴィクトリア様は、可愛らしい人だ」

　可愛いと言われることには慣れていない。チェスターにそう言われると、むず痒いような喜びを感じる。そしてヴィクトリア自身も、チェスターを可愛いと思う瞬間が訪れるようになっている。たどたどしい愛の言葉、手探りな性愛の営み、ヴィクトリアの乳房を吸う形の良い頭も丸くて可愛いと思う。黒髪を抱き寄せると、チェスターが顔を上げた。

「甘やかされると私の辛抱が効きません。ゆっくりと気持ちよくして差し上げたいのに」

　そんなふうに言われても、すでにヴィクトリアの花びらはぐっしょりと濡れて熱さえ持っている。早くチェスターが欲しい。

「時間をかけなくていいの。……もう、あなたが欲しい。待てません」

　チェスターの瞳の中で、ゴウッと音を立てて炎が燃え上がった。彼が手早くブラックタイを外し、ジャケットとトラウザーズを床に落とす。

「どの体勢がお好きですか、もうさまざまな形を試しています」

　興奮のさなか、正面からのあとに背後からという形も取った。向かい合わせに座ってみたり、チェスターの上でヴィクトリアが主導権を取ったことさえある。思い出すと全身が熱くなる。

「正面から、あなたの顔が見たいの」

　彼の黒い瞳が、燃え盛るさまを見ながらしたい。

　大きく逞しい腕の中に閉じ込められて、ヴィクトリアも彼を抱き返し、口づけながら交わりたい。

　慎重にベッドに横たえさせられると、チェスターの手がヴィクトリアを覆う最後の下着を抜き去った。せわしなく挿入の体勢を取ると、彼が手を添えて巨大な肉棒の先端を宛がっているのがわかる。

　――あ……男性器の形……。

　しっかり見ておかなくてはいけない。しかし、先端が花びらを分けるだけでぞくぞくする。これに貫かれる快感をもう何度も経験している。

「挿れますよ」

　ヴィクトリアの膝裏を持ち上げると、ふたつ折りにされて尻が浮き上がるほどの体位になる。そのときヴィクトリアは勇気を出して目を見開いた。

「あっ！」

　巨大だとイメージしていただけでなく、彼の肉棒の根元には大きく膨れ上がった瘤があった。その大きさはヴィクトリアの拳と変わらない。ヴィクトリアの視線を追って、自身の瘤を見ているのだとチェスターも気がついたようだ。

「大丈夫です、ヴィクトリア様。全部は収めません。身体にご負担がかかってはいけません」

「それは……根元まで入れたら……裂けてしまうから？」

　恐怖で目に涙を溜めたヴィクトリアが問う。チェスターが頬を紅潮させたまま、目を細めた。

「いえ、オメガ性はどのような形態であってもアルファの性器を受け入れられます。ただ、奥まで挿入して、膣に蓋をしてしまったら。その時は確実に妊娠します」

「確実に？」

　怯むヴィクトリアの膝小僧に、チェスターが口づけを落とした。

「いま、あなたは大切な時だ。社長として表に立ち、体調など気にせずホテル経営を思う存分やれる。私のマーキングは強い。他のアルファに狙われることもありません」

「でも、それではチェスターが満足できないわ。あなたの本能はどうするの？」

　目元だけでなく、口元に白い歯を見せてチェスターが笑顔を見せた。

「そこまで気遣ってくださるなんて、あなたはなんて優しいのだろう。あの四日間を思い返してください。深い挿入なんて必要ないほど繋がりました。今夜も許してくださいますか？」

　胸がいっぱいになった。

　チェスターは常にヴィクトリアを思い、現状を冷静に見てくれている。

　――なにもかもまかせよう。

「はやく……」

　ヴィクトリアは、自ら太ももを持って谷間を晒した。羞恥と興奮に鼓動が胸を激しく叩いて苦しい。

　位置を合わせたチェスターが、ヴィクトリアの膝裏を押し広げ、ぐっと先端を押し込んでくる。

「あっ、あああっ……大きいっ」

　熱を持った先端の丸みに身体を開かれていく感覚。腰から背中まで痺れた。身体の中心に杭を打ち込まれているような衝撃があるのに、すごくいい。花びらの隙間から淫水が噴き出して、チェスターの動きがなめらかになる。

　ヴィクトリアが快感のままに潮を吹き、花びらは離すまいとチェスターを咥え込む、乱れる姿をじっと見つめられていることに気づくと、ヴィクトリアは脳が沸騰した。

　――こんな痴態を……見られている――！

　結合部がチェスターに丸見えで、さらにチェスターは理性を持ってすべてを収めないように調整している。そう考えると恥ずかしくて、彼が愛おしくて、息苦しいほどに興奮した。

「欲しい……ぜんぶ、欲しい」

　巨大な性器の根元まで、そして彼の子種が欲しい。

　うわごとのように、睦言を繰り返すヴィクトリアの願いはその夜も叶えられなかった。

















11．別離と巣作り












　これまで、ランブルトン家が経営する三つのホテルの支配人たちは、犬猿の仲であった。

　煌びやかな建造物をかまえるローズ・ホテルの支配人は、あきらかに他のホテルを見下していた。

「あんなビジネスホテルや、ままごとホテルと一緒にして貰っては困る」

　商工会の集まりでも、彼らは歓談したりしない。

　上唇の真上だけに口ひげを蓄えたローズ・ホテル支配人のカーク・エバンスは、鷲を連想させるぎょろりとした目と高い鼻の上品な老紳士で、よく通る声で言いたいことを言う。

　ビジネスホテルとカークが称したのは、主要駅の正面に半円を描いてそびえるランブルトン・ホテルだ。創業者の名を冠する巨大なホテルは、二百の客室を誇る。貴族階級の利用はもちろん、新大陸の商人にも好んで利用されている。

　ランブルトン・ホテルの支配人は、いつもにこにこと人当りの良いアンソニー・モーガンという中年の紳士である。彼は常に温厚で腰が低い。しかし、内心では三つのホテル、いや、国内のどのホテルよりも収益を上げていることに誇りを持っている。ローズ・ホテルは確かに格式の高いホテルだ。荘厳な建物に、スイートルームのみの客室展開、それに贅沢な社交場であるボールルームまで併設している。だが、採算度外視で収益は低い。ホテル・ファバァーは趣味に走って客を選り好みする。あれはサービス業の風上にも置けない。優しい笑顔の下、彼の中では三つのホテルの順位は決まっていた。トップがランブルトン・ホテル、次がローズ・ホテル、最下位がホテル・ファバァーだ。

「ローズ・ホテルの赤字はウチが埋めておりますし、ホテル・ファバァーはいまに潰れてしまうんじゃないでしょうか？　あっ、そんなことを言っちゃいけませんねぇ」

　取り巻きの商人がどっと笑う。

　アンソニーの敏腕さを褒めそやしにきた経営者たちに、老舗ホテルの支配人は砕けた様子で笑顔を見せる。

　アンソニーに先行きを案じられているホテル・ファバァーはヴィクトリアが社長になってから支配人が変わった。ノア・ブレーブスは、インテリアデザイナー出身で国内に小さなホテルをいくつも設計してきた職人かたぎの男性だ。ホテル・ファバァーは、街中から離れているうえに、他の二つのホテルと比べて圧倒的に規模が小さい。

　商工会の集まりにもノアはほとんど顔を出さない。

　確かにノアの差配するホテル・ファバァーは小規模ではあるが、新鮮な野菜や魚を中心とした健康的な食事と、各部屋がそれぞれノアの渾身のデザインで彩られた洒落たホテルとして急成長している。今年三十歳になったばかりのノアは三人の支配人の中では最年少ではあるが、美的センスは突出している。彼の手掛けたホテルの評判を聞いたヴィクトリアが、リオンを通じてスカウトしたのがノアだった。

　商工会の会合は、毎回ランブルトン家がローズ・ホテルのメインダイニングを提供して会議の前に酒や軽食も用意しての宴会となる。

　ほぼパーティーといえる集会に、ヴィクトリアは社長就任以来、初めて顔を出した。

「おお、ヴィクトリア社長」

　ランブルトン・ホテルのアンソニーが如才なくヴィクトリアをエスコートしに駆け付けた。

「会議にお越しになるのは初めてではないですか？　あぁ、一段とお美しくおなりだ。リオンさんのお世話が行き届いているからでしょう。美しい社長と秘書のおふたりにいつも感謝しておるんです。ランブルトン家に幸あれ！」

　給仕が差し出すシャンパングラスをヴィクトリアとリオンに渡したアンソニーは、杯を高く掲げて、大げさに胸に手を当てた。

「もう、出歩いても体調が悪くならないのでしょうか？」

　アンソニーの陰から現れたカークが苦虫をかみつぶしたような表情で尋ねた。カークはローズ・ホテルの支配人である。リオンを通じて経費削減の提案ばかりしてくる女社長はカークにとって目の上のたんこぶだ。

「これまで代理人ばかりに出席させてごめんなさい。わたくし、この夏からすっかり体調がよくなりました。これからはちゃんとホテルに顔を出すようにいたしますわ。どうぞご指導くださいましね」

　小さなシルクの帽子からプラチナブロンドの波打つ髪がこぼれる。

　若草色の薄手のドレスの上に、繊細な刺繍のされた同色のジャケットを着たヴィクトリアが、甘くやわらかな声で微笑みかけた。

「ローズ・ホテルの運営に関しましては、どうぞお任せください」

　にこりともせずにカークは答えた。ランブルトン・ホテルのアンソニーは笑顔を崩さないまま「ウチは忙しいですので、お気遣いなく」と、言外に邪魔だという態度だ。

「ノアさんは今日も欠席ですか？」

　リオンがふたりの支配人に尋ねると、同時に肩をすくめた。仲が悪いものの、ノアへの風当たりが強いことに関しては息が合っている。

　ヴィクトリアがお抱えホテルの支配人との挨拶を終えたと見るや、街の有力な経営者たちが群がってきた。

「ヴィクトリア様、お初にお目にかかります」

「ヴィクトリア社長、お父様に大変お世話になったものです」

「おい、私が先にお話するのだ。あなたは後にしてください」

「ヴィクトリアさまぁ、ご紹介したい人がいるのですが」

　次々に声を掛けられて、収集がつかない。

「みなさん、ヴィクトリア様は、今後すべての商工会パーティーに参加しますので慌てなくていいですよ。ネームカードをお持ちの方は僕がお預かりします」

　リオンがそう言うと、紳士たちは一斉にカードにメッセージを書き始めた。

「助かるわ、リオン。急に挨拶されてもお顔を覚えられないもの」

　小声でヴィクトリアが礼を言い、リオンがうなずく。

「帰ってカードを見ながら説明します」

　その夜、夕食後のヴィクトリアとチェスターは、リオンの解説で商工会のメンバーについておさらいをした。

「大きな商店や工場の社長ばかりですね。さすがヴィクトリア様にネームカードを渡すだけのことはある」

　ヴィクトリアの隣で、身体を半分重ねるように座るチェスターが目じりを下げる。

　彼は今日、庭木の高低差を計算して刈り込み、まるで空中に木が浮いているような一角を作り上げた。ヴィクトリアは帰宅後にすぐ見学に行き、チェスターの造った空中庭園に息を呑んだ。そこはランブルトン家の風雅な庭の中で、異空間を生み出していた。

「私もやっと空中庭園の造り方を教えてもらいました」

　伝統に則った花の配列や植樹、端正な庭にチェスターが配した空中庭園は不思議なほどに馴染んでいる。

「素晴らしいわ、ヘイゼルにしかできないと言われていたのよ」

　ヴィクトリアはそっとチェスターの手を引き寄せると、まだ草の香りが残る指先にキスをした。チェスターは満足しきった表情で、ヴィクトリアの髪を撫でた。

　――完全無欠の幸せ……これが、幸せの絶頂だわ。

　夕日に染まる空中庭園を作り上げた愛しい人。彼はヴィクトリアの庭を心から愛して、ヴィクトリア自身も余すことなく愛のるつぼに落とし溶かす。

　毎夜の甘い交わりによって、ヴィクトリアは健康そのものであるし、家は彼が守ってくれる。仕事は楽しくやりがいがある。生まれて初めて、ヴィクトリアは旺盛な意欲とそれに見合う体力を同時に持ち合わせた。

　一歩踏み出すだけで踊り出してしまいそうに心が浮き立つ。

　サロンで食後のブランデーとチョコレートを摘まみながら、今日、渡されたカードの名前とランブルトン家のどのホテルと関係が深いのかリオンがカードを並べ直す。どれも錚々たる顔ぶれだ。

「商工会議をローズ・ホテルで行うのも確かに交流面ではいいのかも知れないわね。明日はノアのホテルを視察するわ。会議に顔を出さないなんて、どうしたのかしら」

「ヴィクトリア様、ホテル・ファバァーは遠いですよ。お疲れになりませんか？」

　心配するリオンにヴィクトリアは微笑みかけた。

「こんなに体調がいいのは子どものころ以来なの。チェスターのおかげよ。お薬をのまなくて済むのは素晴らしいことだわ」

　うっとりとヴィクトリアを見つめるチェスターに、リオンはもの言いたげな表情を一瞬で引っ込めた。

「では、明日は午前中に行くとノアさんに伝えておきます」

　リオンが席を立つと、チェスターはヴィクトリアを抱き上げて寝室へと運んでいった。
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　訪問したホテル・ファバァーでは、ノアがしなしなとヴィクトリアを出迎えた。前身ごろと後ろで柄違いの変わったジャケットを細身の身体で着こなして、光沢のあるトラウザーズには花の地模様が紫色の生地に浮かんでいる。

「ヴィクトリア社長、ようこそいらっしゃいました」

　玄関から裏庭までが抜けた回廊のような造りのロビーは、こぼれんばかりの花が飾られて、しばし足を止めて青空と風を感じていたくなる。

「おひさしぶりね、ノア。やはりここは素敵なホテルだわ」

「恐れ入ります。お美しいヴィクトリア様の感性を拾い上げると、このホテルの形になりました。リオンさんにいつも厳しくご指導いただいていますが、最近では著名なお客様もお忍びでいらっしゃいますよ」

「僕はそんなに厳しくないよ、ノアさんがちょっと趣味に走り過ぎているから、ほんのちょっと軌道修正しているだけです」

「ほんのちょっと、ね」

　ノアがおどけた表情で笑った。

　中庭にいくつか出されたテーブルには、やはり生花が飾られて華やかだ。紅茶の用意されたテーブルに案内されながら、リオンとノアは親しげに軽口を交わしている。

「ふたりは仲がいいのね」

　引いてもらった椅子に、ありがとうと腰掛けたヴィクトリアは意外そうに言った。ホテル・ファバァーの経営についてリオンの報告は常に辛口だったが、たしかにノアは面白い男だと付け足していた。

「僕は美しいものが大好きですから、ヴィクトリア社長とリオンさんの組み合わせなんて、よだれが出そうなほどの好みです。さらに、このホテルに美術品を購入するときにも、ご理解いただけて光栄至極でございました」

　神妙にノアが胸に手を当てる。

「ほら、掴みどころがないでしょう？　とはいえ美的感覚も人脈の広さも人並み外れているんです。最近ではどんなお友達ができたか教えてよ」

　メイドが運んできたヨーグルトの菓子を、珍しそうにスプーンで掬いながらリオンが聞いた。

「昨日まで新大陸からオールモータースの社長がご家族でいらっしゃったんです。奥様のお部屋の改装をしたことがあったので、十五歳のお嬢様もこのロビーを大変お気に召して、夏じゅう……およそ一か月、滞在していただきました」

「わざわざ海を越えてまでの長期滞在？　嬉しいわね。英気を養っていただけたかしら？」

　おもてなしによって、ヴィクトリアの大好きな車産業が盛り上がってくれたら嬉しい。

「ええ、とても。ただ、お引き上げが少々バタついていらして。なにやら保有株がキャンディひとつ分下がったとおっしゃっていました」

「キャンディひとつ分？」

　リオンとヴィクトリアは顔を見合わせた。

「なにかの予兆なのかも知れないわ」

「でも、明日には跳ね返すかもしれないでしょう？」

　ノアがヴィクトリアを励ますように胸の前で両手を振った。

「そうかもしれなくても、経済は小さなことにも目配りを効かせておかなくちゃ。ノア、ホテル・ファバァーはこの調子で営業を続けてちょうだい。商工会にも参加してね」

　ヴィクトリアが立ち上がるとリオンも続く。

「みごとなワーカホリックぶりですね、ヴィクトリア社長。僕は支持します、ずっとついて行きますよ」

　ノアの応援に、ヴィクトリアはにっこりと微笑んだ。

「ありがとう」
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　株価の大暴落は半年後に訪れた。

　恐慌が起こり、すべての株式が暴落し、ランブルトン家も保有株が値下がりしてストック資産が激減してしまった。

「来るとは思っていたけれど、現実に数字を見ると恐ろしいわ」

　経済紙を広げるヴィクトリアの手が震えている。

「ヴィクトリア様なら、どんな危機も乗り越えられますよ」

　朝食の席で、チェスターに見つめられて、ヴィクトリアは頬を染めた。一緒に暮らし始めて七か月が経つ。ランブルトン家の庭も冬を越えて、二巡目の春が訪れている。

「チェスターのアドバイスのおかげで、現状維持はできているのよ。ノアのホテル・ファバァーは長期滞在のお客様がほぼ自宅として使ってくださるから心配はいらないわ。ランブルトン・ホテルも価格を抑えたことで却って収益が上がっているし……あとはローズ・ホテルだけ、でもこの先をどうしたらいいか……」

　半年前からチェスターは経営についての相談に乗ってくれている。彼はすぐにランブルトン・ホテルの宿泊費値下げを提案してきた。ただし、どんなときにもヴィクトリアの意見が最優先なのは変わらない。

「不況下、ロケーションは最大の武器です。ランブルトン・ホテルはイペメリア駅の正面であるとともに客室数がこの国一番。手を尽くして常に満室を心掛けることです」

「そうね、ワンランク下のホテルに泊まっていたビジネスマンを呼び込めたら、収益は安定するわ。でもわたくしは、もっと事業を拡大したいの。ローズ・ホテルには可能性があるわ。あの豪華なバンケットルームの使い方を、発展させられないかと思うのよ」

　目を輝かせるヴィクトリアにチェスターの目が潤んでいる。

「チェスター？」

　首をかしげると、指で涙をぬぐったチェスターが頭を振った。

「感激してしまいました。あなたは美しく、優しく、そして聡明で、まるで女神のようなお姿をしているものの、商売熱心で野心家だ。魅力に溢れすぎていて愛しくて、私の胸がつぶれてしまいそうなのです」

　胸の痛みに耐えかねるとでも言うように、チェスターが手を心臓に当てた。

「チェスターったら、大げさだわ」

　ヴィクトリアへの礼賛は今に始まったことではないが、彼と過ごす時間に溢れんばかりの愛情表現をされると心が癒される。

「国際会議のパーティーを請け負うというのはどうでしょう？」

　しばし考えたチェスターが、アイディアを出した。

「スケールの大きなお話ね」

　たしかにローズ・ホテルであれば従業員の教育や設備は充分に行き届き、どんな貴人を招いても恥ずかしくない。

「でも、どうやって会議を受注するの？」

　そんな一大事には、相応の根回しが必要だ。

「リタイアした両親が外遊中でして、あちこちの貴族議員と旧交を深めています。経済政策について、わが国で会議を開いては？　と進言してもらいましょう。もちろんローズ・ホテルで」

　ヴィクトリアはため息をついた。

「……さすがソルモン公爵ね」

「公爵家のつてを使うなら、貴族や名家の結婚披露宴をホテルのバンケットルームで行う流行を作ってみては？　そろそろ幼馴染みたちが結婚するので持ちかけてみます。そういうことは兄が得意なので、頼んでみましょう」

「貴族のみな様は、それぞれのお城で挙式するって聞いているわ」

「若い世代は、新しいことが好きです。当日が雨や悪天候でもホテル内なら快適です」

　従兄のガーデンウェディングが雨に祟られた話をユーモラスに語られて、ヴィクトリアは「お気の毒ね」と言いつつ笑ってしまう。

「たよりになるわ、チェスター」

　テーブルの上で手を伸ばしたヴィクトリアが、彼の手を握る。大きな手は愛情をこめてヴィクトリアの手を握り返した。

「あなたにそう言っていただけるのが、なによりも幸せです。落ち着いたら、私たちの披露宴もローズ・ホテルで行いましょう」

「素敵、お花でいっぱいに飾りましょうね」

　目を見合わせて微笑むと、胸苦しいほどの愛おしさがこみ上げてくる。

　――でも……。

　チェスターは、まだアルファとオメガの子作りを行っていない。アルファ性を持つものにとって運命の番つがいといえる伴侶ができたら、すぐにでも孕ませるのが本能なのに。

　――我慢させているんだわ。

　でも、今は会社の窮地でありヴィクトリアの社長としての百パーセントの力をホテル経営に捧げなくてはならない。

　――チェスター……ごめんなさい。

　心の中でひっそりとヴィクトリアは謝罪していた。
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「チェスター、お兄様からお手紙よ」

　三月に入ったある日のこと、季節外れの暖気によって暑いほどの朝を迎えた。

　いつものように車で離れに向かったヴィクトリアは、途中でチェスターを見つけて窓を開けた。

「ヴィクトリア様」

　額の汗を拭ってチェスターが嬉しそうに笑う。早朝から大掛かりな植え付けがあるというので、ヴィクトリアが眠っているうちにチェスターは庭に出ていた。

　二十人ほどの植林師がチェスターの指示に従って木を植えている。

「みなさん、しばらく木陰で水を飲んでください。からっとしているからと油断すると目を回しますよ」

　思いがけないほど大きな声でチェスターが給水を指示すると、庭師たちはヴィクトリアに挨拶をして、それぞれが休憩に入った。

「ヴィクトリア様、ごきげんよう」

「ヴィクトリア様、ようこそお越しくださいました」

　ヘイゼルが満足げに秘蔵の弟子であり、当主の婚約者であるチェスターの動きを見ていた。彼の表情は穏やかだ。

「喉が乾いていなくても水は飲んでください。今日は二時間ごとに休憩とします」

　木々の中をチェスターの若々しい声が響く。三か月はスキップしてしまったような天候による植林師たちの体調を気遣っているのだ。以前の、周りを気にせずどんどん仕事を進めていたチェスターとは大違いだ。

　統率力に欠けると自己評価していたチェスターだが、いつしかこの庭のリーダーとなっていた。豊富な知識と並外れた技術は知れ渡り、師匠のヘイゼルを立てる姿は好もしく、さらには当主の婚約者でもあるのだ。庭師だけでなく、すべての使用人がチェスターに信頼を寄せるのに時間はかからなかった。

　ドアを開けて車を降りるヴィクトリアを、革製の手袋を脱いだチェスターが恭しくエスコートした。

「夏のようなお天気ね」

　薄手のドレスを着たヴィクトリアは、日差しを手の甲で遮った。

「日焼けしてはいけません、どうぞ木陰に」

　ヴィクトリアを案内しながらも、まなざしは突然勢いを増した太陽より熱い。

「はい、これがお兄様からのお手紙よ」

「わざわざありがとうございます」

　ヴィクトリアの渡した手紙の封蝋を、チェスターはあっと思う間もなく剥がしてしまった。

「ここで読んでしまうの？」

　プライベートな内容かもしれないのに、チェスターには隠す気がないらしい。

「兄がなにを言ってきたか、気にされているのでしょう？」

　率直な言葉で言われて、かぁっと血が上った。

　チェスターの言うとおりだった。ソルモン家からの手紙と知ってから、落ち着かずに自らチェスターのもとに持ってきた。まさか目の前で開封してくれるとは思ってもいなかった。

「そ、そうね。気になるわ……」

　もじもじとうつむくヴィクトリアの指を、きゅっとチェスターの手が摘まんだ。

「なんて可愛らしいのでしょう」

　耳元に囁かれて、涙が浮かんでくる。どうしたことなのか、最近ヴィクトリアはおかしいのだ。チェスターの挙動ひとつに気持ちが落ち着かなくなる。恋しているのだ。いや、これは恋などと生易しいものではない。彼を欲している、視線の端に彼の姿がないと落ち着かないし、かといって目にしてしまうとチェスターの足元にひざまずきたくなるほど崇拝しきっている。これがアルファの魅力とか吸引力などと巷で噂される力なのだろうか？

　王者の気品を備え、むんと匂い立つほどの性的な力を持っているチェスター。

　瞳を潤ませてヴィクトリアが見つめる先で、彼は兄からの手紙を開いて読み始めた。

「ああ、なるほど」

　一読したチェスターは手紙を折りたたむと、封筒の中に戻した。

「お兄様は……なにを？」

「不況で屋敷の人員整理をしなくてはならないそうです。かなりの数の使用人にも辞めてもらわなくてはいけない。少しでいいから手伝ってほしいと……兄は優しいので、解雇なんてとてもできないらしいのですよ」

「まぁ、そんなことに……」

　チェスターの兄であるレスターとは、まだ面識はない。ベータである兄を当主にするために、自分たちの属性をいつわってチェスターはランブルトン家に来た。

「ヴィクトリア様は気になさらないでください、私はこの庭の仕事があるし、レスターにはレスターの仕事があります」

「でも……」

　ヴィクトリアとチェスターが結ばれた夜にはレスターは帰宅を促しにチェスターのもとに訪れていた。ソルモン家といえば田園地帯でも一、二を争う貴族の家柄だ。そんな家で人員整理だとは、想像を絶する危機に面しているのではないか？

「お兄様がお呼びになっているんでしょう……チェスターもお家のことが気にかかるのではない？」

　チェスターの両親は外遊中だと聞いた。いま、レスターはひとりで屋敷の整理に奮闘しているはずだ。

「行って差し上げてもいいのよ。わたくしや庭のことは大丈夫です」

　ぐっと唇をかんでヴィクトリアが言うとチェスターが首を振った。

「兄や家のことは心配ですが、私はあなたと一日でも離れていられません」

「チェスター……」

　安心感と気づまりがヴィクトリアの表情を曇らせていた。そばにいて欲しいのは素直な気持ちである。けれど、チェスターという優秀な人材をランブルトン家で独占していいのだろうか？
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　二日後、思わぬ客人によってヴィクトリアの懊悩はさらに深まった。

「門番からの連絡です。ソルモン公がいらっしゃいました、車三台でこちらへ向かっているそうです」

　いつも冷静な家令のジェイコブも、突然の大貴族の訪問にうわずった声で報告をしに来た。ヴィクトリアは離れで仕事をしようと、必要な書類を集めているところだった。

　――チェスターを迎えに来たんだわ。

　先日の手紙にチェスターは帰宅しないと返事を書いている。

「お茶をご用意して、こういうときは応接室かしら？」

　公爵家であるソルモン家は親類に大公や王族まで連なる高位の貴族だ。ランブルトン家は莫大な資産を持つとはいえ、爵位のない商家である、どのように貴族の当主を迎えたらいいのか見当もつかない。

「ご連絡をいただいていれば、応接間を改装してお待ちしましたが、お約束のないご訪問ですので普段通りの応接室でよいかと。チェスター様をお呼びしますか？」

「そうしてちょうだい」

　メインロビーに出迎えに行くと、ちょうどソルモン家の車が車寄せについたところだった。前後の車には側近が乗っているらしい、最後部の車からボディガードと見受けられる屈強な男が降りて、中央の車の後部ドアを開けた。

　――この方が、チェスターのお兄様！

　チェスターから、兄はベータであると聞かされていた。けれど、その堂々とした身のこなしや知的な面差しから漂う雰囲気は、どう見てもアルファとしか思えない風格がある。

　降りてきた男性は、田園地帯の紳士が好んで着るラウンジスーツにシルクハットをかぶっている。襟元には国王陛下からの勲章、ウエストコートのボタンには、金時計の鎖が煌めき、鎖の先端にはソルモン家の家紋であるライオンの顔が彫られている。

「ソルモン公。ようこそいらっしゃいました」

　ふわりと腰を落として挨拶をすると、チェスターの兄であるその人が、ヴィクトリアの手を取って恭しくキスをする。

「突然の訪問をお許しください。チェスターの兄のレスター・ハウエル・チャールズ・オブ・ソルモンと申します」

　長い名前にヴィクトリアは、うなずいた。

「ヴィクトリア・ランブルトンです。わたくしが応接室にご案内いたしますわ、護衛の方はラウンジがありますのでバトラーに案内させます」

「あなたが、直々に？」

　きっと貴族の館では、客人を応接室に長く待たせてから満を持して主人が登場するのであろう。

「わたくし、もったいぶったり不合理だったりすることが苦手ですの」

「なるほど」

　こちらへと、案内するとレスターがついてくる。

「ローズ・ホテルのバンケットルームに、御親族の結婚披露宴をご紹介くださってありがとうございます」

　まだ正式な申し込みはされていないが、レスターが声を掛けてくれたと聞いている。

　並んで歩きながらヴィクトリアが礼を言うと、レスターはシルクハットに手を当てて微笑んだ。

「従兄の結婚披露宴でずぶ濡れになった公爵の長男なんです。ホテルならあんな災難には遭いませんと勧めたら、納得していましたよ」

「ご利用を期待しますわ」

　仕立ての良いスーツが似合っていて、背はわずかにチェスターより低い、顔立ちは整っていてチェスターと似ていなくもないが、瞳の色が茶色だからか柔らかい印象だ。

　応接室で暖炉の前のソファと葉巻を勧めると、レスターは寛いだ様子で座った。

「葉巻はチェスター同様嗜みません。お約束もなく失礼は十分承知でしたが、どうしても急ぎの用があって、麗しのヴィクトリア嬢にお目通りをお願いしたかったのです」

　紅茶が運ばれ、ヴィクトリアとレスターは向かい合って座り、ふたりきりになった。

「お手紙をいただいたことは、わたくしも存じております」

「そうですか、それでも弟を返してくださらない？」

　真っ直ぐに見つめられて、ヴィクトリアはたじろいだ。

「それは……チェスターの意思に任せたいと思っています」

「意思……。チェスターは庭仕事をしていてあなたは社長業を続けている。アルファとオメガなのですよね？　運命の番つがいが現れるまで結婚はしないとチェスターは家を出た。そして運命のあなたに出会ったのだと私は思っていました。どうやら違うようだ。ふたりが出会ってもうすぐ一年、とっくに妊娠していてもおかしくないのにチェスターはアルファ性を制限しているということだ。実に不思議です。ならばしばらくの間……そうですねせめて半年。チェスターにソルモン家を助けさせてやってくれませんか？　我が家はチェスターなしでは今を乗り切れない、しかし、あなたにチェスターは必要ない、そうでしょう？」

「わたくしに……」

　――チェスターは必要ない？

　そんなことがあるはずはない、六年間抑制剤の副作用に苦しみながら生活してきた。チェスターが現れて愛し合ったから、今のヴィクトリアは健康でいられる。

　瞳をとまどわせて、レスターへの返事を考えた。確かに今、ヴィクトリアは幸せだ。しかし、新大陸から押し寄せた恐慌の波は、イペメリア国をも呑み込んで、相場の急落は目も当てられない状態だ。商業は成長を止め、景気の冷え込みとともに国中の消費が激減した。ランブルトン家も経営にテコ入れをしなければ危うい。ソルモン家の危機……チェスターは両親が健在で、彼らの生活も気にかけなくてはならない、そして田園地帯のソルモン公爵家には屋敷と果樹園を世話する使用人がランブルトン家と同じぐらい？　いやもっといるはずだ。

　レスターの真剣な表情は、そのすべての人々に対する責任感が漲っている。

　――お兄様の気持ち、よくわかるわ。ひとりでは決められないことが山積しているはず……お兄様の言うとおり、チェスターはわたくしに遠慮して子を成さないでいる。それはわたくしがひとりでも仕事をしていけるようにという気遣い……。

　理性では、それぞれの持ち場につくべきだと理解している。けれど肉体は、それでいいのかと悲鳴をあげていた。

　――今は、わたくしとチェスターの人間力が試されるときだわ。

　そこに部屋のドアがノックされた。

「ヴィクトリア様、チェスター様がお越しです」

　ジェイコブの先導でチェスターが入室した。いつものジャケットにブーツという作業着姿だ。

「レスター、突然だな。あぁ、もうヴィクトリア様とは話をしているんだな」

　屈託のない表情で兄と抱擁を交わし、すぐにヴィクトリアに歩み寄ったチェスターは、隣に腰掛けると、とろけるような笑顔を向ける。緊張がゆるみ、涙が出そうになった。

「約束もなく失礼しているよ」

　茶色の瞳を細めたレスターの声は明るい。兄弟仲の良さがさりげない会話に感じられる。

「いいんだ。早くヴィクトリア様を紹介したかった。夢を見ているのかと思うほど綺麗な方だろう？　美しいだけでなく、賢く優しく、可愛らしさまで兼ね備えている。レスターもヴィクトリア様の魅力に驚いているだろう？　そうだ！　ランブルトン家の庭も素晴らしいんだ、ぜひ見ていってくれ。ヴィクトリア様とこの屋敷の庭が私にとっての宇宙に等しい」

　興奮に言葉数が圧倒的に増えている。チェスターの宇宙の中心はどんなときにもヴィクトリアだ。弟の饒舌さにあっけに取られたレスターの口元がわずかに緩んだ。

「いつもだんまりなのに、ヴィクトリア嬢と庭のこととなると雄弁だな」

　背筋を伸ばして、ソルモン家という大貴族の兄弟を見ていたヴィクトリアは、ごくっと喉を鳴らし、腹に力をこめて言葉を発した。

「チェスター、お兄様はあなたをお迎えにいらしたのよ。ちょうどホテルの再建案ができあがったところですし、チェスターはソルモン家のお手伝いをするべきではないかしら？」

　隣に座る愛しい人の手をぎゅっと握ると、チェスターが茫然とヴィクトリアの顔を見つめた。

「え？」

　じっと見られることには慣れてきたけれど、真意を汲み取ろうとさぐる視線にヴィクトリアは目を逸らした。

「私が……ソルモン家に戻った方が良いと？」

　チェスターの声がかすれている。

「ヴィクトリアさん、わかっていただけたのですね。心から感謝します。チェスター、何もずっととは言っていない。父上と母上の住まいを決め、使用人の処遇を決断する。そして今後のソルモン家の存続の形を一緒に考えて欲しい。半年でいいんだ。我が家唯一のアルファであるお前なら、きっと力を貸してくれると信じている」

「行ってきて……チェスター」

　じっと彼の目を見ると、まばたきを一つだけしたチェスターがうなずいた。

「はい、わかりました」

「えっ、いいのか？」

　驚いたのはレスターだった。

「兄さんは、私を連れて行きたかったんじゃないのか？」

　チェスターに問われて、レスターは顎に手をやる。

「手紙での催促に乗って来ないし、ここが宇宙だとまで言うから、てっきり断られるかと思っていたが……」

「ヴィクトリア様が行けと言うなら、大空の果てまで行くに決まっている」

　つないだ手を口元に引き寄せたチェスターは、ヴィクトリアの手に口づけた。

「半年なんてかからない。すべて最速で片付けてきます。さびしがらずに待っていてください」

「……チェスター」

　自分で決めたことなのに、もうヴィクトリアは後悔していた。

　――チェスターのいない生活……わたくしに耐えられるの？

　ヘイゼルと留守の間の打ち合わせをし、ジャーメインに荷造りをさせて、チェスターはあっという間にランブルトン家を出て行った。

「アルファが全員そうだとは思いませんが、仕事ができるだけに必要とされると止まることができません。いまは、どう考えてもランブルトン家よりもソルモン家がチェスターを必要としている。ご理解いただき幸いです」

　去り際にレスターがそう言った。
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　夕食後、いつものように書斎で書類に目を通す。ふいに腰から寒気が上がってきた。

「さむいっ……」

　暖炉には火がくべられているし、部屋の温度はいつも通り快適なはずだ。

「でも……すごく……さむいわ」

　急激に身体が冷えて、ヴィクトリアはふらふらと立ち上がった。カレンダーを見ると、一年前には規則的に起こっていた発情の時期に合致する。チェスターとともに生活するようになって、発情期と非発情期の差があいまいになっていた。チェスターがソルモン家に戻って三か月、律儀に毎日手紙がくる。彼の文字を初めて見たときに、ヴィクトリアは膝から崩れ落ちそうになって、あわてて椅子のひじ掛けにつかまった。規則性のある端正な文字。

　――チェスターそのものの文字だわ。

　右上にぐっと引き上げて、勢いよく下ろすペンの運びを見るだけでヴィクトリアの鼓動は強い拍を打った。

　忙しい日々ではあるが、ヴィクトリアとの再会を早めるために全力で問題に取り組んでいるという内容に続いて、ヴィクトリアを礼賛する言葉が流れる小川が濁流になるほどにつづられる。いかにも彼らしい手紙だ。

「チェスター……チェスター……会いたい」

　束にした手紙を握って、ふたりの寝室へと入ると、かすかに彼の匂いが残っている気がした。クロゼットの中には、チェスターが寝衣にしているシャツや庭仕事に行くときのジャケットが掛けられている。日中、汗を流す場面で着る服だけに作業着は匂いが濃い。夕食時に着るための準礼装は、まとめてオーダーしてしまったせいで、着用回数が少ないものばかりだ。

「とても似合うから……つい作り過ぎてしまったのだわ……」

　背が高く、肉体労働で鍛えられた身体が、がっしりと逞しい。そんな鋼の肉体に優美なブラックタイ姿はめまいがしそうに格好いい。

　ヴィクトリアはクロゼットからすべての服を取り出すと、ベッドに円形に並べた。

「ああ、すてき……私の……巣……」

　手紙を広げ、巣の縁に置いて、中央にうずくまると背中からシーツを掛けた。完璧だ。オメガの巣――本能とともに発芽するという習性だった。

　肉体が変化しているのがわかる。

　子が欲しいのだ。

　巣を作り、アルファを求め、彼の種を腹奥に宿したい。

　――でも、わたくしは社長なのに……。

　すぅっと息を吸い込むと、チェスターの匂いが脳を震わせる。あんなにも静かな人なのにヴィクトリアを嵐のように翻弄する。

　――チェスター……わたくし……真のオメガになりました。

















12．白馬の騎士












「なにを言っているのですか？　そんなことをしたら、保有財産を使い切ってしまいます」

　ローズ・ホテルの支配人であるカークがこめかみに血管を浮き立たせて、うなり声をあげた。チェスターがソルモン家に戻って三か月が経ち、いよいよ支配人会議でヴィクトリアが三人の支配人を説得する日が来た。緊張した面持ちのリオンがヴィクトリアの隣に座っている。

「三つのホテルすべての客室に最新式の電話機を設置して、さらに二十四時間体制のルームサービスに対応すれば、集客は倍増します。投資以上の効果は必ず出ます」

「だったらランブルトン・ホテルの部屋を値下げする案はおかしいでしょう？　金を稼ぎたいならば少しでも利益を追求しないといけないはずです」

　ランブルトン・ホテルの支配人アンソニーが、丸い顔を硬直させて静かに詰め寄る。客室に新たな機材を入れ、サービスを向上する上に室料を下げるというのが、ヴィクトリアの案だ。

「いま、どの会社も経営は火の車です。それでも出張は欠かせないしホテルには泊まりたい。駅前で交通至便なランブルトン・ホテルの部屋が格安で泊まれるならば、他のホテルを選択する必要はなくなります。常に満室で部屋を回すのが、ランブルトン・ホテルの目標です」

「そんなことをしたら、従業員が足りなくなる」

「ランブルトン家から使用人を半分回します。メイドにシェフにフットマン、みな超一流の働きをする人たちです」

「……ランブルトン家の使用人を！」

「総勢百人いますから五十人ですが、一人で数人分の働きをする人たちです。それでも足りなければ七十人出してもいいでしょう」

　名家の使用人ともなると、ホテル業務の力強い戦力になるのは間違いない、しかし、そんなことをすれば大邸宅の運営に支障をきたすだろう。

「使用人たちにも話はしてありますし、全員いつでも出動してくれるそうです」

　毅然としたヴィクトリアの受け答えに、カークとアンソニーが黙り込んだ。

「あの……ウチはどうなるんでしょう？」

　おずおずと質問したのはホテル・ファバァーの支配人、ノアだ。支配人会議ではいつもカークとアンソニーに無視されて、今日もまるで彼がいないかのように目線を合わせもしない。

「ホテル・ファバァーは、富裕層の長期滞在を請け負ってもらいます」

「なんと！　それはローズ・ホテルが！」

「いや、ランブルトン・ホテルのスペシャル・スイートで！」

　カークとアンソニーが乗り出して、ノアが首をすくめた。

「顔の広いノアが、国内外の上客をホテル・ファバァーに呼び寄せてくれています。規模が小さいので、すぐに満室になるでしょう。映画監督や作家にスポーツ選手、船会社、鉄道会社の社長たちの間でホテル・ファバァーは人気です。設備を充実させて、そこから長期滞在のお客様を各ホテルに割り振って二十四時間お世話します。と、同時に一般客にもいつでも対応するんです」

　ヴィクトリアの説明に、三人の支配人は顔を見合わせた。

「それじゃあ、年中大忙しということですか？　リネンの予備だって底をつきますし、食事のサービスだって毎日大量に注文するのもバカにならない出費のはずです」

　ランブルトン・ホテルのアンソニーが、ヴィクトリアの用意した試算表を見ながら突っ込んでくる。

「今後、三つのホテルは、規格を揃えて同じ品を大量に発注し、それを分けます。リネン、パン、コーヒー、洗面台に置く石鹸も夕食に提供するお肉も一気に注文します」

「ローズ・ホテルとランブルトン・ホテルに同じ備品？　朝食のパンも夕食のメニューも同じということですか？　そんなことはあり得ない！」

　カークの眉間に寄った皺は、不愉快だ、大反対だと言わずとも示している。

「半年前から、そうして欲しいと何度もお願いしてきたはずです。次回の業者選択で足並みを揃えます」

「反対です、格が下がります」

　カークが、ゆっくりと首を振る。

「僕はどっちでもいいですよ」

　ノアがニヤッと笑うと、アンソニーの目がギラリと光った。

「あ……あの、リネン類に各ホテルのイニシャルを刺繍しないだけで、今の半値の運用ができます。各ホテルの厨房でパンを焼くのではなく、中央工場から焼きたてを配送すれば三分の一の価格で納入できます」

　書類の説明をするリオンの声が震えている。

「リオンさん、私たち支配人で三分の一の自社株を持っていることはご存じですね」

　実際はヴィクトリアへ対する嫌がらせだが、カークはリオンに圧力をかけた。ローズ・ホテルはリオンが先代について仕事を覚えた最初のホテルで、カークはリオンに対して常に威圧的な態度を取る。

「わがホテルの株価は下がる一方、保有株も軒並み下がっています。このままの経営を続けていたら、ホテルは三軒とも潰れます。新しい道を切り拓いていかなくてはいけません」

　ヴィクトリアが悲痛な声で言った。支配人たちがヴィクトリアの案を呑んでくれたら、新しいホテル像が生まれ、経営は上向きになる。けれど現状維持のまま不況が長引いたら……。

　――倒産！

　自分で発した恐ろしい言葉がヴィクトリアの脳裏をよぎる。膝ががくがくと震えるのをヴィクトリアは必死で抑えた。社長の座を追われる……倒産する……。手に汗が噴き出す。

　――強い花、賢い花、この世界の頂点に立つ女神。

　ふとチェスターの声が耳によみがえった。どんなときでもヴィクトリアの決断を最優先し、行動を称えてくれるチェスターの言葉。

　――負けちゃ、だめ！

「先代とヴィクトリア社長を比べると、あきらかな能力不足が露見しますな、残念です」

　カークが席を立とうとした。

「では私も」

　アンソニーも手元の書類をまとめ始めると、ノアが両手を上げて仕方ないという仕草をした。

「待ってください。合理化案を呑んでくださるならば、屋敷と庭を手放して資金にし、ホテル設備のテコ入れに使ってもかまいません」

「ランブルトン邸を？」

　ヴィクトリアの大胆な発言に、さすがの支配人たちも驚いて立ち止まった。

「ヴィクトリア様、そこまでなさることはありません。ご自宅を売却だなんて、使用人たちはどうすればいいんですか？」

　リオンが悲鳴に近い声とともにヴィクトリアの袖をつかむ。

「もう止めましょう、ヴィクトリア様。売るならホテルの方です。全部のホテルを売ってしまえばヴィクトリア様の生活は変える必要ありません」

「ホテルを売るのですか！」

　ノアが真っ青になり、カークとアンソニーの顔からも血の気が引く。

「これだから女社長は油断がならない。仕事を遊びかアクセサリーだと思っているのだろう。株主総会の招集を要求する、臨時総会を急ぎでだ！」

　カークが唸り声のような威嚇をすると、リオンが震えあがる。ヴィクトリアは、けっしてまなざしを背けないように目に力をこめた。

「ホテルは売りません、社長もやめません。それに計画はこれだけではありません、落ち着いて全部聞いてください」

　――まだひとつも契約は取れていないけれど、バンケットルームの計画があるわ。

　息をひとつ吸い込んだところで、ドアがノックされた。

「なんだろう。ヴィクトリア様よろしいですか？」

　リオンの問いに「ええ」と答えると、薄くドアを開いたリオンが「あっ」と驚きの声を上げた。

「誰だ？」

　支配人たちもドアに目を向けると、リオンが「どうぞ」と客人を中に案内した。

「失礼します」

　入室した紳士に全員の目が集まった。すらりと長身で質の良い服を身にまとったチェスターだった。彼のいで立ちは、ひと目見て貴族だとわかる。これまで庭師としてベータの鎧をまとっていた時とは別人のようだ。

「チェスター！」

　フロックコートにシルクハット、ウエストコートのボタンにかけた懐中時計の鎖には家紋の刻印されたチャームが下がっている、ランブルトン家で寛ぐときのラウンジスーツとは違う、田園地帯の貴族ならではの姿が凛々しく眩しい。

「ホテル支配人の皆様、初めまして。私はチェスター・ウィング・ジョージ・オブ・ソルモンと申します。ヴィクトリア様、お会いしたかった」

　わき目もふらずにチェスターはヴィクトリアに寄り添うと、背後から包むように立った。ヴィクトリア以外には興味がないのかとさえ思えるその動きに、やっと彼らしさを感じてヴィクトリアは、ほっとした。

「こほん、私もいるのですが」

　チェスターの後ろから現れた紳士が、いたずらっぽく咳払いをして注目を集める。

「やぁ、エバンスさん。そしてカーターさん……えっと、そちらはホテル・ファバァーのブレーブスさん？」

　チェスターに続いて現れた紳士に支配人たちが目を剥いた。

「ソルモン公！」

　支配人たちが、社交界で人気の公爵閣下の顔を知らないわけはない。

「みなさま、ごきげんよう」

「お目にかかれて光栄です、公爵様」

　支配人たちはもちろん、ヴィクトリアのそばで縮こまっていたリオンもぎくしゃくと礼をした。

　ソルモン公爵家は国中の尊敬を集める名家中の名家である。不況のあおりで小作人の作るワインや野菜が売れず打撃を受けていたという噂だったが、国外の有名レストランやホテルに輸出をするという新規ビジネスが当たって大躍進を遂げている。

　憧れの田園地帯に先祖代々の広大な土地を持ち、身分は王族に次ぐ高さだ。人当りのいいレスター・ハウエル・チャールズ・オブ・ソルモン公爵は、男女問わず人気があり、彼と経営の話ができたとなると商工会の中でもエリート扱いとなる。

「わがソルモン家は、生まれ変わりました。この不況時にもかかわらず、使用人も小作人も総動員の大忙しです。というのも、弟のチェスターが不眠不休で道筋を立ててくれた新事業が好調のおかげなのです。今では家令も海外との交渉を行いますし、小作人のみならず、屋敷の使用人まで一丸となってブドウ生産をし、来期のワインも予約で完売です」

　総動員ということは、ソルモン家での人員整理は行われなかったということだ。

　――よかった。

　ヴィクトリアは、胸をなでおろした。

「それは、優秀な弟君がいらして実にけっこうですな」

　年かさのカークが、皮肉っぽくチェスターを褒めそやした。公爵家が農業や商業を積極的に行い、きちんと成果を上げているというのは、あまり聞かない。不況前ならば、小作料と祖先から受け継いだ資産で、優雅に暮らすのが貴族のスタイルだった。

　にっこりと微笑んだレスターは、さらに続けた。

「弟はランブルトン家のヴィクトリア社長とぜひご一緒に仕事がしたいと言っております。私も弟に恩ができました。どうでしょう、この機会に業務提携を結んでいただけませんか？」

「ソルモン家との業務提携！」

　支配人たちの喉がごくりと鳴った。初耳だ、ヴィクトリアがチェスターの顔を見上げ、おずおずと問いかけた。

「それは、ゆくゆくはわがホテルを傘下に……という意味でしょうか？」

「ぬぬっ、たしかにそうだ。すべてのことでソルモン家は格上ですが……しかし……」

　三人の支配人たちが、珍しく額を付き合わせて困惑している。誇りある我が子のようなホテルではある。だが、ソルモン家の傘下であれはホテルにひときわ箔がつく。

「いいえ、これは対等な業務提携です。ヴィクトリア社長の手腕を私たちは買っているのです。そして、申し遅れましたが私はヴィクトリア社長と結婚したいと願っています。彼女が存分に商才を発揮するところをぜひ見守っていきたいのです」

　チェスターが表情ひとつ変えずに、結婚報告をしてのけた。

「ご結婚ですか？　ヴィクトリア社長と！」

　この爆弾発言には支配人たちも度肝を抜かれたらしい、次の言葉が見つからないようだ。

　だが、彼らの目の動きから、たちまち計算がされていることをヴィクトリアは察知していた。ソルモン公爵家から王家への献上品はいくつもある。パンや肉、リネンや石鹸、それらに並ぶ品質のものをホテルに揃えられたら、顧客にとってのイメージは格段にアップするだろう。

「ヴィクトリア社長は、他にもお考えが？」

　絶妙のタイミングでチェスターが質問をしてくれた。

「え、ええ。ローズ・ホテルのバンケットルームを国際会議や貴族の方の披露宴に使っていただきたいと思います。……いくつか相応の事案が進行中です。高位の方々へのサービスならば、わが家から使用人を派遣して接客やお掃除のお手伝いをさせます。二十四時間のサービスに対しては、失業した町の若者たちを訓練し、仕事時間をシェアして働いてもらう案もあります、いかがでしょうか？」

「うーむ」

　何度か眉をひそめた支配人たちだったが、チェスターが良く通る声でひとこと放った。

「素晴らしい、それでこそヴィクトリア社長。ここまで考えていらっしゃるのならソルモン家も安心して業務提携を結べます。深刻な失業問題にまで手を差し伸べて、みごととしか言いようがない。こんなにも美しくお優しいだけでなく、賢いひらめきに満ちているなんて、ヴィクトリア様はまさに選ばれた女神、ラ・レーヌ・ヴィクトリアの名はあなたのためにある」

　流れるようなチェスターの賛辞のあとにノアが拍手をした。

「バンケットルームで貴族の披露宴だなんて、わくわくします」

「貴族は城で結婚パーティーをするものでしょう？　いくらローズ・ホテルでも希望者がいない！」

　ランブルトン・ホテル支配人であるアンソニーが丸顔をしかめてみせた。

「そのことですが、私たちの親族がローズ・ホテルでの披露宴を希望しております。さらに、国際会議の会場にも打診が入りました。ぜひご協力をお願いします」

　柔らかな笑顔を崩さぬまま、レスターが答えると、リオンとノアが「きゃあっ」と歓声を上げる。

「……ソルモン家の親戚……国際会議……」

　ローズ・ホテルの支配人であるカークは今にも目を回しそうだ。

「ヴィクトリア様、これぞまさしく白馬の騎士ホワイト・ナイト。大逆転ですね。僕、お兄様とは初対面なんです。僕の名前も憶えてもらおうっと」

　リオンが耳打ちすると、早速、ネームカードを手にレスターに挨拶に向かった。
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　ヴィクトリアとチェスターはランブルトン家のふたりの部屋に、なだれ込むようにこもった。

「ヴィクトリア様、ヴィクトリア様！」

「チェスター、会いたかった」

　お互いの衣服を引き千切る勢いで脱がせ合いながらも、チェスターはベッドの上の異変に気がついた。

「これは……オメガがつくる『巣』ですね」

「ええ、わたくしはこの中で眠っていました。これまでのわたくしは不完全なオメガだったのだと思い知ったのです。いま、わたくしは心の底からあなたの運命の番つがいです」

「さびしい思いをさせてしまいました。巣を作るなんて、なんて可愛らしい私の女神よ」

「あぁ、チェスター」

　むき出しになった乳房に彼の手がかかり、先端を口に含まれると、ヴィクトリアの口から熱い吐息が漏れる。たちまち皮膚の下で発情の火が灯り、欲望のたがが外れて身体が熱くなった。

「ヴィクトリア様、愛しています」

　興奮しているのはヴィクトリアだけでない。ベッドの上に作られた巣を見たとたんにチェスターの本能も爆発を見せた。

「もう……抑えられない。あなたにすべてを埋めたい……奥深く精を放って、溶けて一つになりたい」

　彼も発情に苦しんでいる。もはやお互いに抑制剤をのんでいない。欲しい、早く埋めて欲しい。

「ください、どうぞもう我慢なんてしないで……そしてわたくしをあなたの運命のオメガにしてください」

「ヴィクトリア様、美しい花。大切な君。誓います。私は永遠にあなたのものです」

　耳に触れる吐息。祈るような言葉。濃厚に漂ってくる甘い誘惑香。身体をまさぐる手の動き一つ一つにビクンビクンと身体が反応する。

　ベッドの上に作り上げられた巣の中で、ふたりは生まれたままの姿になった。

　ふいに、濡れた花びらの合わせ目に彼の剛直が沈み込んでいくのを感じた。繊細な肉をめくり上げながら、猛々しいものが進んでくる。

「あ……あぁ……くっ」

　三か月離れていた空虚が、一気に埋められていく。強くこすりあげられ、その大きさに結合部の感覚が麻痺したようになっていく。

「ああ……チェスター、いっぱいに……」

　自分の肌とチェスターからの湧きあがる香りに今度は脳が痺れたようになって、思考がぐしゃぐしゃに乱れていく。

　――子どもが欲しい。

　この三か月、絶えずヴィクトリアの頭から離れなかった言葉だけが鮮明に浮かび上がる。

「チェスター……お願い……わたくしに種を植え付けて」

　彼の首を引き寄せながら、かすれた声で懇願すると、一瞬チェスターの動きが止まった。

「甘い……匂い。これまで感じていた甘さが濃厚になっています」

「……恥ずかしいわ」

　自分の言葉と誘惑香に恥じてヴィクトリアは顔をそむけた。

「恥ずかしいのは私の方です。聖なるヴィクトリア様に獣のように発情しています。甘い匂い、皮膚の感触、吐息の熱……すべてが欲しくて、脳が沸騰しています」

　息を弾ませながらチェスターが言い、そのままヴィクトリアの腰を持ち上げる。

「あっ……ああっ」

　どくどくと硬質なものが脈打っているのがわかり、ヴィクトリアは浅く息を吸った。

　ぐいっと奥まで貫かれ、内臓をせり上げられるような圧迫感に息もできない。ヴィクトリアの全身が甘く痺れた。いつも最奥までは収めていなかった熱塊が、じわじわと肉体を浸食する。最後に男性器の根元で膨らむアルファのしるしが、花びらを限界まで広げて入り込んでくる。長く太く熱い、そして根元の球が入ってしまうと妊娠するまで胎内に精をぶちまけられる。一瞬、恐怖と快楽が混ざり合った感情でヴィクトリアは失神しそうになった。

「あああっ、ひ……う」

「入ってしまいました。もう止められません……あぁ、すごい」

　チェスターが低く唸りながら快感のため息をつく。

　恐ろしい質量を持ったアルファの肉塊が、信じられないほど深く入り込んでいる。

「こんなに……奥にっ」

　ぴりぴりとした快感が腹の奥から脳へと伝播する。

「ああっ……チェ……スター」

　ひくひくと全身を痙攣させながら息を喘がせ、ヴィクトリアは懸命に彼にしがみついた。

「あなたの奥底に私が……もう、永遠に離れていたくない！」

　持ち上げられた腰の横で、つま先が揺れる。太ももがぶるぶると震えた。

「うっ！」

　驚きの声が上がった。ヴィクトリアの正面から覆いかぶさっていたチェスターの唇が、迷いのない動きで首筋をがぶりと噛んだのだ。すでにチェスターの家で行われた行為であったが、そのときとは感覚が違う。身動きできない状態で串刺しにされて首筋を噛まれる。これがアルファとオメガの交尾！　頭の中で閃光が煌めき、がくがくとヴィクトリアは身を震わせた。

「ヴィクトリア様！」

　みっちりと嵌め込まれたチェスターの剛直が、肉筒の中でどんどん膨れていく。

「あっ！」

　チェスターが、ぐっと腰を突き入れる。

　身体の内側が大量の吐精で濡れた。

「えっ、ああっ……またっ、うっ、うっ、うっ」

　腰を動かされるたびに、新たな精がぶちまけられて、頭の中には彼の強い種でいっぱいになるイメージが浮かぶ。

「あぁ、チェスター……そうよ、欲しいの、あなたの種が……アルファの精を……待っていたのっ」

　気持ちいい、これまでチェスターと交わしてきた行為で充分に満足していたはずなのに、お互いが満足することでこんなにも素晴らしい境地に達することができるなんて……。

「ヴィクトリア！」

　初めて敬称抜きで名を呼ばれて、涙を流しながらヴィクトリアは彼の腰に両足を絡ませた。

「ああっ、神よ」

　唸りとも祈りともつかない声とともに、ひときわチェスターの雄が膨れ上がり、数度目の吐精を受けたまま、ヴィクトリアの意識は白く弾けた。









　――五年後。






「お庭が綺麗ね、セシル」

　ハンドルを操作しながら、ヴィクトリアは助手席の赤ん坊に語り掛ける。

「マンマーン」

　ベビーバスケットの中で両手をバタバタと動かし、大好きな母を呼ぶ娘のセシルは生後六か月。真っ白い肌とぷっくり膨らんだ頬っぺたがたまらなく愛らしい女の子だ。

　子どもを持ったら、身体じゅうから愛情があふれ出すとリオンが言っていた。

　――その通りだわ。

　四つ上のクリストファーが生まれたときに、ヴィクトリアは感動で涙し、その後も我が子への愛情で日々涙もろくなっている。愛おし過ぎて目頭が熱くなる。そんな気持ちをチェスターに漏らすと「それは私がヴィクトリア様に感じている気持ちと同じです」と言ってのけた。

　無我夢中でこなしてきた社長としての日々に、ゆとりができたのはそのころだ。

　誰かに頼ることに罪悪感を覚えず、仕事や子育て、屋敷の運営にいたるこまごまとした作業を信頼できる人に割り振るようになった。

　気づけば、抑制剤をのんでいたころの常になにかに追われているような焦燥感も消えている。

　――せっかちだったわたくしが恥ずかしい……。

　チェスターとの出会いのころから落ち着いて彼を見ていたら、その高潔さと思慮深さから、すぐに彼が運命の番だと気づいたはずだ。

　――でも、あのときのわたくしはアクセルを全開にして先を急いでいたの。

　嵐や鹿、流星群、いくつかのできごとがヴィクトリアとチェスターを結び付けた。もし彼が爵位を継いでソルモン公爵になっていたら？　修行先を海外の庭園に選んでいたら？　ふたりの人生がどこでも交わらなかったらと考えると、違う涙が浮かぶ。

「そんな恐ろしいことを考えちゃいけないわ。さぁ、セシル。スターリバーのガゼボでランチよ、リオンとジェイミーそれにお父様とお兄ちゃまも待っているわ」

　今日は午前中に新しいホテルについて、支配人会議が行われていた。ノアが新しいアイディアを出してくれて、わくわくした。古参の支配人ふたりも今やノアに一目置いている。会議の間、セシルにはメイド頭がついてあやしていてくれた。この五年で子育てと仕事の両立はすっかり軌道に乗って、ヴィクトリアはあと二、三人子どもが欲しいと考えている。

　――これもチェスターの理解が深いからだわ。

　運命の番との出会いはヴィクトリアの人生を変えた。妊娠中の体調の変化を細かく気遣ってくれる大切な夫、発情期の強烈な欲望を包み込むように迎え入れてくれる魅力的な夫、小さな子どもたちをヴィクトリアに負けず劣らずの愛情で満たしてくれる優しい父親。

　軽くアクセルを踏み込んでヴィクトリアは知らず微笑んでいた。

　庭が美しい、太陽の光が明るく、緑が生き生きと芽吹いている。

「チェスター！」

　ウインドウを下ろした窓から手を振ると、愛しい夫が庭師の作業着を着て、丘から降りてきた。

「おとうちゃま！　ぼくもいく」

　クリストファーが、たたた、と駆け寄ってチェスターの脚にしがみついた。

　プラチナブロンドの巻き毛と緑色の瞳を持った四歳のクリストファーは、賢く美しい子だ。第二次性徴を待たなくともアルファであることがはっきりとしている。

「よし、抱っこで行こう。早くお母様にキスしたいだろう？」

「うわぁ、たかい！」

　父親に抱き上げられてはしゃぐクリストファーは、大好きな逞しい父の頭にしがみつく。チェスターとクリストファーには目に見えないアルファ同士の絆があるとヴィクトリアは常々思うのだが、ふたりからの熱烈な愛情ゆえに疎外感など感じるよしもない。

　クリストファーは、車から降りたヴィクトリアの前で降ろされた。

「おかあちゃま。おしごと、おわったの？　きょうもとってもきれい」

「ええ、終わったわ。ありがとうクリストファー、セシルも一緒よ」

「お疲れ様、ヴィクトリア」

　チェスターがヴィクトリアの唇に軽いキスをすると、クリストファーはヴィクトリアの手を取った。この五年で変わったことは、とうとうチェスターがヴィクトリア様と言わなくなったことだ。あなたはわたくしの夫なのだから、と何度も繰り返して、渋るチェスターを辛抱強く説得しての結果だった。チェスターにとってヴィクトリアは、どうしても神、女神、尊い人としか思えないらしい。

「リオンとジェイミーが、まちのパンやさんで、いぬのパンとサクランボのなにかを、かってきてくれたの」

「なにかってなにかしら？」

　クリストファーのたどたどしい説明に微笑むヴィクトリアに「犬型のパンとサクランボのタルトだ。他にも生ハムやワイン、果物にチーズと美味しいものをたくさん持ってきてくれたよ」と、チェスターが説明する。

「ああっ、セシル。朝、会ってから久しぶりだ。なんて綺麗な赤ん坊なんだろう、愛しているよ」

　ベビーバスケットを助手席から取り外すと、チェスターは愛娘に声を震わせてキスをした。

「リオンの子どもたちも元気？」

「ああ、ジェイミーさんがメロメロで見ていて楽しい」

「それはきっとあなたも同じよ」

　丘の上で三歳の女の子の双子と一歳の男の子とリオン、そしてリオンの夫のジェイミーがヴィクトリアを待っていた。ジェイミーは栗色の髪をさっぱりと短くして端正な顔にメガネをかけた長身の男だ。彼の腕にリオンはすっぽりと隠れてしまいそうな体格差がある。

「お疲れ様でした、ヴィクトリア様。支配人会議をお任せしてしまって、すみません」

　リオンは来月から秘書の仕事に復帰する予定だ。五年前の支配人会議でレスターにネームカードを渡したリオンは、ちゃっかりとジェイミーのレストランまでもソルモン家との業務提携に結びつけた。やはり可愛いだけではない優秀な仕事人だ。

「なんてことないわ、あの世界恐慌を乗り越えたわたくしたちのホテルですもの。支配人たちもいまや一致団結しているわよ」

「僕の大切なパートナーもまた戦力に復帰します。リオン、思う存分活躍しておいで」

　落ち着いた大人の雰囲気をまとったジェイミーが、リオンに甘やかしきった声をかける。

　メガネの奥の茶色い瞳が、愛おしげに細められた。

「もちろんだよ。ジェイミーも子育てで活躍お願いね」

「まかせてくれ」

　五月の風に庭の花々の香りと緑の木々の息吹が感じられる。

　これは初めてチェスターと出会った日の薫風。ヴィクトリアの運命が変わった日の風と同じ匂い。

「幸せだわ」

　ヴィクトリアはチェスターの肩に頭を預けてつぶやいた。

「私は世界中の誰よりも幸せだ」

　チェスターが言う。もう回りくどいポエムではなくて、思いを込めたひとことを。

「なぜならあなたが愛しいから」
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